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プロローグ




　拝はい啓けい、兄あに上うえさま。

　連れん日じつバカみたいに最高気き温おんが更こう新しんされる中、背広を着て、満まん員いん電車に揉もまれ、温おん暖だん化か対たい策さくのためクーラーの温度が28度に固定されているお勤め先で働かれ、もうホントにうんざりされていることでしょうが、いかがお過ごしでしょうか。

　僕はご存じのとおり、海にきています。

　白い砂すな浜はまに波が打ちよせ、キラキラとした飛沫しぶきを上げています。太陽は果てなく遠い空の青みの真まん中なかにあり、燦さん爛らんと地ち表ひようを焦こがしています。肌はだに食い込む太陽の光と磯いその香りに、僕は夏を感じます。ヴィヴァ・夏休み！

　そんな夏の輝きにあてられたのでしょう。僕はいつものクールさをかなぐり捨て、まさにゆとり教育ーっと叫んで、無む垢くなる心のまま海へ飛び込み、バシャバシャとその大いなる母ぼ性せいに溺おぼれることにしました。ええ、この母なる海に優しく抱かれていただけで、決して脚あしを攣つってもがいていたわけではないのです。勘かん違ちがいなさらぬよう再さい度ど申し上げますが、海の浅あさ瀬せで苦く痛つうに顔をゆがませながら手て脚あしをばたつかせていたのもすべては愛に溺れる子どもを表現していただけなのです。そうです、これは表現なのです。演えん劇げきなのです。いやあ、僕もすっかり演劇の虜とりこになってしまったものだ。はっはっは……あー痛い痛い脚めっちゃ痛い。

「見み苦ぐるしいものね」

　きらめく浜はま辺べから、投げやりに少女が声をかけてきました。

　盛り上がった砂浜にちょこんと腰を下ろし、ぞんざいに日ひ傘がさをさしています。透すけるような肌に影が落ちています。

　少女は退たい屈くつそうな顔をしているわりに、ちゃっかり水着姿すがたです。しかもどういうわけかスクール水着です。濃のう紺こんの水着と少女の病びよう的てきなまでに白い肌、そして長く二つに束ねた銀ぎん色いろの髪かみのコントラストはアンバランスでありながら、奇き妙みようなほどに扇せん情じよう的てきでした。

　なんとも……けしからんことです。小さくて凹おう凸とつのない体のくせにどこか艶なまめかしい……まさに小こ悪あく魔ま。けしからん。我々紳しん士しを誘ゆう惑わくするだなんて、大いにけしからん。

「嫌いやらしい目で見ないでくれるかしら」

　そういう少女はゴミを見るような目で、僕を見み下くだすように吐き捨てました。

　ひどく冷たくて、尊そん大だいな眼まな差ざし。まるで冷れい酷こくな女じよう王おうのようでした。

　支配者然ぜんとした少女を前にして僕は自分に散りばめた噓うそが剝はぎ取られていくような感覚に陥おちいります。逃れようとしても少女の瞳ひとみは僕を捕らえて離しません。生まれたての子こ鹿じかのように体を震わせながらも、迫りくる少女の瞳に魅み入いられ僕の内からなにかが芽め生ばえてきます。灼しやく熱ねつでした。煮えたぎった油のようにぐつぐつと内から僕を焦がし燃やしていくもの。

　これは、この感情はつまり…………

　ああ、四よつん這ばいになるからお尻しりをガッツーンと蹴けっていただきたーいッ！

「って、なんだその感情は！　盛り上がるな俺おれ！　あのな、今どきスクール水着なんて使い古された感が強いだけで、俺のハートにゃ届きっこねえんだよ。どうせなら包ほう帯たい巻けや！　水着のかわりに、なんかほら包帯巻いて、や、やめなさい、水をかけられると透すけちゃうじゃないの！　って顔真まっ赤かにして怒ってくれよコノヤロウ！」

「考えておくわ」

　少女はもうすっかり僕に興きよう味みがなくなったのか、どこか遠くに視線を投げ、指をお尻に当ててキュッと水着をなおしました。

「それで」と少女は言います。「わざわざ呼び出したりして、どうしたのかしら」

「二人っ切りで話がしたくてな」

　海から上がり僕は少女の前に立ちます。足の裏うらから砂すな浜はまの熱が伝わってきます。

「あら、口く説どいているの？」

「誰だれがお前なんか」

「傷つくわ」

　日ひ傘がさの影の中、少女は妖あやしく微笑ほほえみました。

「なあ」と僕は呼びかけます。「お前は一体、なにを考えている？」

　少女はなにも答えずに潮しお風かぜに揺れる髪かみを押さえ、翡ひ翠すいの瞳ひとみを輝かせます。僕は口をつぐみ、少女を見下ろしています。

　打ちよせる波の音だけが、僕らの間に響ひびいていました。




「は───っはっはっは！　海が好きだ────ッ！」




　どこかで聞いたことがある台詞せりふですね。

　すべてを台だい無なしにされたような気持ちになり、溜ため息を吐きながら振り返ってみると、ブンブンと竹刀しないを振り回して僕らのもとへ駆かけ寄ってくるバカ集しゆう団だん現実会かいの代表である岸きし田だ未み央お会長の姿すがたがありました。もう満まん開かいの笑顔でテンションも満開で、ああもうめんどくさいのがきたなあと僕はこめかみを押さえました。

「真ま崎さき副会長！」

　会長はそばにくるなり、僕の肩に腕を回しました。

「さすがは演えん劇げきの鬼おに、海に到着するなり演えん技ぎの訓くん練れんとは恐れ入る！　遠とお目めからだが、お前がひどく見み苦ぐるしい姿を演じていたのを拝はい見けんさせてもらったぞ。はーっはっは、実に無ぶ様ざまだった！　それもこれもお前の魔ま法ほうとやらのおかげなのか、ええ？」

　無様とは何事だと抗こう議ぎをしようと思ったのですが、まるで僕の抗議を阻そ止しするかのように会長はグイグイと体を密着させてきます。

　競きよう泳えい水着を着ているせいか、会長の体のラインははっきりとわかりました。ムダな肉がまるでなくすらりとしていて、それでいてやはり会長も女性なわけなので、女性特とく有ゆうの柔らかさがこう……むにむに、と……いや待て、相手は会長だぞ？　こんな演えん劇げきバカ相手に女性を感じてしまうだなんて、そんな……むにむに、むにむに……いやーん、むにむにーっ！

「ごっ、ごめんなさ──いッ！」

　謝しや罪ざいの言葉を叫びながら奈な々なさんが走ってきたなと思っていたら、なにをとち狂ったのか奈々さんは全力で僕に体当たりをかましてくれました。咄とつ嗟さに会長は僕から離れたので、僕だけが吹っ飛び、海の中へざぶーんと飛沫しぶきを上げてダイブしました。

「そういう体を使う役回りはわたしのはずなのに、けっ、もうそろそろ体張はるのは新人でいいんじゃね？　とかなんとか考えて、新人どころか未み央おちゃんに押しつけちゃってごめんなさーい！」

「そんなこと考えてる奈々さんに驚きです」

　海から浜へ這はい上がると、奈々さんは涙なみだ目めになってしきりに頭を下げていました。そのはずみに、僕らの夢が見事な形で弾はずんでおりました。

　兄あに貴きはご存じではないでしょうか、この奈々さんという女性はすんごいのです。小こ柄がらで小しよう動物のような雰ふん囲い気きを醸かもし出しているのですが、ある部分は、そう、あの部分だけは獰どう猛もうなドーベルマンなのです。

　それは胸ッ！

　スカート付きのビキニを着ていらっしゃるのですが、なんというかもう世界級きゆうなんです。よくあんな大きなものが、水着に収まるものだと感心してしまいます。こうね、プルンとたわわに実った大きな果か実じつが、小石を投げ入れた水面のように揺れ動いてね……ぷるんとね、ぷるんと……もう堪たまりませえーん。

「なっ！」

　奈々さんはさっと両手で胸むな元もとを隠かくしました。やばい、焦こげるぐらい見ていたのがバレたようです。気まずいです。でも……なんですな、相手の胸を見ていたのがバレたときって対応が難しいですな。べっ、別にあんたの胸なんて見てないんだからね！　というような安あん牌パイを切ってお茶を濁にごすべきでしょうか。それともこの気まずい空気を紳しん士し的に楽しむべきでしょうか。うむむ、難しいです。兄貴ならどういう対応をしますか。むしろ、汚きたねえもん見せんじゃねえよこのメス豚ぶたがァッ！　とハンパない逆ギレをかましますか。気弱な僕にはできそうにもありません。

　そんなふうにこの場をどうやって乗り切るか考えていると、奈々さんは屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめながら両手をゆっくり下ろし、大きな胸を寄せて僕の方へと突き出しました。

「いえ、いいんです。真ま崎さきさんのとどまることを知らないエロスの被ひ害がい者はわたしだけでいいんです。そらご覧らんなさいよ、このへんたーい！　どうですか、これでいいんでしょ、これがいいんでしょドへんたーい！」

　涙なみだ目めで変へん態たいと罵ののしられるのも、悪くはありませんね。なんだかこう……初はつ恋こいの味がします。わかってもらえますよね、兄あに貴き？

「はっはっは、英えい雄ゆう色いろを好むとはよく言った……ハッ！　もしかして真ま崎さき、貴き様さまは九く條じようの対たい人じん恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくさせ、一いち人にん前まえの女じよ優ゆうにするためにわざと汚よごれ役を……!?」

「はいっ、そんな設せつ定てい忘れてました！」

「くぅッ、なんてデキる指し導どう者しやなんだ！」

　感かん極きわまった会長が僕の胸むね目がけて飛び込んできて、そのそばではやけくそ気ぎ味みに奈な々なさんが胸を僕に見せつけています。

　まさにカオス。混乱の極きよく地ち。

　ああ……これが夏の悪戯いたずら…………？

「なーにやってるんすかナオト兄にいさん」

　ビーチボールが僕の頭にヒットしました。

　投げつきてきたのは真ま穂ほでした。猫ねこっぽい目をつりあげ、ふわふわした細い髪かみの毛を逆さか立だてていました。背後には芝しば浜はまがいて、蔑さげすんだような視線を僕に向けています。ぞくぞくします。

「藤ふじ村むら！　私は……私はな、感動しているんだ！　日にち夜やストイックに演えん劇げきを研究し、他の同どう志しの育いく成せいにも余よ念ねんがなくただひたすらに演劇の発展だけを願う……これこそ私の理想。そして、それは真崎だったのだ──ッ！」

「そんなわけないっすから」

　スッポンのように離れない会長を真穂は強ごう引いんに僕から引き離してくれました。

「まったくもう」

　真穂は軽く僕の頭にチョップしました。

「最近のナオト兄さんは不ふ潔けつっすよ。なにかといえば美び少女とベタベタして、鼻の下伸のばしちゃってさ……なんなんすか。モテ期きすか。大きな波がきたら乗らずにはいられないサーファーなんすか」

「えっ、ごめん。最後の言葉聞きき取れなかった」

「だから……サーファー」

「え？」

「サーファー」

「ええ？」

「サー……って何なん度ど言わせるんすか！　女の子にサーファーサーファー連呼させる目的はなんなんすか!?」

　少し頰ほおを膨ふくらませ、真穂は腕を組みました。

　なにやら目がチカチカしそうな柄がらの水着を着ています。上下セパレートのビキニタイプではあるんですが、下がホットパンツのような作りをしています。ワイヤーキュロパンという水着だそうです。以前、ファッション誌を僕に見せながら、こういうのどうっすかね？　えっへっへっ、げべっ、げぼぼぼっ、と言ってきたことがあるのでよく覚えています。まあ、げぼぼぼっとか意味のわからないことは言ってなかったんですけど、真ま穂ほなんだからそれぐらい言ってても不ふ思し議ぎはないだろうと思い脚きやく色しよくしてみました。

　……しかし。

「うん？　なんすか」

「べっ、別に……」

　と、僕はそっぽを向きました。

　しかし、どういうわけでございましょう。取り立ててグラマーな体たい型けいをしているわけでもなく、言うなればコンビニの前でたむろするのが生き甲が斐いのそこら辺の娘むすめどもとたいして変わらない体型で、まあ、昔むかし陸上をやってたから引き締まってはいるけれども、だからと言って売りになるような特とく徴ちようがないくせに……なんで、ちょっと可愛かわいいって思っちまうんだ？

「あ」

　真穂は声を上げると、悪戯いたずらを思いついた子どものように口くち元もとを緩ませました。

「もしかしてナオト兄にいさん照れてるんすか。愛くるしい真穂さんにドッキンドッキンなんしょ？」

　両頰ほおに指をあて、僕の顔を覗のぞき込んできます。真穂の髪かみ留どめの鈴すずと一いつ緒しよに、僕の胸の奥のなにかが高い音を鳴らしました。自分の頰が熱を帯びているのがわかりました。

「ち、近いぞ」

　僕は後あと退ずさりをします。しかし真穂は含みのある笑えみのまま、じりじりとにじりよってきました。

「んっふっふ、ナーオートー兄さーん」

「だからバカ、近づくな」

　嬉うれしそうに近よってくる真穂の肩を摑つかみ、グイと押しやります。あ、真穂の肌はだに触れちまった。スベスベしてて、柔らかかったな……

　って、相手は真穂だぞ。真穂ごときになにを僕は１／３の純じゆん情じような感情を空から回まわりさせているのでしょうか。わけがわかりません。そもそも僕に不ふ潔けつと言っておきながら、水着しか身にまとっていない体を近づけてくるだなんて真穂は一体なにを考えているのでしょうか。環かん境きよう問題についてでしょうか。そんなわけあるか。

「なに盛り上がってるんだか」

　背後から芝しば浜はまが溜ため息を吐くように言いました。

　モデルが着てそうな黒っぽい水着は、スタイルのいい芝浜にとってもよく似に合あっていました。むしろ、カッコいいです。女が憧あこがれる女って感じです。

　でもどうして、頭にネコミミをつけているんですか？

「なによ？」

「ああ、その……別に」

　僕はなんとなく言葉を濁にごしました。

「変なの」

　そう言って芝しば浜はまは僕から離れていきます。ネコミミをピコピコ揺らしながら。

　きっと変なのは芝浜の方だと思います。

「はっはっは、そこの……リデルといったか？　そんなところに座ってないで、準じゆん備び運動を始めたらどうだ。これから我ら現実会かいは演えん劇げきの神しん髄ずいを模も索さくするため遠えん泳えい大会を行うのだからな、はっはっは！」

　会長に手招きされ今まで静せい観かんしていた銀ぎん髪ぱつの少女が、日ひ傘がさをたたんで僕らのもとへと歩みよってきました。

「なーに言ってるんすかカイチョー、か弱いリデルちゃんは、あたしと一いつ緒しよに砂すな浜はまでお城をつくるんすよ」

　真ま穂ほは会長の魔まの手から守るようにリデルの前に立ち、両手を広げました。

「砂のお城って……あんなふうにかしら？」

　リデルが指さした先には、一いつ心しん不ふ乱らんに砂浜をシャベルで掘っているハギーさんの姿すがたがありました。穴はとても深く、ハギーさんの腰から下をすっぽり隠かくしていました。

「やあみんな、これからちょっと球きゆう根こんの気持ちを体感しようと思うんだけど、どうだい？」

　今こん晩ばん一いつ杯ぱいどうだい？　というようなフランクな誘いで、ハギーさんは意味のわからないことを言ってきました。

「遠えん慮りよしておくわ」

　リデルは呆あきれた口く調ちようで言いました。

「人にん間げん社会っていうのも自然界かいと同じで厳きびしいね。ははっ、うまいことを言っちゃった」

　ちっともうまいことを言ってないのですが、そんなことお構いなしにハギーさんは穴あな掘ほりを再開するのでした。柔にゆう和わに微笑ほほえんで白い歯を輝かせ、ザクザクと砂を掘っていく姿はとても爽さわやかなのですが、正直なところついていけません。芝浜の一件で「変に気き兼がねするのはやめたよ」と豪ごう語ごしてからのあなたには僕でも対応に困るときがあります。

「でも」

　奈な々なさんはリデルをしげしげと眺ながめたのち、屈くつ託たくなく、なんの疑問も抱いていない様よう子すで言葉を続けます。

「真ま崎さきさんにこんなにも可愛かわいらしい親しん戚せきのお子さんがいるなんて知りませんでした」

「いや、それは────」

「いとこなのよ」

　と、リデルは僕を制して進み出ます。

「よく見ると目め元もとの辺りなんて似ていると思わない？」

「えっ、うーん……そういわれると似ているような気がしますね、ってごめんなさーい！　ぶっちゃけ真ま崎さきさんの顔なんてなにひとつ覚えていないのに、適当なこと言ってその場をしのぐ生きかたしかできないわたしでごめんなさーい！」

「はっはっは、私はわかっているぞ副ふく会長。お前は舞台映ばえしそうな人物を見つければ我が現実会かいヘスカウトせずにはいられないのだろう？　親しん族ぞくであろうがなんであろうが演えん劇げきのためには喜んで捧ささげるというのだろう!?　その心こころ意い気きしかと受け取った！　このリデルを私が立りつ派ぱな演劇人に育て上げてみせよう！」

「それは楽しそうね」

　リデルは会長に肩を抱き寄せられながらも余よ裕ゆうたっぷりに言いました。

「だからカイチョー」真ま穂ほは会長からリデルをぶんどります。「リデルちゃんの相手はあたしがしますって。ああもう離れてくださいよ、変な影えい響きよう受けたらどうするんすか」

「なにぃッ！　つまり天てん井じよう桟さ敷じきとハイナー・ミュラー仕込みの私の演劇はすでに前ぜん時代的なもので、新たなる演劇を模も索さくしていくリデルにとって悪あく影響以い外がいのなにものでもないと藤ふじ村むらは言いたいのだな！　そうなんだな、九く條じよう!?」

「わたし!?」と奈な々なさんは驚きました。「い、いきなりマニアックな話題を振られても……ハイナー・ミュラーって……えっ、お坊ぼうさん？　ああ、なぜかお坊さんが木もく魚ぎよをポクポク叩たたく映えい像ぞうしか思い浮かばない！　そうなんです、ぶっちゃけ演劇界かいのこととかよく知らないんです。でもよく知らないことがバレたりしたらわたしの立ち位置あやふやじゃん、ただでさえ微び妙みような位置にいるのに最悪じゃんとか思っていままで言い出せなかったんですごめんなさ──い！」

　打だ算さん的な胸きよう中ちゆうを告こく白はくし、ひたすらに頭を下げる奈々さん。

　なんだか周りのテンションが上がってきていますが…………そうなんです。

　兄あに貴き、僕にいとこができました。

　何なん時間も電車やらバスに揺られ、やっとの思いで旅館にたどり着いてみると、僕らの部屋でリデルが日本茶を飲んでいて、あら遅かったのね、といつ聞いても上から目め線せんな物もの言いいに15のよおおぉぉるぅ───ッッ！　なんですがそれはまあどうでもよくて、あっれー？　この子だれー？　と宮みや野のという名のクソロリコンが寝起きドッキリよろしくリデルが使っている湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わんにしゃぶりつこうと暴ぼう走そうし出したもんですから、偶ぐう然ぜんにも通りがかった青少年を性の暴ぼう力りよくから守る活動をしている方々が宮野を殴なぐるわ、殴るわ、そして殴るわの血みどろ宮野になりましてねえ、ええ、兄貴を喜ばせようと思って適当に書いてるだけです。

　なんかもうなにを伝えようとしていたのか忘れてしまいましたが、とにかくそこにリデルが当たり前のようにいたんです。なんなんだと、なんでお前がここにいるんだと問い詰めれば、リデルは平へい然ぜんとこう言いました。

「せっかくの夏休みだからあなたのお家うちに遊びにいったのよ。何なん泊ぱくかするつもりでね。けれどもあなたは不ふ在ざい。聞けば合宿だっていうじゃない。間が悪かったと思ったわ。でもね、あなたのお兄にいさんが気を利かせてくれたのよ。この合宿地ちの住所を教えてくれて、切きつ符ぷまで手て配はいしてくれたわ。優しいのね、あなたと違って……ふふふ」

　キィーッ、兄あに貴きに優しくされたからって調子に乗って！　じゃなくて、そもそも僕の家に遊びにきたってどういうこと？　なんで兄貴と知り合いなの？

　するとリデルは言いました。だってわたしたちいとこじゃない、ってね。

　意味わかんねえ！

　リデルっていうとあれじゃないですか。僕らを弄もてあそび、僕らを翻ほん弄ろうし、なにかとんでもない悪あく事じを企たくらんでいるはずの要よう注意人じん物ぶつじゃないですか。言うなれば僕らの敵じゃないですか。

　そんなヤツと兄貴は接せつ触しよくしてしまったんですよ。僕はあなたの身が心配です。いま、猿さるぐつわとかかまされていませんか？　猿ぐつわをかまされたまま出勤することを強きよう要ようされたりしませんでしたか!?　ドＳのはずの兄貴が、家に帰ってみるとプロのドＭになっていたりしたら……あ、それちょっと面白いな。

　なんてね。

　きっと兄貴は僕がなにを言ってるのかさっぱりわからないんだろうな。どうせさ、リデルのことを本当にいとこだと思ってるんだろ？

　そういう現テ実ク世ス界トになってるんだろ？

　まあ、それならそれでいい。だけどホントに無ぶ事じかどうかだけは教えて欲しい。冗じよう談だん抜きで心配なんだよ。電話で確認できたらいいんだけどさ…………なんていうか僕、あんたに着ちやく信しん拒きよ否ひされてるからね！　弟を着信拒否にするとかどういう神しん経けいしてんだよ！　メールのアドレスもいつの間にか変えやがってよ。意味わかんねえよ、大好きだよッ！

「少し泳ごうかしら」とリデルは言いました。「ねえ、あなたも泳がない？」

「冗談じゃない」

「きっと楽しいわよ」

「ならお前一人ひとりで泳いでろ」

　僕はきっぱりと断ります。悪あく徳とくセールスには応じません。

「つれないのね」

　こういうときに残念そうな顔でもすれば、僕も人の子なので多少は良りよう心しんが痛むんでしょうが、この生なま意い気き銀ぎん髪ぱつ娘むすめときたらなにやら含みのある邪じや悪あくな笑えみを浮かべるのです。あーやだやだ。腹に一いち物もつのあるヤツってホントに嫌いや。

「もうナオト兄さん、せっかくリデルちゃんが誘ってくれてるのにさ、そんなふうに断ったら可哀かわい想そうじゃんか」

　なにも知らない真ま穂ほは僕を非ひ難なんします。

　客きやつ観かん的に見れば、僕は冷たいことを言っていることでしょう。ですがリデルがなにを考えているのかわからない以上、イニシアチブをヤツに取らせるのは下げ策さくです。ヤツからはある程てい度どの距離を取り、みんながヤツの企たくらみに巻き込まれないよう細さい心しんの注意をしないといけません。特に紗さ耶や香かなんかは注意して見守らないと。

「って、あれ？」と僕は周りを見ました。

「宮みや野のならバス酔よいして旅館で倒れてるっすよ」

「あ、そんなどうでもいい情報はいいわ。それよりも紗耶香は？」

「へっ、サーカ？　そういや海の家のロッカーに荷物入れてて……あっれ？　そこから見てないっすね」と真穂は首を傾かしげました。

　ここにいるのは僕を含めて真穂、会長、奈な々なさん、ハギーさん、芝しば浜はま、そしてリデルの計７名。紗耶香の姿すがたがない。

　その瞬しゆん間かん、薄くリデルが笑ったような気がしました。

　……まさか紗耶香の身になにかが!?

　僕はハッとなってリデルを問い詰めようとしたのですが────




「……お、お待たせ、なんだよ」




　もじもじとしながらこちらへやってくる紗耶香が見えました。なんだかそこだけ世界が違いました。紗耶香の髪かみが揺れる度たびに眩まばゆいほどの光がきらめき、透すき通るほど白い肌はだの内側からは桜さくらの色がうっすら広がっています。ビキニタイプの水着からは均きん整せいの取れたスタイルがよくわかり、まばらにいた他の海かい水すい浴よく客も口を開けて紗耶香を見つめておりました。

　もはやヴィーナス。美の至し宝ほう。

　ここまでおっそろしいもんを持っているのだから自信をもって歩けばいいものの、うーうー唸うなり手で体を隠かくそうとしています。もったいない。

「……ハッ！」

　僕の視線に気づいた紗耶香はどこかに隠れようとするのですが、ここは砂すな浜はま、身を隠せる場所などどこにもなく、あわわなんだよ！　と慌あわてふためき、その場でくるくると回りました。

「は──っはっはっは、的てき確かくな表現だ。実にあわわだぞ神の子川かわ瀬せ！」

　よかったな、紗耶香。

「ちっ、違うんだよ。恥はずかしいんだよ。なんで地球人じんはこんな裸はだか同どう然ぜんの格かつ好こうをして海に入るんだよ。地球人はエロティックなんだよ！」

　言っておきますが、紗耶香も地球人です。一いち応おう。

「ほらほら、照れない照れない」

　こっちにおいでよ、と手て招まねきしながら真ま穂ほが近づいていくと、紗さ耶や香かは自分の体を真穂の陰に隠かくしました。そして真穂の肩かた口ぐちから窺うかがうように大きな瞳ひとみをこちらへ向けてきます。

「やっぱりあんた、なんかしたんじゃないの？」

　芝しば浜はまは肩をすくめ僕に向かって言いました。もちろんネコミミをつけたまま。

「そんな覚えはないんだけどな」

「こ、これが球きゆう根こんの世界ィッ！」

「最近、ずっとあんな調子じゃない」

「ああ」

　なんか途と中ちゆうハギーさんのわけのわからん叫びが聞こえたような気がしますが、それはともかくとして、近ちか頃ごろ僕はどういうわけか紗耶香に避けられています。

　朝は先に１人で学校に行ってしまうし、日課である窓まど越ごしのお喋しやべりをしようと窓を開けたら、紗耶香の窓の外には『閉店はじめました！』という紙が貼はりつけられていたし、学校で話しかけたらまるで痴ち漢かんにあったときのような大声を出して逃げていったり……とにかく、わけがわかりません。

　なんでしょう。わけのわからなかった紗耶香も成長してまともな会話ができるようになったなあと思った矢や先さきにこれですから、やっぱり紗耶香はわけがわからないなあと感じてしまいます。

「は───っはっはっは、よし全員揃そろったな！　同どう志し諸しよ君くんよ、お待ちかね遠えん泳えい大会の始まりだぞ！」

「誰だれも待ってないよ、ってごめんなさーい！　ちゃちゃ入れることでしか存在をアピールできない、空気ぶち壊こわしのひな壇だん女でごめんなさ──い！」

「はっはっは、お前にひな壇は似に合あわん。センターこそお前の輝ける場所だ！　だから同志九く條じようよ、海へ突とつ撃げきだ──っ！」

「あーん、買いかぶりすぎですし、前後の脈みやく絡らくがまったくわかりませーん！」

　会長は嫌いやがる奈な々なさんの手首を摑つかみ、まるで大たい軍ぐんに挑いどんでいく戦せん士しのような目をして海へと突入していくのでした。合がつ掌しよう。

「ちょ、ちょっとカイチョー、奈々さん泳げないんすよ！」

　慌あわてて真穂も海へと入っていき、紗耶香もまた真穂を追っていきました。あ、ハギーさんは砂すな浜はまに埋まってます。頭だけ出して。

「あーあ、ホントに」

　芝浜は大おお袈げ裟さに溜ため息を吐きました。

「どうした？」と僕は尋たずねます。

「浮かれすぎなのよ。見ててこっちが恥はずかしいわ」

「いやお前ネコミミつけてるからな」

「はあ？　なに言ってるのよ」

「なにって────」と僕は芝しば浜はまの頭を指さしました。

「えっ？」

　芝浜は半はん信しん半はん疑ぎで頭をまさぐり、指ゆび先さきにネコミミが触れるとさっと青い顔をしてひっつかみ、しばらく静せい止ししたかと思うとふいに大きな声を上げました。

「しぃまった──ッ！」

　ネコミミを芝浜は砂すな浜はまへ叩たたきつけます。

「私が浮かれすぎだわ！」

「お前ホントに変わったな」

　そう、変わった。

　芝浜にしろ、紗さ耶や香かにしろ、僕の周りがどんどん変わっていきます。

　僕はなにも変わらず、いつまでも僕を続けています。

　ねえ、兄あに貴き。

　それでも僕は──僕たちはあの頃から比べてずいぶんとよくなったよね？

　なんてね。なんでもない。やっぱ忘れて。

　とにかくいまは────

「わたし、海って初めてだわ」

　リデルは遠くの水すい平へい線せんを見やりながらぞんざいに言いました。水平線は空と海が接しているというよりも海の向こう側に空があるようで、境さかい目めは丸みを帯びて浮き立っていました。

「物語世界イストワールには海がないのか」

「あら、興きよう味みがあるの？」

「まったく」

「残念ね」

「思ってもないくせに」

　そしてリデルは僕の方を見てすっと妖あやしく目を細めるのでした。

　なにを企たくらんでやがるのかさっぱりわからねえけど、とにかくいまは、この親しん愛あいなるいとこに夢む中ちゆうでしょうがない。もちろん、悪い意味で。










　追つい伸しん




　そういえば合宿先さきを伝えたとき、苦にがい顔してたけどあれってなんで？　この場所ってなにかあったっけ？　いや、露ろ骨こつに話を逸そらされたからさ、ちょっと気になってたんだよ。なんでもないんならいいけど、なにか問題があるんならちゃんと言ってくれよ？　だってさ、僕たちは兄弟じゃないか。正しよう真しん正しよう銘めいの、仲のいい兄弟だ。だから隠かくしごとなんてやめてくれよ。

　まあ、とにかく一度連れん絡らくくれよ。ほんじゃ。





　あなたの弟より、着ちやく信しん拒きよ否ひ解かい除じよの願いを込めて
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　中学に入ったばかりの頃、転てん校こう生せいがやってきた。

　そいつは極きよく度どに人ひと見み知しりで、常におろおろしていて、なんだかダサくて……その上ゴールデンウィーク明あけっていう妙みような時期に転校してきたもんだから、どのグループにも属すことができずにいた。休み時間はたいてい机につっぷしていたし、昼メシだって１人でもそもそ弁べん当とうをつついていた。

　仲良しグループってのは最初の拡かく張ちよう期に参加できなければ、よっぽどの資し格かくがない限り中ちゆう途と採用を認めない。特に５月っていうのはある程てい度どクラスメイトや学校のことがわかってきて、拡張から排はい他たへ移行する時期だった。グループ内でもそのグループに属する資格の有う無むを問われ、認められなければ容よう赦しやなく放ほう出しゆつされる。

　まあ、そういうのはどこの学校でもあることなんだろうけれども、藤ふじ村むらが──真ま穂ほが転校してきたのはそんなクソみたいな時期だった。

「ぎゃ───ッ！」

　思った以上に大きな声を真穂は出した。

　いや、精神的に参まいって奇き声せいを出したわけではなく、僕が真穂のがっつりお下げを……そうそう、あんときはいまのようにこじゃれた髪かみ型がたをしてなくて、いつの時代だよとツッコミたくなるような長い三つ編みをしていたんだよ。でまあ、それを僕がなんの脈みやく絡らくもなく唐とう突とつに引っ張ったもんだから、真穂は大声を出したというわけ。

「な……なにすんの……？」

　僕の顔色を窺うかがいながら、弱々しく真穂は言った。

「会話のきっかけになるかなと思って」と僕は答える。

「えっ……ええー……」

「いや、俺おれのヒーローはいつだって口より手が先だったから」

「……ヒーロー？」

「もう引っ越しちまったんだけどな」

　そういや、僕はなんで真穂に声をかけたんだっけ？

　なんだったけなあ。確か先せん輩ぱいから命令されて………………

　ああ、そうだ。マネージャーだ。女子マネージャーをスカウトしてこいって言われてたんだ。

　というのも当時、僕が所しよ属ぞくしていた陸上部ぶでは女子マネージャー不ふ在ざいという窮きゆう地ちに立たされていたのだ。これはホントに大だい問題なのだ。

　たとえば走り込みを終えて汗あせだくになっているとタオルを差し出してくれることがあるんだけれども、タオルを渡してくれるのは女子ではなくむさ苦しい野や郎ろう。スポーツドリンクを渡してくれるのも汗ばんだ野郎。柔じゆう軟なんを手伝ってくれるのも筋きん肉にく質しつなクソ野郎。

　まるで監かん獄ごくじゃないか！　こんな練習という地じ獄ごくのあとにさらなる地獄が待っているような環かん境きようは嫌いやだ。女子をよこせ。女子マネージャーが柔軟剤ざいでふわふわになったタオルを差し出してくれるシチュエーションをよこさんかい。

　と、部長に直じき訴そしたら、だったらテメーが連れてこいと言われ、しかたなく僕は女子生せい徒とを手当たり次し第だいに勧かん誘ゆうしていたのだ。なーんていうのは建たて前まえで、ホントのところクラスに馴な染じめずにいる真ま穂ほのことが気になっていて、せっかくの口こう実じつを得たのだからここぞとばかりに接せつ触しよくを図っていただけなんだけどね。格かつ好こう悪わるいから秘ひ密みつにしておいて欲しいんだけど。

「そんなわけで決まりな。お前今日きようからうちのマネージャーな。放課後ごちゃんとグランドにこいよ。だってほら、お前いい感じにダサイし、その三つ編みとかすんげえマネージャーっぽいじゃん。うんうん、ひょっとして天てん職しよくってやつ？」

「…………」

　真穂はうつむいたままだった。

「天職だってよ、天職。へいへいへーい、ふうわっふうわっ！」

「…………」

「あのーなんていうのかな、わたし学校の帰りに電車に乗っていて、もう夜だったんですけど車内には人がいっぱいで、あれーおかしいな、こんな時間に人がいっぱいになることなんてあったかなーなんて思って、仕方なしにつり革に摑つかまって立っていたんです。そしたら前の方にカーブがあって、嫌いやだな怖こわいなあ、揺れたはずみに隣となりの人にぶつかったらどうしようヤバイな怖いなって思ったその瞬しゆん間かん────」

「………………」

「いまのモノマネ、どう？」

　相変わらず真穂はなにも言わずにうつむいていた。渾こん身しんの稲いな川がわ淳じゆん二じモノマネを否定されたような気がして腹立たしくなった僕は、大好きなアイドルであるＫＯＮ×２の歌モノマネとかＫＯＮ×２がハードなダンスレッスンのあと早く家に帰って泥どろのように眠りたいのに、それでもご飯はんは食べなくちゃとトップアイドルでありながらコンビニ弁当を買ってレジの店員から「温めますか」と訊きかれたときに言うであろう一ひと言ことモノマネを披ひ露ろうしてやった。ちなみに「温めますか」と店員に訊かれたときにＫＯＮ×２が言うであろう一言は「はい」だ。

　さあツッコんでちょーだい！

　別にＫＯＮ×２じゃなくても誰だれだって言うわよと、なんなら昨日きのうあたしも言ったわよとツッコんでください！

　若じやつ干かん頭を叩たたきやすいように傾け、僕は真穂のどつきツッコミを待った。だが頭が叩かれることはなく、真穂はきつく口を結んで自分の手て元もとをじっと見つめていた。

　なに言ってもずっとそんな調子だったもんだから、そう、僕が真穂をいじめているみたいな空気が教室に流れて、なんか周りの連れん中ちゆうがひそひそ話し始めて、居い心ごこ地ちが悪くなって退たい散さんしたんだった。

　でも真穂は放課後ご、グランドにやってきた。

　上下ジャージに硬く結むすばれた長い三つ編みがなんとも田舎いなか臭くて、せっかく女子マネージャー候こう補ほが現れたというのに部長はもとい陸上部ぶの野や郎ろうどもはむしろげんなりして、真ま穂ほのことなど相手にもせずそそくさと練習を始めた。

　勧かん誘ゆうした手て前まえ、僕は責任を感じたので真穂の相手をしようと思ったのだが、そもそも女子マネージャーとは普ふ段だん一体なにをするのかわからなかった。タオルとかスポーツドリンクとかを渡すにしたってそんな分刻みでするようなことではない。タイムを計らせる？　けどなあ、重要な仕事ではあるんだけどいかんせん地じ味みだからなあ。きてそうそうやらせるような仕事ではないというか、なんていうかもっとこう陸上を楽しんで欲しい。そして好きになって欲しい。やっぱ始めるならここからだろ。

「だったら、走ってみるか」

　ぼんやりとグランドを眺ながめる真穂に言った。

「せっかくきたんだ。陸上のなんたるかを知って帰れ」

「で……でも……」
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　真穂は伏ふし目がちに僕とグランドで練習する陸上部ぶ員いんを見た。それは遠えん慮りよというよりも周囲の反応を窺うかがうような仕し草ぐさだった。

　周囲の反応っていったって誰だれも僕らの会話なんか聞いてない。それでもこいつは周りの目が気になるんだ。おろおろしているのだって周りを気にしすぎなんだ。

「でもも市し民みん活動もあるか」

　僕は強ごう引いんに真ま穂ほの手を取った。

　どういうわけか僕は苛いら立だっていた。

「お前な、あんなわけのわからん勧かん誘ゆうでもやってきたってことは、ちょっとくらいやってもいいかなって思ったからなんだろ。それともなにか、嫌いや々いやか？」

「そんなことは……ない、けど……」

　少し涙なみだ目めになっている真穂を強ごう引いんに連れ、スタートの位置にまで着く。うっすらとした白はく線せんがグランドを斜めに突っ切っている。ゴールまで２００ｍある。

「嫌々じゃないんならやってみてもいいだろ。外から見てるだけじゃわからんことだってある」

「あたし……ど、どうしたら……？」

「決まってるだろ」

　僕は地面に指をついた。

「走ればいいんだ」

「走る……？」

「誰にだってできることさ」

　なにやら始めようとしているのを察さつ知ちしてか、部員連れん中ちゆうは練習を中ちゆう座ざして無ぶ遠えん慮りよな視線を投げてくる。真穂はそんな連中の視線に気づき、顔を伏せてうーと唸うなるのだが、なにやら諦あきらめたように溜ため息を吐いた。そして、見よう見まねでクラウチングスタートの姿し勢せいを取る。

「準備はいいか」

「う……うん……」

「それじゃ、位置についぃ────………………ドンッ！」

「え？　……ええっ!?」

　混乱する真穂などそっちのけで僕はロケットスタートを切った。

　ふっふっふ、まったくの素人しろうと相手に姑こ息そくな手段を使ってしまった。だが、勝負の世界とは厳きびしいものなのだ。青くっさい台詞せりふ吐かれたからって、いい感じに手ぇ抜いてもらって走ることの楽しさをあたしは教えてもらったのだったチャンチャン、とはいかないんだよバカたれ。それはそれ、これはこれだ。僕はレースに私し情じようを持ち込まないことで有名なんだよ。

　真穂はようやくスタートを切って走り始める。ふあっふあっふあっ、いまごろ焦あせったところでもう遅い。我々には決定的なほど距離に開きが……開きが……あれ？　なんか詰められてる？　えっ、マジで……？

　はっきり言って手は抜いていない。むしろ貪どん欲よくに勝ちにいった。けれども真穂はぐんぐん僕との距離を詰め、いまやすぐ後ろを走っている。

　足音はバタバタ鳴らしているし、手の振りなんて滅め茶ちや苦く茶ちやだった。経験者しやではないことは明らかだ。それなのにこの速さはなんだ？　いくら僕が陸上を始めて１ケ月程てい度どのド新人とはいえ、素人しろうとの女子にここまで追い込まれることがあるのか。あるわけない。あってはならない。素人の女子相あい手てに姑こ息そくな手段を使って負けてしまうだなんて格かつ好こ悪すぎる。

　クソが！

　僕は必ひつ死しになって地を蹴ける。

　──その瞬しゆん間かん。

　長い三つ編みが僕の真ま横よこで揺れた。真ま穂ほが僕の横に並んでいた。ずっと遠いところを見つめ、ただその先へと脚あしを動かしている。

　見とれてしまった。

　真まっ直すぐ前を見つめる真穂の横よこ顔がおに、僕の心しん臓ぞうはひときわ大きく高たか鳴なりなにか強い力で摑つかまれた。

　風の音が聞こえた気がした。残り３ｍというところで僕を追い抜き、全身を前へ投げ出し頭を突き出すようにして────真穂は脚をもつれさせ派は手でに転んだ。砂すな煙けむりが上がった。

　そして、砂煙を引き裂さくようにピッーと笛ふえが鳴った。

　倒れながらも真穂は手を伸ばし、ゴールラインの上にしっかりと置いていた。

　おおっ！　と歓かん声せいが上がる。部員たちは色めき立って、すげえだとかマジかよだとか口々に言い始めた。確かにすげえ。素人なのにそれも男おとこ相手なのに、まさか勝っちまうだなんてな。

　ゴールラインの上に置かれた手を取り、僕は真穂を引き起こした。おでこを打ったようで赤くしていた。

「どうだ？」

「……ハァ、ハァ……真ま崎さきくん、卑ひ怯きよう……」

「もっともだ」

「でも……」

「うん？」

「……なんか、すごかった」

　胸むな元もとを押さえながら、真穂は初めて僕に笑顔を見せた。八や重え歯ばが見える人ひと懐なつっこい笑顔だった。

　それからすぐあと、真穂は僕らの陸上部ぶを去った。かわりといってはなんだけど女じよ子し陸上部に入部した。もちろんマネージャーとしてではなく選手として。
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　ぬるい風が頰ほおにあたっている。自分の前まえ髪がみが揺れている。

　目を開けるとすぐそばに真穂がいて、どこか遠くを眺ながめながら僕に団扇うちわを扇あおいでいた。

　畳たたみの匂においと磯いその匂い。木もく目めの天てん井じようにぶら下がっている蛍けい光こう灯とうはついていなかったが、窓から流れ込んでくる光が部屋をうっすらと明るくしていた。枕まくらのかわりにしていた腕が少し痺しびれていた。動かないほどではない。

　ここは旅館だ。確か僕は宮みや野のの様よう子すを見に戻ってきて、それであんまりにも気持ちよさそうにバカが眠りこけてるもんだから、僕もなんだか眠くなってきて畳の上に転がって瞼まぶたを閉じて、あ、水着が濡ぬれてる、と思って海パンをずり下ろして…………

「って俺おれいま全ぜん裸らなのか！」

　とっさに全身を確認するが、僕は全裸ではなくしっかり短パンとＴシャツを着ていた。ああそうだ、さすがに真まっ裸ぱだかになって宮野の横で転がっていたらあらぬ誤ご解かいを与えてしまうだろうと危き惧ぐし、私し服ふくに着き替がえたんだった。

「でっかい寝ね言ごとっすね」

　真ま穂ほが呆あきれた調子で言った。団扇うちわを扇あおぐ手を止めないので、僕の前まえ髪がみは揺れ続けている。額ひたいは汗あせばんでいた。蒸し暑さと一いつ緒しよに手で拭ぬぐった。

「なにやってんだお前」

「兄にいさんが汗かいてたから」

「そういうことを訊きいてるんじゃなくて」

「じゃあなに？」

「……なにって……まあ、いいけどさ」

　僕はめんどくさくなって会話を打ち切った。

　おおかた僕が戻ってこないもんだから気になって見にきたんだろう。その証しよう拠こにまだ水着を着ている。上着は羽は織おっているけれども、海に戻るつもりでいることは明らかだ。

　この旅館はひどく海に近い。というか海うみ沿ぞいにある。だから水着のままうろうろしている旅行客きやくが結けつ構こういるのだ。郷ごうに入っては郷に従え。僕らも海から旅館までは水着のまま往おう復ふくしている。

「みんなまだ海なのか」

「そっすよ、みーんな待ってるっすよ。ほらほら、パパッと着き替がえて一いつ緒しよに戻ろうよん」

「どうしようかな」

　寝ね返がえりをうつと宮野が見えた。なにやら難しい顔をして目を閉ざしている。悪い夢でも見ているのかな。まあいい。あいつが幸せそうな顔しているよりも百万倍ばいいい。僕は宮野に手を向けて、もっと悪い夢を見ろ～、なんかこうリアクションのために氷こおり風ぶ呂ろに入ったはいいものの避ひ難なん所じよのあったかい湯ゆ船ぶねには胸むな毛げの生はえた筋きん肉にく野や郎ろうどもが溢あふれるほど詰め込まれている夢を見ろ～、と念じておいた。これで万ばん全ぜんだ。

「ふあ……」

　真穂は欠伸あくびをした。

「のどかっすね」

　窓の外から波の音が聞こえてくる。天てん井じようの光が水面のように揺れている。僕たちは黙だまったまましばらくぼんやりしていた。時間がゆっくり流れているような気分だった。

「なあ」

「ん……なんすか」

「お嬢じようさまごっこしようぜ？」

「ブッ！」

　突とつ然ぜん真ま穂ほは吹き出した。汚きたないなあ、唾つばが飛んだだろ。

「いやいやいやおかしいっしょ！　いまはどう考えてもそーんな変てこりんな提案ができる空気じゃないっしょ。ほら、思い出話ばなしを語ったりしてさ、ずいぶん遠くまできたものだってセンチな気分にブルーする感じっしょ！」

「タイが曲がっていてよ」

「ちょ、勝かつ手てにお嬢さまごっこ始めないでってば」

　よくわかったな。

「いいか真穂」僕は前まえ髪がみをかき上げた。「最近俺おれは自分が女だったらどうなっただろうとよく想そう像ぞうするんだ。けどな、あたしはお兄にいちゃんと結婚するんだから！　と叫んでいる自分を想像してみてもピンとこない。じゃあ俺はどういう女であれば相応ふさわしいのか。色々と考えてみたところたどり着いた答えが、お嬢さまキャラだ。だから実じつ践せんしてみたいと思う。ほら、お前も想像してみろよ。俺が女でお嬢さまである姿すがたを。どうだ、サマになってるだろ？」

「うげげー」

「おいおいなんだそのベタなリアクションは、あっ、なんですのそのありきたりな反応は……わたくし、そんな芸げい当とう教えた覚えはありませんことよ。おやめになったら」

「おほほ、ナオト兄さんから教えていただいたのは、テンションの高い変な人には注意しろってことぐらいですわ」

「お待ちなさい！　人付き合いの下へ手たな真穂さんに一から十まで教えてあげたでしょうごきげんよう！」

「ごめんあそばせ、まったく役に立たなかったので反はん面めん教師として利用させていただきましたわ」

「キ、キィ────ッ！」

「おーほっほっほっほ！」

　ひとしきり騒さわいだあと僕らは互いの顔を見つめ合い、そしてどちらからともなく笑った。

「でも、全部ナオト兄さんのおかげっす」

「なにがだよ」

「んんー？　全部っすよ」

　僕に団扇うちわを扇あおぎながら、大きな目を細め朗ほがらかに微笑ほほえんだ。

　差し込んでくる光にうっすら照らされた真ま穂ほからはどこか優しい感じがして、僕の心をいつになく穏おだやかにさせた。

「そういえばさ」

　ふと僕は思い出した。

「……紗さ耶や香かが転てん校こうしてきたときに、クラスに馴な染じめるよう色々と世せ話わ焼いてたのってさ」

「ヤだ、ナオト兄にいさんったら……そんなところまで見ていただなんて、よっぽど素す敵てき可愛かわいい真穂さんに夢む中ちゆうなんすね。いやー、あたしの美び貌ぼうは罪つみ作つくりっすねー」

　おちゃらけた調子で言ってきたが、それに付き合ってやる気になれず僕はじっと真穂の顔を見つめた。部屋の中にこもっていた熱気がセミの鳴き声に引き寄せられるかのように窓から流れ出ていった。見つめ続けられることに困ったのか真穂は何度か頭をかいていから、小さくその口を開いた。

「……嬉うれしかったからっすよ」

　どこか照れがある口く調ちようだった。

「ナオト兄さんが最初に声をかけてくれたとき、すごく嬉しかったんすよ。陸上部ぶに無む理りやり連れていかれたり、あたしの体にたくさん風ふう船せんを括くくりつけて『存分に羽ばたいてこい』とか無む茶ちやな要求をされたり、全校朝ちよう礼れいで校長先生が『あの～』って口ごもる度たびにハリセンで叩たたきに行かされたり……散さん々ざんな目に遭あったけど、ホントひどい目に遭ったけど……なんか嬉しくて。１人ぼっちよりも２人でいる方がいいしょ？　あたしはナオト兄にいさんがしてくれたことをサーカにもしただけ。さすがに無む茶ちや苦く茶ちやな要求をサーカにはしなかったけど。あと、まあ、サーカとはもっと仲良くなりたかったってのもあるんだけどね」

「バトンみたいなもんだな」

　僕だって１人ぼっちの頃、あーちゃんにそばにいてもらったクチだ。だから僕は１人ぼっちでいる真穂のことが気になったのかもしれない。その真穂もまたエキセントリックすぎてクラスに馴染めずにいた紗耶香のことが気になって…………まるでバトンのように受け渡されていく。

「バトン？」

　真穂は猫ねこのような目を僕に向けてきた。

「そう、幸福の魔ま法ほう」

　なんてね。ちょっとクサイか。

「魔法？　……あ、そういえばこの前、僕は魔法使つかいだ──っ！　って、ちょっとアレなこと叫んでたけど、一体どういう意味だったんすか。なんかの比ひ喩ゆすか」

「そういやあんときのお前、昔のお前そのまんまだったな」

「別にいいじゃんか、ちょっと気が動どう転てんしてたんすよ。なんかさ、夢の組の人たちがうちの学校に殴なぐり込みにきたし……って、話逸そらさない！」

「あーとにかく無む性しようにポン酢ずが飲みてえ！」

「……もしかしてナオト兄にいさん、自分が魔ま法ほう使つかいだって明かせない秘ひ密みつでもあるんすか。自分で衝しよう撃げきの告こく白はくしておいてそりゃないっすよ。なんなんすか、ちょっとこの口が堅くて有名な真ま穂ほさんに話してみてちょーだい」

「ベタベタ触んなよ、暑あつ苦くるしい」

「へへへー、うりうり」

「だーかーらー」

「うりうりうりー」

　なにが楽しいのかわからんが、寝ねっ転ころがる僕に顎あごをのせグリグリと押しつけてくる。別に真穂にベタベタされたところでなんとも思わないけれども、暑苦しいし微び妙みようにグリグリが痛いのでちょっとどっかに行って欲しい。だが真穂は相変わらず締まりのない顔をして、うりうりーとグリグリーしてくる。ったくこいつは、と手を伸ばしたそのとき────




「イチャつくな─────ッッッ！」




　部屋中じゆうにバカでかいバカみたいなバカ声がバカみたくバカ響ひびいた。

　こんなにもバカなのは世界で１人しかない。そう、叫んだのは宮みや野のだった。

　宮野は目玉をひん剝むいて僕らを見ている。なんか鼻の穴を広げてフーフー言っているし、首くび筋すじには血けつ管かんが浮き出ているし、眉まゆ毛げは細くて気持ち悪いし、ひどくグロテスクだなと吐き気を覚えた。

　最初こそ呆あつ気けに取られて呆ぼう然ぜんと宮野を見ていた真穂だが、みるみるうちに顔を赤らめていった。

「イ、イチャついてないっしょ！」と真穂は言った。

　しかしながら宮野はわざとらしく溜ため息を吐き、僕らに向けて顎をしゃくった。

「チョーくっついてんだけど？」

「……ッ!?」

　真穂は猫ねこのような目を丸めて僕の顔を見てきた。僕たちは無む言ごんのまま見つめ合う。しばらくするとぎこちない動どう作さで僕から身を離し、バッと音を立てて明後日あさつての方向に顔を向けた。

「……遊んでただけじゃん」

　真穂の声は上うわ擦ずっていた。

「それがイチャついてるっつーの」

　宮野は吐き捨てる。

「ていうかあんた、いつから起きてたの……？」

　僕からも宮みや野のからも顔を背そむけたまま真ま穂ほは言った。

「わりと前からだよ。ぶっちゃけナオトが起きた辺りで、オレっちもチョートイレ行きたくなって起きてたんだよ。けど、あんたらが乳ちち繰くり始めるもんだから、起きるに起きられなくなったっつーか、あんたらの会話を聞いてたら込み上げてくる気き恥はずかしさとトイレに行きたい衝しよう動どうのせめぎ合いが案あん外がい悪くなかったっつーか……おおっ、ブルっときた。さすがに限界だぜ」

「ぷっ、ぷぷっ……」

　僕は宮野の顔を見てついつい吹き出してしまう。

「えっ、な、なに？」

　突とつ然ぜん吹き出した僕を見て宮野は狼狽うろたえた。

「いや悪い、ぷぷっ、なんていうかぷぷぷっ……」

　だめだ。どうしても笑いを抑えることができない。ぷっ、ぷぷっ。

「あ！　もしかしてオレの自じ慢まんの顔に落らく書がきでも……」

「そうじゃなくて、ぷぷっ、宮野の顔でもちゃんと目と鼻と口があるんだなって今さらながらに思ったら面白くて」

「あんたひどいね！」

「そうだ宮野、ＵＮＯやろうよ」

　いつの間にか宮野のそばにいた真穂は、立ち上がろうとする宮野の両肩かたに手を置き、再び座らせた。

　なにやら企たくらんだ顔をしている。

　ピンときた。なるほど、さっきイチャついてるだのどうだの言われた復ふく讐しゆうをしようというわけか。そういうことなら。

「え……ちょっと……」と宮野は真穂の手を払おうとする。

「ったくしゃーねーなあ宮野は！　いいぜ、付き合ってやんよ。けど今こん回かいっきりだぜ？」

　僕は宮野の肩に腕を回し、がっちり動きを封じ込めた。

「いやだから、オレっちトイレに……」

「よっしゃーっ！　そうと決まればナオト兄にいさん、ちゃっちゃとＵＮＯ持ってきてよ」

「んな小こ粋いきなもん持ってるわけないだろバカ真穂。まあかわりと言っちゃなんだが、薬やく用よう石せつ鹼けんミューズなら持ってきたぜ？　信頼と実じつ績せきの薬用石鹼ミューズをな！　おっと気をつけな。一歩でも動けばお前のばい菌というばい菌をさっぱり綺き麗れいに落としてしまうぜ？」

「むしろありがてえから！　そしてオレ、トイレに行きたいから！」

　宮野は僕らを振り払ってトイレに行こうとするのだが、僕は全ぜん力りよくで宮野の腰にしがみつく。

「いまだ真穂、写真を撮とれ！」

「はいよ！」

　素す速ばやく携けい帯たい電話を取り出し、真穂は僕らを激げき写しやした。

「な、なんだ……？」

「けっけっけ」

　悪い笑えみを浮かべ、撮とったばかりの写真を見せてくる真ま穂ほ。僕も口くち元もとを歪ゆがませ、薄うす気き味み悪く笑いながら宮みや野のへにじり寄った。

「おい宮野、この写真がインターネットに流されちまったらどうなるんだろうなあ？　俺おれにしがみつかれ、しかも画が素そ数すうがめっぽう悪い写真が世界に配はい信しんされたらよ、お前の家族は一体どうなっちまうんだろうなあ!!」

「くっ、なんて卑ひ怯きような…………って、どうもならねえよ！　バカな子たちねって世せ間けんから笑われるだけだよ。……っ！　やばいやばい、こいつはチョーやばい！　頼むから放してくれ！」

　宮野はじたばたと暴あばれ始めた。ホントに限界なんだな。さすがにこれ以上は可哀かわい想そうだ。おちょくるのもこの辺りにして、適当なオチをつけてやるか。

　僕は宮野の動きに合わせてワザと吹っ飛んだ。そして後ろにぐるんとでんぐり返り。もちろん一回では終わらない。ぐるんぐるんと後こう転てんを続け、お助けえ──っと叫びながら僕は宮野から遠ざかっていく。

　ふはははっ、後転！　後転！　回っているうちにどんなオチにしようと思っていたのかすっかり忘れてしまったが、これはこれでめちゃ楽しいぞ。めちゃ生きてるって感じがするぞ。もう宮野なんてどうでもいい、この世ですらどうでもいい。後転！　後転！　後転！　ひやっほ──っ、このまま海にまで行ってやるぜ！

　ドン。

　ふいになにかが肩にぶつかり、僕は後こう頭とう部ぶを畳たたみに思いっ切り打ちつけた。僕の後転はそのなにかによって止められた。なんだ、一いつ体たい僕はなににぶつかったのだ……？

　そのなにかを摑つかむ。少し温かくて、スベスベしている。おおースベスーベ。

「な、な、な…………っ」

　上から聞き覚えのある声がする。いや、聞き覚えがあるどころじゃない。凛りんとしていながらもどこか愛あい嬌きようがあって女の子らしい声。この声の持ち主は────

「なにやってるんだよナオトく──んッ！」

　紗さ耶や香かは顔を真まっ赤かにして大きな声を出した。

　そう、僕の肩は紗耶香の両脚あしにあたっている。そして僕の頭は脚と脚の間にあって、しかも僕は仰あお向むけになっているわけで、股また下したから覗のぞき込む格かつ好こうになっているわけで、紗耶香は水着姿すがたなわけで。

「ごほん」と僕は咳せき払ばらい。「ところで紗耶香、裏うらの方に森があったんだけど行ってみないか」

「なんでこの状況で逢あい引きのお誘いなんだよ！　成功確かく立りつ何パーセントなんだよ！」

　取り乱した紗耶香はドカドカと僕の胸むな元もとを蹴けってくる。ていうか、逢い引きって古いな。

「まあ落ち着きたまえ」と僕は紗耶香のすべすべした脚を軽く叩たたいた。

「うわ────っ！　さ、触られてる！　密みつ着ちやくを許してしまったんだよあうわ────っ！」

「……いや、あの……そんなに叫ばなくても…………」

「あうう、汚けがされたーっ。もうバカ、ナオトくんなんてだいっきらい！」

　涙なみだ目めになって部屋から飛び出していく紗さ耶や香か。ああ、お尻しりに張りがある……じゃなくて。

「ちょと待て、紗耶香！」

　慌あわてて僕も部屋から飛び出し、身を乗り出して階段の手すりから１階を見る。玄げん関かんの扉とびらが開く音がした。

「大だい嫌きらいとか言わないでよーっ！」

　僕の情なさけない叫びを打ち消すかのように、ぴしゃりと扉が閉められる音が響ひびいた。

　旅館内ないはしんと静まり返るのだが、血けつ相そうを変えた宮みや野のが部屋から飛び出してきて慌てた足取りでトイレへと駆かけ込んでいった。

　ちらと部屋の方へ振り返ってみると、真ま穂ほがなんともいえない苦にが笑わらいを浮かべて頰ほおをかいていた。僕は肩をすくめるしかなかった。

　そのあと海に戻ってみても紗耶香の姿すがたはなく、結局夜よるまで僕らは顔を合わせることがなかった。







　夕食の時間になり、僕らは食堂に案内された。とはいっても実際のところ食堂と呼べるほど広い場所ではなく、民みん家かの台所を広くしたような造りだった。この旅館自じ体たい小さくかつ狭いのだ。

　でもその分ぶん予算は良りよう心しん的てきだし、なにより僕ら以外のお客さんがいないことで変な気き遣づかいをせずに済んでいる。多少の狭さぐらいは辛しん抱ぼうしよう。

「ふむ、同どう志し諸しよ君くん」

　会長はグラスを持って立ち上がった。お、乾かん杯ぱいか。

「こうやって皆で集まれたことを私は光こう栄えいに思う。今日きようは大いに遊び、存ぞん分ぶんに英えい気きを養ってもらえたことだろう。本来であれば我が現実会かいの顧こ問もんである喜き多た嶋じま教きよう諭ゆも今ごろは合流している予定だったが、どうやら到着が遅れているらしい。が、明日あしたには合流できると連れん絡らくがあったので、喜多嶋教諭が到着次し第だい、厳きびしく演えん技ぎ指し導どうしてもらうつもりだ。実に演えん劇げき的な合宿となることだろう」

「ええー」と真穂は声を上げた。

　いや、そもそもキタちゃんにそんなことできるのか……？

「はっはっは、それでは同志諸君、演劇ーッ！」

　会長は高くグラスを掲かかげた。

「え……演劇ー……」

　僕らは頼りない声で応え、麦むぎ茶ちやの入ったグラスをカチンと合わせた。なんとも形けい容ようのしがたい乾かん杯ぱいだ。

　気を取り直して並べられたおかずを見る。海のそばだけあって魚さかな料理だった。刺さし身みなんてスーパーで売ってるものなんかとは比べられないほど弾だん力りよくがあり、それに一ひと口くち食べてみると磯いその香りが鼻から抜けていくほど新しん鮮せんだった。

　ホントならおいしいと叫ぶところだが、どうにもそんな気分にならない。というのも、僕の横では紗さ耶や香かがひどく落ち込んだ顔をして座っているからだ。小さく結んだ両側の髪かみも項うな垂だれている。怒ったり落ち込んだりと忙いそがしいことだ。

「どうかしたのか」

「……どうもしないよ」

　紗耶香はうわごとを言うように答えた。僕の方を見ようとはしない。

「どうもしないって……めっちゃ落ち込んでるだろ」

「……歴史として見ればそうかも」

「いや、パッと見だから」

「……ナオトくん、人を外がい見けんで判はん断だんするのは悪いことだよ」

「そうだね、たぶん使いどころ間違ってると思うけど、肝きもに銘めいじておくよ」

「……仮にナオトくんと宮みや野のくんが上半身裸はだかになってフランスパンで殴なぐり合っていても……先っぽの堅いところを中心にしばき合っていても、世界は美しく尊とうといものなんだよ……」

「うんごめん、お前まえ落ち込んでないわ」

　とは言ったものの、紗耶香は相変わらず暗い顔をして料理に手をつけようとしない。どうしたものかと困っていると、紗耶香とは反対側がわに座っている芝しば浜はまが軽く肘ひじでつついてきた。

「なにかあったの？」

　僕は先ほどの股また下したからいらっしゃーいエピソードを語って聞かせた。もちろん声を潜ひそめ、紗耶香の耳には届かないように。

「……で、紗耶香は落ち込んでるの？」

「最初は怒ってたんだよ。けど、いまは妙みように暗い感じになってて」

「あ、そ。でもそんなの──」

　芝浜は刺身を一ひと切きれ口の中に放り込んだ。

「はひふひほほへよ」

「ははは、こやつめ。抜かしおるわい」

「……」

「……」

　口くち元もとに手をあてて隠かくしながら、ごくんと芝浜は飲み込んだ。

「ん……っ……気にすることないわよ」

「そうかな？」

「そうそう」

「でもさ、怒ったり落ち込んだりコロコロ変わったりしてさ、変だと思わないか。それに近ちか頃ごろは俺おれ、紗さ耶や香かになんか避けられてるみたいだし」

「へえ……」

　なにやら芝しば浜はまは値ね踏ぶみするような視線を投げつけてきた。そして腕を組んでしばらく考え込むと、なにか思い当たることがあったのか、あっと声を漏もらし、ついでになぜか大おお袈げ裟さな溜ため息も漏もらした。

「なんだよ」

　バカにされたような気分になり、僕はむっとしながら言った。

「まあ、そういうことだってあるんじゃないの？　紗耶香だって女の子なんだから」

「女の子？」

「そうそう、女の子。だから急に不ふ安定になったりする日だってあるのよ」

「……お前、食事の席でえげつないこと言うんだな」

「あんたケンカ売ってるの？」

「なんの話をしているのかしら？」

　ちょうど目の前の席に座っていたリデルが、僕と芝浜の会話に割って入ってきた。

「よかったらわたしも交ぜて欲しいものだわ」

「別にたいした話じゃないわよ」

　手をパタパタと振りながら芝浜は困ったように笑った。おお、芝浜らしからぬリアクションだ。いくらつっけんどんな女とはいえ、年とし下したの……たぶん年下なんだろうけど、まあ、ちっさくて幼げに見えるリデル相手にいつもの態度を取るのは気が引けるのだろう。

「そう、残念ね」

　薄く笑いながらリデルは頷うなずいた。

　しっかしこいつ雰ふん囲い気きあるな。ホントに年下なのかな？　言葉遣づかいとかいつの時代だよってツッコミたくなるし。

　でもいまさら年ねん齢れいは訊きけないなあ。タイミングを逃しちまった。

「ねえねえ、リデルちゃんっていくつ？」

　出入り口付ふ近きんの、一番端はしの席に座っていた宮みや野のが突然声こえを張り上げた。さすがロリコン、リデルが口を開いた途と端たんにここぞとばかりに訊いてくる。センサーがハンパない。あまり大きくないテーブルのために、宮野の体が半はん分ぶん以上テーブルからはみ出しているのもさすがと言わざるを得ない。

「想そう像ぞうにお任せするわ」

「うっひょー、大人おとなびてるぅ。ナーオトォ、こんな可愛かわいい子が親しん戚せきにいるんならよ、最初から教えておけよな」

「彼って独どく占せん欲よくが強いのよ」

　こともなげにリデルは言う。

「マジかよ。いくら可愛かわいいからって、小さい子を自分だけのものにするために囲っておくとか犯はん罪ざいじゃん。つーか、マジのロリコンじゃん……」

　ロリコンにマジロリコン略りやくしてマジコン呼ばわれされる僕。

「歪いびつな愛だね…………美しい」

　ハギーさんはそっと呟つぶやき、メガネを押し上げた。

「えっ、ホントすかナオト兄にいさん……あたしに兄さんと呼べと強きよう要ようしてきたのも、そういう嗜し好こうからなんすか…………？」

　真ま穂ほは、うわー引くわーもう終わりやわーみたいな表情をした。

「社会に謝っておいた方がいいですよ。生まれてきてすみません、僕は人間失しつ格かくなんですって」

　真剣な表情で奈な々なさんは言った。

「はっはっ…………いやすまん。笑い事ではなかったな」

　会長は会長で、しおらしい表情をした。

「って、なんでそうなるんだよ！　お前らな、胸に手をあてて考えてみろ。確かに俺おれは変だ。狂ってると言っても支し障しようはない。それは認める。でもな、それはお前らだって同じだろ？　同じはみ出し者の、ふぞろいの林りん檎ごたちだろ!?」

　ありったけのメッセージを込めて僕は叫ぶ。僕らは仲間だ。仲間同どう士しで傷つけ合うのはもうやめようぜ、と僕は心の底から訴えたのだ。

　だが、荒すさんだ現代を生きる若者たちにとって僕の素直すぎるメッセージは滑こつ稽けいに感じられてしまうらしく鼻で笑われてしまった。特にリデルに！　この銀ぎん髪ぱつ生なま意い気き娘むすめときたらお行ぎよう儀ぎ悪く肘ひじをつきながら、若じやつ干かん顎あごを上げて僕を小バカにするようにふふんと笑いやがったのだ。ふふんだ。ふふんときたものだ！

　バカにしやがってからに。絶対に許せん。

　そうだ、そもそも僕がこんな目に遭あっているのは全部こいつのせいじゃないか。こいつはもしかしてアレか、僕に嫌いやがらせをしたいがために『いとこ』とかわけのわからん設せつ定ていをつくって現テ実ク世ス界トを変えたのか。

　……きっとそうだ。こいつはそういう性しよう根ねの腐くさったヤツだ。ふはは、そうかい。お前がそういうつもりなら、こっちにだって考えがある。

　僕はちらっと紗さ耶や香かを見る。黙だまったまま暗い顔をしている。いっちょ派は手でにいくか。

「宮みや野の、なんでこいつが珍ちん妙みような言葉遣つかいなのか知ってるか」

「こいつって、リデルちゃんのこと？」

　なにを急に言い出すんだとばかりに宮みや野のは首を傾かしげた。ちらと横よこ目めで様よう子すを窺うかがうと、リデルも同じように首を傾げていた。

「こいつさ、変な言葉遣つかいしたり、妙みように大人おとなぶった仕し草ぐさしたりさ、その上よくわからんゴテゴテしたドレスみたいな服着てるだろ？　これには理由があるんだよ。身み内うちの恥はじみたいなもんだからあんまり言いたくなかったんだけど、この際だから言っておくわ」

　僕はビシッとリデルを指さした。

「こいつ、中ちゆう二に病びようなんだ！」

　決けつ死しの告こく白はくによって一いち同どうに衝しよう撃げきが走る。リデルは目を大きく見開き、惚ほうけた顔をしていた。

「ちょっと待ってよ真ま崎さきくん、中二病っていうのは、思し春しゆん期きの少年少女にありがちな選せん民みん思し想そうやコンプレックスから発し、大人になったときに封ふう印いんしたくなる暗あん黒こくの思い出をつくり上げていくあの不ふ治じの病のことかい？」

「なんでそんなに説明してくれるのかわからないですけど、ありがとうございますハギーさん。そのとおりなんです。こいつはね、病の進行が早くてもう末まつ期き的てきな状態にあるんです。そんな姿すがたを見たご両親が哀あわれに思って、俺おれのところに療りよう養ようのためによこしてきたんですよ」

「あなた、一体なにを言って……」

　ハギーさんの説明でも中二病について理解できなかったのか、リデルはきょとんした表情を浮かべている。これだ。いつもは意味深しんな言葉で振り回されてきたが、この流れなら僕がリデルを振り回せる！

「どうしたリデ公こう、そんな間の抜けた顔をして。いつもみたく『あら、残念ね』ってちいーとも残念そうな顔をせずに言ってみろよ。まあ、なにが残念なのかちいーともわからんがな！　ていうか、そもそもリデルってなんなんだよ。あれか、アリス・リデルのことか。不ふ思し議ぎの国か！　もうそこからして中二なんだよ。夢ゆめ見みる乙女おとめは物語の世界に未来を見るの、ってか？　てか!?」

「くだらないことを言うのね」

　いつもの調子でぞんざいにリデルは言うのだが、拳こぶしをぎゅっと握り締めていた。言葉の意味がわからなくともバカにされていることは把は握あくしたようだ。

　ということは、リデルはいま悔くやしがっているのか？

　うわあ、どうしよう。僕がリデルをコケにしている！　ひえー、最高の気分だ。こいつには前々から言っておきたいことが山ほどあるんだ。もうこの際だから全部ブチまけてやろうかしら。

「おいナオト、あんまちっちゃい子いじめるなよ」

　小さい女の子の味み方かたである宮野は軽けい蔑べつのこもった声で言ってきた。

「そうっすよ、大人げない」

　単たん純じゆんに子どもが好きな真ま穂ほは白い目で僕を見てきた。

「真ま崎さきくんには期待していたんだけど…………がっかりだよ」

　なにかを僕に期待していたハギーさんは肩を落とした。

「そういうことはネットの掲けい示じ板ばんに書き込まないとだめですよ」

　わかってないなあとでも言いたそうに奈な々なさんは顔をしかめた。

「女将おかみ、おかわりだ！」

　会長はなにも聞いていなかった。

「こ、このバカたれども！」僕は声を張り上げる。「そんなよってたかって呆あきれられたら、俺おれ泣いちゃうぞ!?　ちっ、リデルをぼろっかすにできる流れだと思ったのに、なんだこれは。なんなんだこれは！　もう怒った。俺が独どく裁さい者しやになったらお前たち全員が食うに困らないよう毎まい月げつ末まつに26万円振り込んでやるつもりだったが、そんなもんは取り止めだ。へん！　謝ったってもう知らないんだからなっ」

「妙みようなところで優しいんすね」と真ま穂ほは言った。

「よく飽あきもせず続けられるものね」

　邪じや悪あくな瞳ひとみを輝かせ、リデルは口くちの端はを裂さくように笑った。

「ふふふ、滑こつ稽けいなピエロさん？」

「お前っ────」

　まさかここでバラすつもりなのか。

　なんとかして阻そ止ししようと、僕は頭に血が上っていたのだろう、リデルの口をふさごうと手を振り上げていた。人形のような少女の目とかち合う。心が見み透すかされるようだった。

　そのときふいにガタンと大きく音が鳴った。紗さ耶や香かがイスから立ち上がっていた。彼女はじっと僕の顔を見つめたあと、何度かかぶりを振った。

「……ごちそうさま、なんだよ」

　そう言って紗耶香は出ていった。肩を落としながら、どこか頼りない足取りで。

「紗耶香……？」

　呼びかけてみてもなんの返答もなかった。ただ紗耶香の足音が遠ざかっていく。

「滑稽なピエロ？」と奈な々なさんは首を傾かしげた。

「は……はっはっは！　それにしても同どう志し川かわ瀬せはどうしたのだろうな？　藤ふじ村むら、あとで様よう子すを見にいってやれ」

　ちらっと僕の様子を窺うかがったあと、会長は話題を変えた。

「それはもちろんですけど……どうしちゃったんだろサーカ」

　誰だれもいなくなった廊下を見つめながら真穂はぽつりと呟つぶやいた。

　確かに、どうしちまったんだろう。

　なんか怒らせるようなことしちまったのかな。元気づけてやろうと思ってこんな余よ興きようをやったのにこれじゃ意味がない。

　僕はなんとなく芝しば浜はまを見た。

　視線に気づいた芝浜は、だからと言って特とく段だんリアクションを返してこず、かわりに僕の刺さし身みを一ひと切きれ取った。

　ホント、滑こつ稽けいなピエロだな。

　僕は重たいものを吐き出すように溜ため息を吐いた。リデルは面白がるような目つきで僕を見ていた。







「ぶっちゃけどうなってんの、ナオトたちって」

「俺おれたち？」

「ナオトとサーカちゃん」

「……どうなってるんだろうな」

　肩まで湯に浸つかったまま、空を見上げる。真まっ黒くろい空には数え切れないほどの星が散らばっていた。虫の鳴き声が心ここ地ちよく耳に残った。

　風ふ呂ろは露ろ天てん風呂だった。あんまり期待はしていなかったのが、予想外がいにも風呂場ばは広く、湯ゆ船ぶねなんて泳げそうだ。それに石いし造づくりで、なにやら高級感かんがある。

　僕と宮みや野のはテンションが高くなって、かわりばんこに互いの背中を流したのち『えっ、ナオト……マジかよ……』『悪いな。って、お前……逆にマジかよ……』『へっ、涙が染しみるぜ』という男の誇りを確認し合う通つう過か儀ぎ礼れいを果たし、ようやく湯船に浸かっている。

「なんつーかさ、告白とかしねえの？」

「ブッ！」

　僕は盛せい大だいに吹き出してしまう。

「なーに？　そんなに驚くこと？」

「そ、そりゃ驚くだろ！　こここ告白だぞ告白。さらっととんでもないこと言いやがって」

「しなきゃ付き合えねえじゃん」

「……そ、そもそもだな、どうして俺が告白なんか……」

　僕はブクブクと顔を湯の中に沈めていく。

「だってナオト、サーカちゃんのこと好きなんだろ？」

「ブブ──ッ！」

　またもや吹き出してしまい、口の中に入っていたお湯を宮野の顔面にぶっかけてしまった。

「きったねえなあ……っ」

　宮野は手で顔を何度も拭ぬぐった。濡ぬれた前まえ髪がみから水すい滴てきが落ちていた。

「……悪かった」

「あん？　もしかしてアレ系けい？　隠かくしてる系？　だとするなら全ぜんっ然ぜんダメだぜ。うちのクラスの連れん中ちゆうなら、きっとみーんな知ってるはずだからよ」

「そ……それはどうして？　って、いやそのなんだ！　別に俺おれが紗さ耶や香かのこと好きとか全ぜん然ぜんそんなことないんだけど、でもでも別に嫌きらいってわけじゃなくてなんていうのかなあ！　この世界に向かって俺はなんと言うのかなあ！」

「わーったから、わーった。ホント、ややこしいヤツだよ」

　だからわーったってなんだよ。

「なんつーのかな……ほら、ナオトってサーカちゃんに異常に優しいじゃん？　オレ見守ってますよーみたいな感じでさ。口く調ちようだって、サーカちゃんと喋しやべるときは穏おだやかっつーか、トゲがないっつーか。露ろ骨こつなんだよ、小学生か」

「す、すみません」

　ついつい僕は謝ってしまった。

「好きなら告白すりゃいいじゃん。別に難しいもんじゃねえよ。好きですってただそれだけ言えばいいんだから」

「そんな簡単に言ってくれるなよ。だいたいよく考えてみろ、俺みたいな冴さえないパッとしない超ちよう絶ぜつブサメンと紗耶香じゃ釣つり合いが取れてないだろ。それこそ相手さんがとち狂って俺みたいな残念賞しようでもいいって思ってくれなきゃ……」

「残念賞ねえ……」

　宮みや野のはなにか言いたげな視線を向けてくる。

「……まあ、中なか身みは確かに残念賞だわな。っていっても、サーカちゃんだってそれは同じだけどね」

「テメエこの野や郎ろう、紗耶香の悪わる口くち言うんならぶっ殺すぞ！」

「へいへい、おっかねえおっかねえ」

　宮野はゆっくり湯ゆ船ぶねから立ち上がった。

「とにかく待ってるだけじゃ始まらねえし、なにも変わりはしねえよ。昔から内うち気きな男より強気な男の方が女め神がみさまの好みって相そう場ばが決まってんだから。オーライ？」

　僕も湯船から立ち上がった。

「……オーライ」

　そのとき、脱だつ衣い所じよの扉とびらが開いた。

　ハギーさんが入ってきたのかなと視線をやると、そこに立っていたのは会長だった。浴衣ゆかた姿すがたで仁に王おう立だちをしていた。

「はっはっは、実に全ぜん裸らだな！」

「いーや───っ！」

　乙女おとめのような声を出して宮野は湯船の中にざぶんと浸つかる。僕はとりあえずタオルで前を隠かくした。

「さすが会長、覗のぞきも堂どう々どうとやるんですね」

「はっはっは、心配するな副ふく会長。私は男おとこ兄弟が多くて見み慣なれているんだ。恥はずかしがることはないぞ」

「そういう問題じゃないでしょ……」

「いいから出てって、出てってよ──っ！」

　宮みや野のは混こん乱らんしている。

「そうはいかないぞ、宮野。私はお前たちに重じゆう大だいなことを告げにきたのだ」

「なんですか」

「よくぞ訊きいてくれた、副ふく会長！　実はな、これから我ら現実会かいは外へ繰り出すのだ！」

「外って……俺おれたち見てのとおり風ふ呂ろに入っちゃったんですけど」

「戻ってきたら、もう一度入はいればいいだろ」

「湯ゆ冷ざめい───や────っ！」

　宮野は錯さく乱らんしている。

「はっはっは、40秒で浴衣ゆかたに着き替がえろ。女子一いち同どうはもう浴衣に着替えて表おもてで待っているからな！」

「浴衣限げん定ていなんですね」と僕は言う。

「夏だからな！」と会長はアホっぽいことを言った。

「あ、岸きし田ださん」

　脱だつ衣い所じよからハギーさんが入ってきた。

「ここにくるとき岸田さんが男おとこ湯ゆに入っていくところが見えたんだけど、やっぱり中に入ってたんだね。ははっ、岸田さんらしいや」

　男湯に入ることがどうして会長らしいのかわからないが、ハギーさんはにこやかに話しかける。もちろんハギーさんは風呂に入るつもりだったので、服など着ていない。それどころかタオルは男らしく肩からかけ、前はこれまた男らしく全ぜん開かいだった。一歩も退ひかないどころか平へい然ぜんとしているハギーさん、素す敵てきです。

「萩はぎ原わら、入浴は中止だ。これから我らは夜のイベントを行うのだ」

「ああ、例の……？」

「そうだ。急げよ」

　そう言って会長は風呂場ばから出ていこうとするのだが、ふとなにかを思い出したかのように振り返った。

「萩原、真ま崎さき、宮野の順だな！」

　なにがだよ。

「放っておいてよ───っ！」と宮野は頭を抱えて天を仰あおいだ。

　だから、なにがだよ。







　そういうわけで僕らは会長のリクエスト通り浴衣ゆかた姿すがたで旅館の裏うらにある森にきた。

　森といっても小こ高だかい丘みたいになっていて、小さな山のようなものだった。それぞれが持っている懐かい中ちゆう電でん灯とうを除けば月明かりしか森を照らすものはなく、辺りはひどく暗くて森の中が一体どうなっているのかさっぱり見えなかった。

　浜から吹き込んでくる風が森を抜け、ごおうと獣けもののうめき声のような音を立てた。昼間の暑さが噓うそのように辺りはひんやりとしていた。肌はだ寒さむさを覚えた。なんだか不ぶ気き味みだった。

「第１回、演えん劇げき的てき納のう涼りよう会かいーッ！」

　突とつ然ぜん会長がバカでかい声をだすもんだから、僕はひいっと声を上げてしまった。恥はずかしい。

「納涼会って……な、なんなんすか。こんな変なところに連れてきて……？」

　真ま穂ほは芝しば浜はまに抱きつきながらしきりに辺りを窺うかがっている。ちなみにその真穂に紗さ耶や香かはぎゅっと目を閉ざしながらしがみついている。よし、ならば僕は紗耶香の後ろにしがみつこう。そして僕の後ろには宮みや野のがすがりついて、宮野の後ろにはハギーさんが、というように僕たちは抱きついていってやがて一つの輪をつくり、差さ別べつも戦争も貧ひん富ぷの差もない、僕たちは一つなんだ、僕たちはこの星の子どもたちなんだと愛を歌おう。ふむ、調子が戻ってきたな真崎直なお人ひと。いつまでも怖こわがっていたら格かつ好こ悪いからな。

「もうわかってもいいものだがな。まあいい、説明してやろう。演劇的納涼会とは我ら２年一いち同どうが化ばけ物ものに扮ふんし、お前たち１年相あい手てに演えん技ぎの奥おく深ぶかさを教えてやるものだ！」

「つまり、肝きも試だめしです」

　奈な々なさんは補ほ足そく説明をしてくれる。

「ははっ、ぼくたち上級生からのささやかなプレゼントみたいなものだよ」

「趣しゆ味みの悪いプレゼントね」

　つまならそうにリデルは言った。漆しつ黒こくの衣服は闇やみに溶け込み、病的なほどに白い肌はだがぼうっと光って見えた。こういう薄うす気き味み悪い場所がよく似に合あうヤツだ。会長とかがお化け役やるよりも、リデルにやらせた方がよっぽど怖いんじゃないだろうか。

「ちょっといい？」

　芝浜がふいに手を挙げた。

「どうした、同どう志し芝浜。我らの演劇力りよくを目まの当たりにするのが怖いのか」

　切れ長の目を会長は芝浜へ向けた。

「演劇力とかわけのわからないことはどうでもいいんだけど」

「わ、わけがわからないだと!?　ええい同志芝浜、そこに直れ。貴き様さまの狂った思し考こう回かい路ろを私が修正してやろうではないかッ！」

「あー、はいはい」芝浜は適当に頷うなずいた。会長の扱いかたに慣れてきている。「それでね、わかってるかもしれないけど、私、現実会かいじゃないわよ？」

「え？」と一同は口を開ける。

　芝しば浜はまが現実会メンバーじゃない？

　そういえばそうだった。当たり前のようにいたもんだからまったく気づかなかったが、芝浜は現実会に入っていない。ていうか、宮みや野のだって違う。ハギーさんだって違う。なんだこれは。なんで現実会でもない連れん中ちゆうが当たり前のように現実会の合宿に参加しているんだ。

「つまり同どう志し芝浜よ。お前は正せい規きメンバーではないので、この演えん劇げき的てき納のう涼りよう会かいを辞じ退たいしたいというのだな？」

「まあ、そうね」と芝浜は頷うなずいた。

「会長」と僕はたまらず声をかけた。「副ふく会長として言いますけれど、どうもあやふやなんですよ、現実会って。一体誰だれが正規メンバーで誰がそうじゃないのか、よくわからないんです。だからこんな事じ態たいに陥おちいってしまうんです。別に悪いことだとは思いませんが、今後の活動のためにも一度はっきりした方がいいんじゃないですか」

　僕は、もしかすると副会長として初めてまともなことを言ったのかもしれない。けれども思いつきというわけではない。一応、同どう好こう会かいも学校から費用がおりるのだが、構成メンバーの数に左右されるところが大きいので、いつかはきちんと現実会内ないで話し合って整理しておかなくてはならないと感じていたのだ。

「なるほど、副会長の言いたいことはわかった」

「わかってくれたんですね、会長……」

「ああ、確かにわかったが────」

　会長は大きく息を吸い込むと、カッと目を見み開ひらいた。

「その辺はなあなあでいこう！」

　なあなあでいいのか現実会。

　芝浜はこれ見よがしに溜ため息を吐いた。

「要するに、いまからする肝きも試だめしって演えん技ぎの勉強なんでしょ？　だったら私はパスよ。そりゃ合宿には紗さ耶や香かに誘われたからきてみたけど、別に私、演劇なんて……」

「芝浜さん、ぼくらだって広い目で見れば現実会だよ」

　ハギーさんは爽さわやかに笑って親おや指ゆびを立てた。

「うん、まあ、そうね…………って、なるか──っ！　なに広い目って？　私たちは宇宙船せん地球号ごうのクルーなのよっていうノリ？　意味わかんないわ。もっといえば、合宿にくるとき集しゆう合ごう場所に私が一番乗のりだったのもわからないわ」

「まあまあ理り花かねえ、面白そうなんだしいいじゃん。せっかくここまできたんだから、ね？」

　細かいことにこだわらない宮野は芝浜をなだめた。ちなみにであるが、芝浜は集合時間の１時間前まえにはもうきていたそうだ。

「はー……駄だ々だこねても仕方ないか」

　そう言って芝しば浜はまは恐る恐る森を見た。もしかして、怖こわいのか。てっきり前回の件で演えん劇げきにわだかまりをまだ持っているのだと思っていたが、そうではないらしい。なるほどねえ、僕の知らない設せつ定てい……いや、僕の知らない一面だな。

「ルールは簡単、二人一組になって森に入って、奥にある祠ほこらに、この名作戯ぎ曲きよく『身しん毒とく丸まる』をお供そなえしてくるだけだ！」

　罰ばちが当たりそうっすね。

「はーい、それじゃこのカンカンから１枚紙かみを取ってくださいね。紙に書かれてある番号が同じ人同どう士しがペアですからね。順じゆん番ばんもその番号順じゆんですからね」

　なにやら張り切った様よう子すで奈な々なさんは言い、僕ら１年にお菓か子しの缶を差し出してきた。

　肝きも試だめしといえば、やっぱペアだもんな。さすがにこれは外せないってか。

　なんの気なしに僕は１枚抜ぬき取った。

　紙を広げて懐かい中ちゆう電でん灯とうで数字を確認する。そこに書かれていたのは────

「あ、２番」

「あ、２番」

　僕と紗さ耶や香かは同時に見つめ合った。

　え？　ということはなに、僕と紗耶香がペアってこと？

「はっはっは、真ま崎さき副ふく会長と神の子川かわ瀬せのペアか。まさに夢の共きよう演えん！」

　会長は満足そうに笑った。

「げっ、あたし、宮みや野のとじゃんか。もういやだー、宮野の横にならんで歩くとか、絶対いやだーっ！」

「そこかよッ！」

　頭を抱え、この世の終わりのような顔を真ま穂ほはしていた。ババ引いちまったな。

「あら、よろしくね」

　リデルはスカートの先を摑つかみ、芝浜に向かってちょこんとお辞じ儀ぎをした。

「え、ええ……」

　芝浜の表情が揺れ動いたのを僕は見み逃のがさなかった。きっと芝浜は食事のとき僕が言った言葉を思い出し、ああそうだ、この子は中ちゆう二に病びようなんだ。こんな芝しば居い染じみたことをするのも、自分の中二設せつ定ていを貫つらぬこうとするからなんだ。でも悪いから、なにも言わないでおこう。この子が赤あかっ恥ぱじをかかないように付き合ってあげなくちゃ。うん、そうしよう。理り花かガンバ！　と思ったに違いない。そこまで気き遣づかいができるようになって僕は嬉うれしいよ。ガンバ、芝浜。

「それじゃ、わたしたちは用意をしてきますね」

「真崎くん、待ってるよ」

　奈々さんとハギーさんは手を振りながら森の中へと消えていった。

「会長はいいんですか」と僕は訊きいた。

「ああ。今回の主しゆ催さいは、実は九く條じようでな。私はほとんどなにもしてないのだ。まあ、我らの納のう涼りよう会かいをどこの馬の骨とも知れん連れん中ちゆうに邪じや魔まされないようここで見み張はっていることにしようか。なに、不ふ良りようどもがやってきたら私の演えん劇げき玉だまの餌食えじきにしてやるさ。はっはっはっ」

　そりゃ心強いことで。

「さてと」

　まだ真ま穂ほにしがみついている紗さ耶や香かに歩みより、声をかける。

「頼むぜ、相あい棒ぼう」

「……う、う～ん……」

　紗耶香は弱々しい声をだした。

「ほらサーカ、いつまでもあたしに絡からまっててもしょーがないっしょ。行った行った。あ、でもナオト兄にいさんに変なことされそうになったら、ちゃ──んと大声出だすんだよ」

「わかったんだよ」

「しないって」

　会長は携けい帯たい電話でなにやら話をしていたが、ふいに受話器きから耳を離した。

「よし、準備はいいぞ。１番手ては誰だれだ？」

「わたしたちのようね」

　リデルはくじを眺ながめながら言った。

「……はー、ヤだな。私ってこういうのいっつも１番になっちゃうのよ」

　うーんと唸うなりながら芝しば浜はまは深い闇やみに支配された森に視線を向けた。

「あとがつかえているぞ」

　無む理りやり芝浜に本を持たせ、会長は背中を押した。芝浜は恨うらめしそうに会長を一いち瞥べつしたあと、重い足取りで森の中へと入っていく。リデルはまるでハイキングにでも行くかのように、鼻はな歌うたをうたいながら芝浜のあとを続いていこうとして、はたと立ち止まった。

「ねえ」

　リデルは森の入り口で僕に声をかけてくる。

「あなたは２番なのね？」

「それが？」

　するとリデルは翡ひ翠すいの瞳ひとみを輝かせ、答えのかわりに微笑を残して森の中へ入っていった。

　なんだ、あいつ。思わせ振りなのは前からだけど。

「よし、２番手ても準備しろ」

　芝浜とリデルが見えなくなるのを確認してから、会長は僕たちに言ってきた。

「だってさ、紗耶香」

「……う～～ん……」

　なかなか真ま穂ほから離れようとしない紗さ耶や香かに僕は手を差し出した。

「摑つかまれよ」

「摑まった途と端たんにナオトくんの手がすぽんと抜けたりしない？」

「……俺おれをなんだと思ってんだよ」

「……ナオトくんだと思ってるんだよ」

「俺はそんなに変へん人じんか」

「私の保ほ証しよう書しよつきだよ」

「そりゃどうも」

「……触らなくちゃいけない？」

「ばい菌きん扱あつかいするな」

「……そうじゃないんだよ」

　固く目を閉ざして紗耶香は手を伸ばしてきた。そして、ぎゅっと僕の手を握った。自然と紗耶香の体は真穂から離れた。紗耶香はゆっくり瞼まぶたを開く。濁にごりのない澄すんだ瞳ひとみに僕が映っていた。なんとなく僕は気き恥はずかしくなり、顔を逸そらして会長に尋たずねた。

「もう行っていいんですか」

「構わんだろう。……ん？　おい、お供そなえの品を忘れてるぞ？」

　会長からデカダンのムードを漂わせるハードカバーの本を受け取った。うん、これは絶対お供えの品ではない。

「道なりに行けばたどり着くが、くれぐれも迷うなよ」

「オーケー、マイボス」

　僕は戯ぎ曲きよくの本を浴衣ゆかたの懐ふところに入れ、紗耶香の手を取って森の入り口に立つ。しっかし不ぶ気き味みだ。逆に僕の方がビビリまくることになったらどうしよう……？

　きっとみんな早く行けよーってな感じで僕らを眺ながめてるんだろうな、と思って振り返ってみると、真穂の視線とぶつかった。

　真穂は胸むな元もとに手を当て、どこか悲しそうに僕を見ていた。どうかしたのかと眉まゆを上げ、首をひねってみせる。すると真穂は、なんでもないと手を振った。そしてその手の振りは、いってらっしゃいにかわった。腐くされ縁えんのせいで、言葉なしでも会話ができるようになっちまった。もう僕も終わりだな。

「あうう……ナオトくんはこういうの平気？」

　紗耶香は身を屈かがめながら、僕の手を強く握っている。

「人ひと並なみだと思うけど？」

「た、たとえばの話なんだけど、本ほん物ものの幽ゆう霊れいが襲おそってきたとしても、私を置いて逃げたりしない……？」

「前にも似たようなことを言ったと思うが」

　僕はコンと紗さ耶や香かの頭を手の甲こうで叩たたいた。

「幽ゆう霊れいが出てこようが、ドラゴンが襲おそってこようが、この手を離したりしないよ」

「うわ──────ッ！」

　突とつ然ぜん紗耶香は奇き声せいを発し、全力で走り出す。それでもしっかり僕の手を握っているもんだから、僕は引きずられながら森の中へと入っていく。いや、連れ込まれていく。会長たちは頑がん張ばれよと手を振っていた。

　なんていうか紗耶香さん、もう手、離していいっすか？







　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっている木々。まっすぐ一いつ直線に伸びてりゃいいものを、ぐねぐね体を曲がらせて気き味みの悪さを演出してくれる。しかもなんだか薬やく品ひんの臭においがする。いやな臭いというわけではないが、森なのに薬品臭くさいとはこれ如い何かに。気持ち悪い。

　僕たちは懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりを頼りに、ほとんど獣けもの道みちに近いそれを歩いている。

　ガザッ、とそばの茂みが動いた。

「きゃっ」と紗耶香が声を上げて僕の腕にしがみつく。

　役やく得とく、役得、と吞のん気きなことを思ってもいられず、茂みに明かりを向けた。

　するとそこからなにかがサッと出てきて、僕らの足あし下もとでみゅーと鳴いた。つまり猫ねこだった。どこにでもいるようなノラの黒っぽい猫だった。僕はホッと胸を撫なで下ろす。

「ナ、ナオトくん……」

「ただの猫だよ。怖こわがることなんてないぞ」

「違うんだよ。ね、猫が顔を……みみみ耳の裏うらまで洗ってるよ！」

「明日あした、雨じゃなきゃいいね」

「早くてるてる坊ぼう主ずを、ナオトくん！」

「帰ったら作ろうね」

　よくよく猫を見ると体は土で汚よごれていた。ノラ生活が長いのかもしれないが、ここで会ったのもなにかの縁えんだし体を綺き麗れいにしてやろうと僕は浴衣ゆかたの懐ふところからＵＮＯのかわりに持ってきた薬やく用よう石せつ鹼けんミューズを取り出して泡あわ立だてようとした。

「って、俺おれはなにを携けい帯たいしてるんだ！　片かた時ときも手放せないほど綺麗好きなのか!?　あれか、薬品臭かったのはこのせいか。どちくしょう！」

「ナオトくん、水もないのに薬用石鹼ミューズでごじごじしたら……」

「ああ、薬用石鹼ミューズのあまりの除じよ菌きん力りよくに俺の手がぬるぬるになり、猫がぬるっと俺の手から逃げていく……ッ！　って、なん……だと……!?」

「あ、あんなにも汚れていた猫が薬用石鹼ミューズのぬるぬるに触れただけで一いつ瞬しゆんのうちに真まっ白しろになってるんだよ。すごい……こ、これが……薬用石鹼ミューズ……ッ!!」

　真まっ白しろになった猫ねこはまるで礼を言うかのようにみゅーずと鳴き、茂しげみの中へ入っていった。

「さて」と紗さ耶や香かは言った。「悪ノリをしてしまったんだよ」

「ああ、やっちまったな」

　僕は薬やく用よう石せつ鹼けんミューズを見やる。

「……捨てるわけにはいかないな」

「そんなことしたら怒られるんだよ」

「しばらく俺おれの手、ぬるぬるしてるけど辛しん抱ぼうしてくれる？」

「わ、わかったんだよ」

　紗耶香は神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。僕は薬用石鹼ミューズを懐ふところの中にしまい、紗耶香の手を引いて再び歩き始める。歩く度たびに石鹼のぬるぬるが僕をくすぐった。

　同じような景色けしきがずっと続いている。

　それにしても結けつ構こう歩いているが、いまだに祠ほこらはおろかハギーさんたちさえ現れない。いったいどこまで歩かせるつもりなんだろう。恐きよう怖ふ心しんもだんだん薄れてきた。

「ナオトくん」

「今度はどうした？」

「ちょっと落ち着いてきたよ」

「そうか」

「うん」

　紗耶香の歩ほ調ちようは遅くなる。

「……あのね、ナオトくん」

「ん？」

「……あのね…………」

「おう」

　ふいに紗耶香は立ち止まった。つられて僕も立ち止まり、ゆっくりと振り向いた。

「ごめん」

　紗耶香はうつむいたまま呟つぶやいた。

「ごめんなんだよ、ナオトくん」

「……謝られるようなことはなにもされてないぞ」

「ううん、した。私、ナオトくんのこと避けてたんだよ」

「やっぱそうか」

　わかってはいたことだが、僕のことを避けていたと紗耶香の口から直接言いわれるのは、結構きついな。

「嫌きらいになったわけじゃないんだよ。むしろ、その……」

「その？」

　その瞬しゆん間かん、紗さ耶や香かはキッと顔を上げた。

　彼女の顔に月の明かりが差し込み、青白く輝かせる。彼女はなにかを堪こらえるかのように歯を食いしばっていたが、やがってその小さな口を開き────

「気になるんだよ……っ。ナオトくんが気になって仕方ないんだよっ」

　風に吹かれて木々の葉が揺れる。

　その揺れは波は紋もんのように広がり、森全ぜん体たいを静かに揺らした。

「前に崖がけから落ちそうになったときに助けてもらったときから、なんか変なんだよ。ナオトくんの顔がちゃんと見られなくなるし、ナオトくんと一いつ緒しよにいると恥はずかしくなるし、でもナオトくんが他の子と楽しそうにしてると嫌いやな気持ちになるし……ナオトくんのちょっとした言葉とか態度とかで、ざわつくんだよ。胸の奥がざわざわするんだよ」

「紗耶香……」

「……わからなくなっちゃったんだよ、ナオトくんのこと。前まではすごくナオトくんのことを近くに感じてたのに、いまはすごく遠い。ナオトくんがなにを考えてるのかわからない。全然わからないんだよ」

　そうして彼女は目め尻じりに涙を溜ため、力なくうつむいた。

「私ね、ナオトくんのことだけじゃなくて、自分がなにをしたいのかもわからないんだよ。ナオトくんを避けたりしてさ、わけわかんないんだよ。自分が他人のような気がするんだよ。ううん、どんどん他人になっていくような感じ…………変だよ、こんなの。私、だめになったんだよ。ポンコツになっちゃったんだよ…………」

　僕はハンマーで頭を叩たたかれたような気持ちだった。

　川かわ瀬せ紗耶香のことならなんでも知っている。僕はずっとそのつもりだった。でもそれは『設せつ定てい集しゆう』に書かれた紗耶香のことで、いまここにいる彼女のことではない。そんなこと、芝しば浜はまのときに嫌いやというほど知ったのに、それでも僕は心のどこかでは、川瀬紗耶香のことなら僕が一番わかっていると驕おごっていたんだ。

　それは作者の驕りだ。

　作者なんて、たまたまその物語を書いた人間にしかすぎない。たまたま僕が川瀬紗耶香という『物語』を現テ実ク世ス界トにおこしただけだ。

　彼女はいま変わろうとしている。

　それは『物語』の川瀬紗耶香から、この現実の世界の川瀬紗耶香になろうとしてるってことだ。

　彼女は『設定集』からどんどんと離れていこうとしている。『設定集』に書かれていない設定を自ら記しるしていこうとしている。つまり、心と設定が離れ始め、不ふ安定になっているんだ。

　もしかすると芝浜が前にあんな力を使えるようになったのも、自分が書かれたキャラクターであることを知って、心と設定が離れ始めたからなのかもしれない。不安定な状態になって、物語の主しゆ役やくになりたい、ここにいることを証しよう明めいしたいという願がん望ぼうから紗さ耶や香かの『物語』を浸しん食しよくし、現テ実ク世ス界トを物語世界イストワールで書き換えるような暴ぼう走そうに至った。そう考えられる。

　でも僕は、あのおまじないを書いた。全部があのおまじないのおかげだとは思わないが、それでも、芝しば浜はまがここにいることを証明する手伝いぐらいはできたと思う。芝浜にも芝浜の『物語』があると記しるして。

　だから芝浜は変わっていった。芝浜の『物語』によって、芝浜は芝浜だけの人生を歩み出した。

　でも紗耶香はどうだ。

　芝浜は、言うなれば僕の物語行為ナラテイブから独立した。それはつまり『設定集』の影えい響きようを受けないことになる。けれども紗耶香は違う。どれほど紗耶香が変わっていこうとしても、僕の物語行為の影響下かにある以上『設せつ定てい集しゆう』から逃れることはできない。

　成長しようとする紗耶香の脚あしを引っ張るもの。

　それは、設定。つまり僕の理想だ。




「ピエロには相応ふさわしくないシーンね」




　暗がりの中からぼんやりとした人の輪りん郭かくがこちらへ向かってきた。懐かい中ちゆう電でん灯とうの光がゆっくりとその姿すがたを明らかにしていく。闇やみと溶け合いそうな黒いドレス、対照的にひどく白い肌はだ、長い銀ぎん色いろの髪かみ。

「なんの用だ、リデル」

　僕の声は思った以上に鋭かった。

「あら、そんなに敵てき意いをむき出しにしないでよ。傷つくわ」

「いま取り込んでるんだ。話ならあとにしろ」

「そうもいかないようよ」

「はあ？　だいたいお前、芝浜は────」

　言葉を飲み込んだ。

　てっきりリデル１人だと思っていた。でも違った。リデルの背後には女の人が立っている。

　僕はその人のことを知っている。

　忘れたくても忘れられない。決して忘れることなどできはしない。

　だって、この女は────

「……よっ。元気だったか、直なお人ひと」

　バツが悪そうな顔をしながらも、その女は軽く手を上げた。

　僕は思わず視線を逸そらす。

「ふふ」とリデルは妖あやしく笑った。「挨あい拶さつぐらいしたらどうなの？　あなたのお母かあさんじゃない、この人」

「お母かあさん!?」

　紗さ耶や香かは驚きの声を上げた。

　そうだ。

　この女は、かつて僕の母親をやっていた。

　そしてある日、僕の母親を辞やめて他の男と一いつ緒しよに家から出ていった。いや、違う。最初からだったんだ。最初からこの女は母親じゃなかった。この女は母親ではなくあくまでも女だったんだ。

「どうしてこの人がここにいるのか不ふ思し議ぎなようね。教えてあげるわ。わたしが呼んだのよ。どう、嬉うれしい？　久し振りの再会なんでしょう？」

　戸と惑まどう僕の前にリデルは進み出てくる。

「あなたは知らなかったかもしれないけれど、彼女はこの近くに住んでいるのよ。ほら、駅からあなたたちの宿に着くまでに大きな旅館があったでしょう？　あそこに住み込みで働いているのよ」

　旅館？　働く？

　僕は睨にらみつけるように女を見た。

　思い出の中の女と比べて、ずいぶんとやつれていた。頰ほおの肉はそげ落ちていて、手は荒れ、骨と皮しかないみたいだった。血管が青白く浮き出ていた。

　派は手で好きな女だった。記き憶おくの中のこの女はいつも着き飾かざっていて、むせ返るほどの香こう水すいをつけ、真まっ赤かな口くち紅べにを塗りたくって夜になればどこかの酒場で知らない男たちと酒を飲む。そういう下げ品ひんな女だった。

　でも目の前の女はまるで違った。生活に疲れ果て、いまにも海へ身を投げ出しそうな様よう相そうだった。

「くす……混乱しているのね。でもそんな態度はあんまりだと思うわ。お母さんに悪いとは思わないの？」

「いや、あたしは……」と女は言った。

「どうしてリデルちゃんが、ナオトくんのお母さんと一緒なの？」

　まるで僕を守るように、紗耶香は僕とリデルの間に割って入ってきた。

「だってわたしたち『いとこ』だもの。もともとここへはこの人──叔お母ばさんに会いにきたのよ」

「……兄あに貴きから、聞いたのか」

　僕はやっとの思いで言葉を出した。

　合宿地ちを告げたとき、兄貴はひどく苦にがい顔をしていた。それは兄貴がこの女の居い場所を知っていたからだ。だからあんな顔をしたんだ。

　リデルはこの合宿地ちの住所を兄あに貴きから聞いたと言っていた。なんで兄貴が『いとこ』のために親切なことをしてやるのか不ふ思し議ぎだと思っていた。だけどいまならわかる。

　この女のためだ。

　兄貴はこの女のことを気にかけている。決して僕の前ではこの女のことを話題にすることはなかったが、それでも兄貴は料理を作るとき、この女が気まぐれで買い揃そろえた料りよう理り道具を後ご生しよう大だい事じに使っていた。この女にまともな料理を作ってもらった記き憶おくなどない。お袋ふくろの味はと尋たずねられたら、真まっ先さきにハンバーガーが思い浮かぶ。それなのに兄貴は大切に包ほう丁ちようや鍋なべやらを使っていた。まるでいつかどこかで一度ぐらい食べたことがあったかもしれないこの女の料理を再さい現げんするかのように。

　きっと心配なんだ。兄貴は僕らを捨てたこの女の息子むすこをいつまでもやっているんだ。

　そんな折、たまたま現れた『いとこ』に、たまたま同じ住所に行くことになったのだから、この女の様よう子すを見てきてもらおうとリデルに頼んだ。僕に頼みづらかったから、身み内うちであるリデルに頼んだ。そう考えると筋すじが通る。

「ふふふ、勘かんがいいのね」

「……なんのために？」

「妙みようなことを言うのね。聞けば何年も会ってないんでしょう？　だめよ、そんなの。あなたがどれだけ否定しようとこの人があなたのお母かあさんであることに変わりはないのよ。だってあなたはお母さんから産まれたのだもの。ねえ、そうでしょう？　家族は大切にしないといけないわ。どの物語だってそう言ってるじゃない？」

「いい加か減げんなことを……ッ！」

「そうね」

　ふいにリデルは紗さ耶や香かを払いのけ、僕の耳元へ顔を寄せた。

「だったら、新しい物語が必要だと思わない？」

　甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐる。リデルの翡ひ翠すいの瞳ひとみが燃えるように灯ともった。

「──こんな現実を飲み込むほどの」

　僕はとっさにリデルを引き離し、わけもわからないまま手を振り上げた。

「ナオトくん！」

　体勢を崩くずしてよろめきながらも紗耶香は声を上げた。

　僕はリデルを殴なぐるつもりだった。殴ってどうにかなるものではない。けれども、僕はいままでのすべてが否定されたような気になっていた。

　他の誰だれでもない、自分自じ身しんによって。

　それが無む性しように僕を苛いら立だたせた。

「…………ッ！」

　しかし、僕の拳こぶしは振り下ろすことができなかった。あの女の瘦やせ細った手が伸びてきて、僕の手て首くびを鷲わし摑づかみにしたのだ。

「女の子に手ぇだすな」

　ぶっきらぼうな口く調ちようで女は言った。

「……なんだよ、それ。説せつ教きよう？　あんたが俺おれに説教！　ははは、ふざけんじゃねえぞッ！　いまさら母親面づらしてなにも知らないくせに偉そうなことを言って、なんなんだよ、バカじゃねえのかッ！　こんなところまでのこのこやってきてさあ、そんな見み窄すぼらしい体晒さらしてさあ、反へ吐どが出るんだ！」

「落ち着くんだよ」

　紗さ耶や香かはまるで体当たりをするかのように僕のもう片方の腕にしがみついた。

「落ち着いていられるか！」

　半はん狂きよう乱らんになった僕は地じ団だん駄だを踏むように暴あばれ、紗耶香を振り飛ばしてしまった。

　だが、それでもあの女はしっかりと僕の手首を握っている。女の体温が僕に伝わってきて、ねっとりと肌はだの奥へと吸い込まれていく。薄うす汚ぎたないものが僕に入ってくる。それに呼こ応おうするかのように、手首が激しく脈みやく打うち僕に流れるあの女の血が全身をぐつぐつと煮えたぎっていく。

　嘔おう吐とを覚えた。

　僕の体の中にあの女の存在が息づく。閉じ込めていたはずのしがらみが、思い出せ、思い出せと首元にまでのぼりきつく締め上げてくる。

「直なお人ひと……」

　女はそう言った。

　女はそう僕の忌いまわしい名を呼んだ。

「頼むから離してくれよッ!!」

　ありったけの力を込めて僕は女を振り払った。はずみにリデルや紗耶香にぶつかったが構っていられなかった。一いつ刻こくも早く僕はこの女の手から逃れたかった。

　女は地面に倒れ込んだ。だが、ゆっくりと顔を上げると、まるで媚こびるように笑った。

「その顔、その顔だ！」僕はよろめきながらも怒ど鳴なった。「女の顔だ。あんたがずっとしてきた顔だ！　どこに行くときも、どこにいるときもあんたはその顔をしていた。あんたは死ぬまで女なんだ。そうだよ、俺おれは確かにあんたから産まれた。でも母親から産まれたんじゃない、俺は女から産まれたんだ！」

　僕は財さい布ふを取り出すと女めがけて投げつけた。

「ほら、要するに金が欲しいんだろ？　いいぜ、やるよ。よかったな？　のこのこやってきたかいがあったな？　もう用は済んだよな？　だったら失うせろよッ！　取るもん取っただろ、もう二度と俺の前に現れるな！」

　女はじっと僕を見つめる。

　なにかを言おうとして、そして口をつぐんだ。

「なんだよ、見るなよ。そんな顔で……見るな……見るなよッ！」

「ナオトくん」

　混こん乱らんする僕に紗さ耶や香かは倒れながらも手を差し伸ばしてきたが、それさえも払いのけ僕は駆かけ出した。

　いや、逃げ出した。

　僕はあの女から逃げ出した。

　けれども到とう底てい逃げ切ることなどできはしない。僕の体にはあの女の血が流れているのだから。

　僕は全身を搔かき毟むしる。皮ひ膚ふから赤い血が滲にじみ出てきた。この血がすべて流れ出れば僕はよくなるのかもしれない。さらに走りながら爪つめで抉えぐるように皮膚を搔かいた。なにもかもこれですっきりするのかもしれない。

　木々の合あい間まを走り、着ちやく衣いを乱しながら全身を搔き毟っていると、僕はふいに吹き出してしまった。なにがおかしいのか全ぜん然ぜんわからない。けれども堰せきを切ったように笑いが止まらなかった。そして笑えば笑うほど、自分が空からっぽになっていくような気がした。

　茂しげみの方でもぞもぞと動くなにかを見つけた。白いシーツだった。中に奈な々なさんたちが入っているのか、獅し子し舞まいのような動きを見せていた。

　あんなもので驚かせるつもりだったのか。

　僕は声を出して笑った。笑いながら走った。喉のどの奥が焼けるほど熱くなるまで声を張り上げ、泣き叫ぶように笑って僕は奈々さんたちを通り過ぎる。

　僕の声は真まっ暗くらな森に吸い込まれていった。星を散りばめた空は高く伸びた木々によって覆おおわれ、むせ返るような葉の匂においがする霧きりと静か過ぎる闇やみが視し界かいを隠かくし、地面から次々と生はえている無む数すうの雑ざつ草そうが足そく跡せきを消す。ここは深い森だ。僕は地面から縦じゆう横おう無む尽じんに飛び出している木の根に躓つまずき派は手でに転がった。痛みは感じなかった。それよりも寒かった。真夏の夜の森の中は途と方ほうもなく寒かった。夜明け前の遠い寒さとは違う肌はだを引き裂さくような鋭い寒さだった。

　僕はごろんごろんと転がってみた。

　転がる。景け色しきが回る。回る。僕は回る。景色は回る。

　どっちなんだろう。回っているのは僕なんだろうか、それとも世界なんだろうか。

　こけが一面にへばりついた太い幹みきの木もぎざぎざとした雑草の葉も重くのしかかる静せい寂じやくも回る。一いつ切さいが僕を中心に、一定の速さと距離をもって僕を中心に回っている。そうして、次し第だいにわからなくなってくる。一切と僕とが別々のものであると感じられるようになって、この一定の回転から僕は弾はじき飛ばされる。それでも一切は回り、僕はただ混乱している。回っているのは世界の方で僕はただ目を回しているだけなのかもしれない。

　このどうしようもなくクソみたいな世界に、僕らは泡あわを食って目を回しているんだ。

　あああと叫び、大だいの字じになる。腕からは血が流れている。なにもすっきりしない。濁にごった膜まくのようなものが僕の視界を覆っている。

　そうか、これか。リデルの目的は。

　あーちゃんや芝しば浜はまを利用して、今度は僕を利用しようってのか。この現実を僕の手で変えさせようというわけか。

　だからあの女を連れてきた。

　僕にとって受け入れがたい現実の象しよう徴ちようであるあの女を。

　つまり、まんまとやられたってわけだな、真ま崎さき直なお人ひと。どうだ、いっちょこの現実をぶっ壊こわしてみるか？　愉ゆ快かいだろうぜ。胸の奥に詰め込んだ吐き気のする物語がリセットされるんだからよ。なあ、そんなもん後ご生しよう大だい事じに抱えてたって仕方ないだろ。目を通す度たびに混こん乱らんしてるようじゃお前の身がもたねえよ。捨てちまえ。そんで真っさらの物語を始めればいいじゃねえか。

　黙だまれよ。

　僕は唾つばを吐き捨てる。バサバサと音を立てて鳥が飛び立った。その向こうから僕の名を呼ぶ声が聞こえた。

　最初は遠くの方からか細く聞こえていたが、次し第だいにその声は大きくなってきた。砂すな地じを踏む音も聞こえてきた。やってくる。それは僕を追ってやってくる声だった。

　僕は身を起こす。

　紗さ耶や香かが深い森の闇やみから抜け出てきた。

「なに、してるんだよ」

　息を切らした紗耶香は木に手をついた。

「どうかしてる、俺おれは」

「それは、なんとなくわかるよ」

　ゆっくりとした足取りで僕のそばにまできて、紗耶香は腰を下ろした。

「汚よごれるぞ」

「いいんだよ」

　僕たちは並んで座ったまま、木々を抜けていく風の音を聞いていた。大きな穴に落ちていくような音だった。

「落とし物だよ」

　紗耶香は僕があの女へ投げつけた財さい布ふを差し出してきた。

「やったんだよ、それは」

「ううん、落としたんだよ、ナオトくんは」

　ずいと財布を押しつけてくる紗耶香。仕方がなく僕は受け取り、懐ふところに滑すべり込ませた。

「なあ、紗耶香」と僕は言った。「僕もよくわからないんだ、自分のことが。自分が他人になっていくみたいって言ってたけど、僕はね、もうすっかり自分が他人なんだよ。僕は演じているんだ。滑こつ稽けいなピエロをさ」

「うん」

　紗さ耶や香かは頷うなずいた。

「どうしてだと思う？」

「難なん問もんなんだよ」

「５秒前、４、３──」

「え、ええ？　そうだ。ナオトくん、ところでいま何時なんだい？」

「わからん。２、１──」

「あうっ、落らく語ごのようにはいかないんだよ！」

「ブブー」と僕は笑った。「正解は、真ま崎さき直なお人ひとになりたかったから」

「どういうことなんだよ？　ちんぷんかんぷんすぎて頭が炸さく裂れつしていまにも死にそうなんだよ」

「炸裂はしてないからね。さらっと怖こわいこと言わないでね」

「……それで？」

　促うながすような目つきを紗耶香はした。

「僕と兄あに貴きってどうかな？　仲良しに見える？」

「話が飛びすぎなんだよ。ちんぷんかんぷんすぎて頭が炸裂していまにも死にそうなんだよ」

「その台詞せりふ気に入ったのかもしれないけど、あんまり他の人には言わないようにね。それで僕と兄貴なんだけどね」

「うん」

「僕たちは異い父ふ兄弟なんだ」
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　紗さ耶や香かは目を大きく見開き、確認するかのように異父兄弟と呟つぶやいた。

「あの女は父とうさんとは違う男とできて、僕を産んだ。はは、昼メロみたいだろ？　そういう人なんだよ、あの女は」

「あの女って呼び方はやめるんだよ」

「女に女って言ってなにが悪いんだッ！」

　思わず僕は声を荒げていた。紗耶香は打たれたような顔をして、ごめんなんだよと謝った。

「いや、悪い。いまはとても不ふ安定なんだ。大きな声を出すつもりなんてなかったんだけど……その……すまない」

「ううん」と紗耶香は首を振った。

「話を続けるけど、それでも最初の頃はなんとかやっていられた。死しに体たいの家族だったけれど、僕たち４人はなんとかやれていたんだ。おかしいと思うだろ？　そうだよ、おかしいんだよ。やがてみんな気づき始めたんだ。これはなにかがおかしいって。そうなったらもうおしまいだ。父さんは気が触れたように働き出して家には帰らなくなり、あの女は外にまた別の男をつくって家に帰らなくなり、兄あに貴きは友達のところを渡り歩いて家に帰らなくなり、僕は１人になった。あるとき兄貴に訊きいてみたよ、どうしてみんな帰ってこないんだって。そうしたら兄貴は言ったよ、全部お前のせいだってね」

「そ、そんな。ナオトくんはなにも悪くないよ」

「あるいはそうなのかもしれない。でも僕は知ってたんだ。自分の父親がこの家の父さんではないことを。酔よっ払ぱらったあの女から聞かされていたからね。だから、兄貴にそう言われてむしろ納なつ得とくした。やっぱりそうなんだって思った。そうして僕は──前に、観かん覧らん車しやに乗ったときにも言ったけれど、部屋に閉じこもって空想ばかりするようになったんだ。理想の僕を」

「理想の僕？」

「そう、望まれて産まれてくるべきだった真ま崎さき直なお人ひとを」僕は肩をすくめる。「そうこうしているうちにあの女は家から完全に出ていったよ。これが決定打だった。砂の上の家族は見事に吹き飛ばされちまったんだ」

「そんなときなんだね、あーちゃんと会ったのは」

「紗耶香もあーちゃんって呼ぶんだな」

　僕はちょっと意い外がいな気持ちになった。

「メル友なんだよ！」

　なぜか紗耶香は意い気き込ごんで言った。

「そ、そう……まあ、あーちゃんと出会って、僕は変わろうと思ったんだ。僕のせいで家族が壊こわれたのなら、僕が元に戻さなくちゃいけない。あのときの僕はそう信じて、みんなを笑わせられるような人間になろうと心がけた。色んなものを参考にした。それはたとえばあーちゃんだったり、わけのわからない本だったり、コメディ番組だったり……そんなものを参考にして僕は僕をつくっていき、気づけば僕という存在が何者であるのかよくわからなくなった。でも後こう悔かいはしていないよ。おかげで僕は兄あに貴きと冗じよう談だんを言い合えるようになったし、父とうさんだって僕たちのことを考えるようになってくれてさ、そのせいで仕事が疎おろそかになって飛ばされちまったけど、それでも僕たちは回かい復ふくしているんだ。なのに────」

　僕は雑ざつ草そうを毟むしり取った。

「なんでいまさら現れるんだ！　リデルが呼んだ？　そうかもしれねえけど、のこのこついてきたのはあいつだろ！　なにしにきたんだ。俺おれに会ってあいつ、どうするつもりだったんだよ。また壊こわそうってのか。俺がつくり上げてきたもん全部あいつがまた壊しちまうのかよ！」

　叫んでいるうちにどうしようもないほど感情が乱れてきて僕はまたもや逃げ出そうとした。立ち上がってこの場から走ろうとした。

　けれどもそんな僕の肩を摑つかみ、紗さ耶や香かは目め一いつ杯ぱい抱き寄せた。

「もういいんだよ」

　包み込むような優しい感かん触しよくが伝わってくる。

「もう頑がん張ばらなくてもいいんだよ」

　もしかすると僕は、ずっとその言葉を待っていたのかもしれない。

　頑張らなくていいと、お前はよくやったと誰だれかに言って欲しかったのかもしれない。

　誰か。

　脳のう裏りに瘦やせ細ったあの女の姿すがたがよぎる。

「ねえ」僕の声は震えていた。「僕はあいつが嫌きらいなんだ。憎にくいんだ。でもこんなこと他の誰にも言えない。だってみんなはこう言うんだ。親を大切にしろとか、産んでくれたことに感謝しろとか。クソ食らえ！　誰が頼んだ？　勝かつ手てに産み落としておいて、そのくせ飽あきもせず女をやっててさ、そんな相手に僕は感謝しないといけないのか。不ふ義ぎの息子むすこに産んでくれてありがとうって言えばいいのか？　バカにすんなよ！　なんで憎んじゃいけないんだ？　教えてくれよ紗耶香、どうして親を憎んじゃいけないんだ？　子どもは親がなにしようと感謝の気持ちで受け入れなくちゃいけないってのか？　ふざけんなよ……」

「もういい、もういいんだよ」

　紗耶香は泣き喚わめく子どもをあやすように僕の背中をさすった。

　いままで誰にも言えなかったことをすっかり打ち明け、僕はなんだかすっきりしていた。彼女の温かさの向こう側にあの女の影がちらついて見えたが、僕はかぶりを振って温かみの中にまどろんだ。

　そうして、はっと気づいた。

　僕はこうなることがわかっていた。

　他人に打ち明けようものなら、軽けい蔑べつかあるいは拒きよ絶ぜつに近い反応をされてもおかしくないことを、こうも容易たやすく紗さ耶や香かに洗いざらい白はく状じようしたのは、僕だけにはわかるからだ。

　紗耶香の考え方、紗耶香の心の動き、それらすべてを僕は把は握あくしている。確かに理解のできない行動を取ることがあるが、僕が自分自じ身しんの過去や思いをぶちまけたときの紗耶香の反応ぐらい予想ができる。

　出来レースだ。

　僕は甘えたかっただけなんだ。

　紗耶香なら受け入れてくれる。優しい言葉をかけてくれる。僕はそれを理解している上ですべてを話した。紗耶香に逃げ込むために。

　そう、彼女は僕の理想であり、僕の発想をもとにしてつくったものだから、僕を拒こばむなんて基本的にはないのかもしれない。

　だとするなら、これは正しいことなのだろうか。

　紗耶香に甘えて現実から目を逸そらしているだけなんじゃないのだろうか。

　木々の隙すき間まから空が覗のぞけた。

　真まっ暗くらな空は異い様ようなほどに高かった。







　僕は、間違っているのだろうか。
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　髪かみを切った方が走りやすいんじゃないのか。

　そう言われて、あたしは髪を切った。翌よく日じつ学校に行ってみると、根ね暗くらな感じが吹き飛んだなとあの人は子どものように笑った。

　あの人。

　真ま崎さき直なお人ひと。

　みんなからはナオトと呼ばれている。あたしもナオトと呼んでみたら生なま意い気きだと言われた。

「な、なんで生意気なん？」

「うるしゃいうるしゃい！　あのな藤ふじ村むら、仮にも教えを請う相手に対してナオトはないだろナオトは」

「だったらなんやったらええの？」

「なんやったらってお前……ああほら、お前が前に住んでた地域って、先せん輩ぱい的てきな人間のことを『兄にいさん』とか『姉ねえさん』とかって呼ぶんだろ？　それでいいよ。ナオト兄さんにしろ。俺おれはお前よりもこの学校では先輩なのだ」

　ひ、ひどい偏へん見けん。

「そういう呼び方すんの、お笑いの人だけやん」

「ごちゃごちゃやかましいわ、お前の人生だって似たようなものだろ！」

「全ぜん然ぜんちゃうよ！　それに、そもそもナオトおないやんか。先輩ちゃうやろ」

「おない？」

「ああ……同い年」

「わっけのわからん略りやくしかたをしよってからに。それもなにか、方ほう言げんか」

「えっ、そうなん？　共通語ごやないの？」

「…………よくは知らんが……だいたいな、郷ごうに入っては郷に従えという言葉を知らんのか。いつまでたっても地方丸まる出だしの言葉遣つかいよって。この間なんてな、藤村が『あ、これなおしといて』っていうから、どこも壊こわれていないホウキを一生懸けん命めい修理するハメになったんだぞ。おかげで、分ぶん解かいして一から組み立ててしまったじゃないか。しかもただ組み立てるだけじゃ物もの足たりなくなって高たか枝えだ切きり鋏ばさみみたいに自在に伸しん縮しゆくする機き能のうをつけちまってさ、俺、ちまたでホウキ博士はかせって呼ばれてるんだぞ！　どうやって責任を取ってくれる!?　お前がちゃんと『ロッカーに戻しておいて』って言ってればこんなことにはならなかったんだ」

「しょうがないやん。抜けへんねんから」

「確かお前、その言葉遣いを気にしてあんまり喋しやべらないようにしてたんだよな？　なのにどうしていまは当たり前のようにべらべら方言で喋ってるんだ？」

「べっ、別にええやんか」

　あのときのあたしは、ちゃんと答えることができなかった。

　ナオト兄さんといっぱい話がしたいから、方言なんて気にならなくなったって答えられていたら、もしかするとなにか変わっていたのかもしれない。

「よかないわボケ！　藤ふじ村むらがいけしゃあしゃあと方ほう言げん使うもんだから、俺おれにまでお前んところの言葉がうつってきたんだよ。そのせいでそこら辺のバカどもに、なんか俺とお前が……まあいい。とにかくな、金こん輪りん際ざい俺の前で方言使うなよ。もし使ったら絶ぜつ交こうだからな」

「ええー」

「ええーやのうてはい言わんかい！」

「ナオトナオト、めっちゃ方言やから」

「だからナオトに・い・さ・ん！　そして兄にいさんには敬けい語ごを使え」

　とにかく変なところにこだわる変な人だった。

　けれどもあたしは、最初こそ嫌いやがるものの、結局ナオト兄さんの要求をことごとく受け入れていった。朝起きるのが苦にが手てだから７時きっかりに電話してこいと言われれば、６時には起き床しようし、今日きようはなにを言おうかあれやこれや考え、７時きっかりにナオト兄さんにモーニング・コールをかけた。

　そういえば、もっと変な要求されたことがある。

　あれは確か、部活の練習中ちゆうにあたしが足首を痛めて保健室しつに行ったときだ。たいした怪け我がではなかったんだけど、念のため病院で診みてもらった方がいいということになり、保健の先生が車を手て配はいしに出ていった。

　することがなくてベッドに腰をかけてぼんやりしていると、ナオト兄さんがしきりに周囲を窺うかがいながら潜せん入にゆう調査員いんのように保健室へ入ってきた。

「……誰だれもいないのか、オーバー？」

「いまはいないっすよ、オーバー」

　それでもナオト兄さんはキョロキョロしていて、落ち着かない様よう子すであたしの隣となりに座った。ナオト兄さんはちらっとあたしの足首を見て、おほんと咳せき払ばらいした。

「あのー、なんだ……あ、そういえばお前が前に住んでたところって、お笑いの聖せい地ちなんだよな？」

「やだナオト兄さんたら、あったしにメロメロだからってそんなことまで調べたん？」

「聞くところによると、伝でん統とう芸げい能のうと呼んでもいいあの喜き劇げきを上じよう演えんしている劇げき団だん本ほん拠きよ地ちの近くなんだって？」

「えっ……やだホントに詳しい……怖こわくなってきた…………」

「ということで真ま穂ほ、いっちょ知り合いからその喜劇が録画されたＤＶＤを送ってもらえ。どうせいっぱいあるんだろ？　噂うわさによるとお前んところの地域の人間は、その喜劇を見てボケとツッコミを学んでいくらしいじゃないか」

「うーん……まあ、当たらずとも遠からずって感じっすけど。でもどうして、そんなＤＶＤが欲しいんすか」

「参考になるのは多ければ多い方がいい」

「へ？　ナオト兄にいさん、芸げい人にんになるんすか」

「……うんまあ、そんなものかな」

　それだけ言うとナオト兄さんは保健室しつから出ていった。

　いまならわかるけど、彼はあたしの怪け我がを心配してきてくれたんだ。だから後ご日じつ、言われたとおりに知り合いからＤＶＤを送ってもらい、ああ、ナオト兄さんに喜ぶだろうなあとウキウキしながら渡したら、なんだこのゴミは！　って言われちゃったんだ。その場しのぎの噓うそだったのかもしんないけれどさ、せめて覚えておこうよ。

　でも翌よく日じつ、思いがけないことが起きた。

　朝、いつもの時間に電話したのにまったくナオト兄さんは電話に出なくて、あれ、どうしたんだろう、って思いながら学校に行くと、ホームルームが始まる直前になって彼は教室に入ってきた。目に隈くまをつくって、こころなしか頰ほおがこけていた。

「ど、どうしたんすかナオト兄さん！」

　あたしが駆かけよると、兄さんは頼りなく手を振ってみせた。

「全部……見た…………」

「へっ、なにをすか」

「お前に……借りた、ＤＶＤ…………」

　ちなみにあたしは46本ＤＶＤを貸した。送られてきた小こ包づつみをそのまま渡したのだ。どうやってナオト兄さんが一晩で全部見みたのかはいまだに謎なぞ。

「最初は……少しだけ見るつもりだった……だけど、俺おれは…………出会っちまった」

「な、なにに？」

「神に」

　あたしは一歩引いた。

　突然神かみに出会ったとか言い出すこの人怖こわい。めっちゃ怖い。

「へっ、へへへっ……昔のコメディーだと、高たかを括くくっていたが…………まさかあんな……あのような神がおわすとは……な………………」

　彼は気力を使い果たしたのか、その場に倒れ込んだ。

「ナ、ナオト兄さ───ん！」

「……ま……ま……」

「ま？」

「眉まゆ毛げ……ボーン…………」

　それ以来ナオト兄さんは、あたしが前に住んでいた地域でも比ひ較かく的玄人くろうとが好む眉毛ボーン師し匠しようを敬けい愛あいするようになり、意味のわからない言げん動どうに拍はく車しやがかかった。やっかいなものをプレゼントしちゃったなあ、とあたしは素す敵てきに可愛かわいく頭をかいてみせるが、まあなんすかね、ナオト兄にいさんが嬉うれしそうだから、これはこれでいいっす。

　ふふ。

　ホント、変な人。

　でもあたしに魔ま法ほうのようなすごいものを見せてくれた人。

　そういう大切な、やっかいな人。それが真ま崎さき直なお人ひと。
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　僕は『設せつ定てい集しゆう』を閉ざす。

　カーテンを抜けて朝の日ひ差ざしが入り込んでくる。宮みや野のは大だいの字じになって眠っていて、ハギーさんはまるで死者のように胸むな元もとで一いち輪りんのパンジーを握り締めながら安らかに眠っている。僕はといえば布ふ団とんの上であぐらをかき、紗さ耶や香かのことを考えていた。狭い男おとこ部屋は僕ら３人の布団を敷いただけでもうスペースがなくなっていた。

　昨さく晩ばんのことを思い出す。
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　みんなは僕が大声を出しながら走っていたのを、恐きよう怖ふで取り乱していたと勘かん違ちがいしてさんざん僕のことを冷やかしてきた。なぜか真ま穂ほは、サーカとはなにもなかったんすか？　と妙みような質問をしてきた。なにもなかったとは言えないので曖あい昧まいに答えておくと、不ふ思し議ぎなぐらいそっけなく、そっすかと言って僕から離れていった。

　あの女の姿すがたはどこにもなかった。リデルもいなかった。僕はどこかほっとした気持ちになって旅館へ引き上げることにした。

　そしていまのいままで『設定集』とにらめっこを続けていた。

　結局、僕の泣き言に付き合わせてしまったが、昨晩の一件で紗耶香には設定と心がズレを起こしているという問題が明らかになった。

　この問題を僕なりに解決しようと思ったのだが、一体どんな設定を追加すればいいのかまるでわからない。

　それに新しい設定を追加するってのは、いまの紗耶香の心を踏みにじることになる。もう僕はそんなことをしたくない。絶対にしたくない。芝しば浜はまに顔かお向むけできないしな。

「……とはいっても」

　僕は溜ため息を吐いた。

　設定と心のズレも大きな問題であるが、僕はそれ以上の問題があることを知ってしまったのだ。

　それはつまり、紗さ耶や香かが僕によってつくられたキャラクターであるということだ。

　誤ご解かいがないように言っておくが、紗耶香の存在について疑問視ししているわけではない。彼女は生きているし、ここに存在している。これは間違いのないことだ。

　問題なのは、昨日きのう紗耶香は僕のことが気になると言ったことだ。思い返せば返すほど、彼女は明らかに僕に好こう意いを抱いている。僕だって紗耶香に好意を抱いている。はっきり言えば好きだ。

　端はたから見れば、うまくいきそうな２人なのかもしれない。

　でも、うまくいってはいけないのではないか。

　彼女は僕の理想を具ぐ現げん化かしたもの。ポンコツ具合も改かい善ぜんされ、多た少しよう設定とは違った成長を見せてきたが、それでもやはり彼女は僕の設定を基本としている。

　そんな彼女と付き合ったり、恋こい人びとごっこの真ま似ねをして彼女の優しさに甘えるのは、本当に正しいことなのだろうか。

　明確に答えることはできない。でも、なにかがそれは違うと僕に訴えかけている。

「困ったもんだ」

　腕から痒かゆみがした。昨日搔かき毟むしった皮ひ膚ふがかさぶたをつくっていた。濃い紫むらさき色いろをしていた。爪つめを立てぺりっと剝はがす。澱よどんだ血が出てきて、けれども流れはせず球きゆう体たいをつくるように膨ふくらんだ。じんじんとした痛みが伝わってきた。僕のようなヤツだって生きているんだなと思った。

　ファンファン、と外からクラクションの音が聞こえた。

　カーテンを開け旅館の入り口付ふ近きんを覗のぞくと、クリーム色の軽けい自動車が停まっていた。どうやらキタちゃんがやってきたようだ。

　僕はパンパンと両頰ほおを叩たたき、気持ちを切り替える。

　せっかくキタちゃんがきたというのに旅館は朝の微睡まどろみの中にあって、ひっそりと静まり返っている。会長がいれば我われ先さきに出迎えに行くんだろうけど、５時ぐらいに旅館から高たか笑わらいとともに飛び出していったからなあ。日課の早朝ランニングらしいけど、こんなところにきてまですることはないのに。

　むろん仲なか居いさんが出迎えに行くことなんてない。そもそもこの旅館には仲居さんなるものがいないのだ。気のいい老ろう夫ふう婦ふが個人経けい営えいしているだけで、この時間帯は朝食の準備に追われている。とても手が空あいていない。

　朝食か。そういえばお腹なかがペコペコだ。確か今け朝さのメニューは焼き魚と味ノリと納なつ豆とう、それに豆とう腐ふが入ったみそ汁しるだったな。合宿っぽい朝食だ。やべっ、すんごいお腹が空すいてきた。

　仕方なく僕は立ち上がり、浴衣ゆかたのまま１階に降りた。

　さっさと出迎えをすまして朝食にありつくことにしよう。それに会長不ふ在ざいであれば副ふく会長たる僕が職しよく務むを代だい行こうせねばなるまい。やれやれ、すっかり副会長に馴な染じんでいる自分が恨うらめしい。

　年代を感じさせる玄げん関かんの扉とびらをガラガラと開ける。夏の日差しが眩まばゆく流れ込んでくる。僕は思わず目を細め、手で光を遮さえぎった。

　逆ぎやつ光こうを背に３人の誰だれかが立っている。ぼやけた視し界かいの中でその３人が女性であることはなんとなくわかった。

　なんだ。一体誰だ。

　やがて視界のピントが合っていく。はっきりと誰であるのかわかってくる。

　そう、僕の目の前に立つ３人組とは────

「えっへっへ、なっくん。きちゃったの」

　アホ全開の笑顔を浮かべて立っているキキ。両隣どなりにはこれまた太陽も驚いて隠かくれてしまいそうな笑顔を浮かべているあーちゃんと百もも乃の。３人の後ろには困ったように頭をかくキタちゃんの姿すがたがあった。

　夢の組だ。あーちゃんとその他アホな仲間でお馴な染じみの夢の組だ。
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　彼女たちは大きな旅行鞄かばんを持ち、いつもの開かい星せいの制服ではなくそれぞれに夏の空がよく似に合あう私服を着ていた。特にあーちゃんは七しち分ぶ丈たけの太めのデニムを穿はき、Ｔシャツのゆるく開いた首くび元もとからタンクトップが見えているまさにボーイッシュなスタイルで、夏の活気を見事に感じさせてくれる。首に巻いているストールもよく似に合あっている。

　うんうん。それになんというか、あーちゃんは信じられないぐらい細いから、ボーイッシュな格かつ好こうをすると逆に可愛かわいく見えるというか、そのアンバランスさが少女期きを芸術的てきに表現しているというか…………

　僕の太陽のように熱い視線に気づいたあーちゃんは、うん？　と首を傾かしげた。大おお粒つぶの瞳ひとみが僕を射い抜ぬく。あーちゃんのなめらかな髪かみが静かに流れた。

　なんてことだ。魔ま物ものだ。夏の魔物が現れちまったぜ。なんかアホっぽい顔したチビと隠れ巨きよ乳にゆうもいるが、まあそんなことはどうでもいい。あんなに紗さ耶や香かのことや自分のことやあの女のことで思い悩んでいたのに、それら悩みのすべてが光によってかき消されていくようだ。

　ってそうだ。なんでだ？　なんでこいつらがここにいるんだ？

「いやー、それにしてもしみったれた旅館ですねー。本当にここ旅館なんですかー？　一般民みん家かを不ふ法ほう占せん拠きよしてるんじゃないんですかー？」

　百乃は中を覗のぞき込みながら失礼なことを口走る。

「ナオトくんがそんなことするわけない」

　むっとした表情をしてあーちゃんは百乃の腕を引っ張った。すると百乃は目にもとまらぬ速さでデジカメを鞄かばんから取り出し、眉まゆを上げるあーちゃんを激げき写しやした。そして百乃は、あはーん、夏の思い出ゲット──ッ！　などとわけのわからんことを叫び、さらにあーちゃんを激写しようとするのだが、あーちゃんは手でデジカメを押さえ揉もみ合いになった。

　僕を置き去りにして騒さわぎ出す夢の組。どうしよう、展開についていけない。

「なっくん、なっくん」

　啞あ然ぜんと口を開けている僕の手をキキが引っ張った。

「アタシたちがきて嬉うれしい？　嬉しいの？」

「いや、そもそもどうしてお前らがここに……？」

「それはですね、真ま崎さきさん」

　やいのやいのと腕を振り回すあーちゃんをグイと押しやりながら、百もも乃のはもったいぶった様よう子すで咳せき払ばらいした。

「実はワタシたち、真崎さんたちが合宿をすると小こ耳みみに挟みましてね。しかも海に行くっていうじゃないですかー、なんか楽しそうじゃないですかー、だからワタシたちも交ぜてもらおうと思いましてねー」

「そこの先生を襲おそったの」

　物ぶつ騒そうな言葉を平へい然ぜんとキキは言った。

「まーそうだなー、襲われたなー」

　キタちゃんも平然とカミングアウトをした。

「うん、確実に襲ったな」

　あーちゃんも平然と繰り返す。

「いやいやいや、あっけらかんとなに言ってるんだよ！」

「落ち着いてくださいよ真崎さーん。ワタシたちはですねー、要するに襲うか襲わないかの岐き路ろに立ち、襲おそう道を選んだだけなんです。わかってくれましたかー？」

「わかってもらう気ないだろお前」

「ごちゃごちゃめんどくさいヤツだなあ」

　キタちゃんは本当にめんどくさそうな顔をした。キタちゃんの身を心配しただけなのに、そんな顔されちゃうと僕傷きずつくな……

「だからなあ、車に乗り込もうとしたらさー、どこからともなくこいつらが現れてさー、調べはついているとか言われてさー、合宿所じよまで連れてけって要求してくるしさー、ああもうこいつら絶ぜつ対たい真ま崎さきの仲間だって先生思おもった。断ったりしたらめんどくさいことになると一いつ瞬しゆんで理解したね」

「それで要求のまま連れてきたと？」

「だってめんどくさいの嫌いやなんだよー」

「こいつら連れてきたら余よ計けいめんどくさくなるでしょうに」

「……まあー、実際ここくるまでも大変だったからなー」

　じんじんと照りつける太陽にうんざりした表情を浮かべながらも、キタちゃんはかいつまんでこれまでの珍ちん道どう中ちゆうを語って聞かせてくれた。

　結けつ論ろんから言うと、キタちゃんの到着が遅れたのは夢の組のせいらしい。

　無む理りやり合宿所に連れていくようせがまれ、仕方なくキタちゃんは車を発はつ進しんさせた。だが、問題はすぐさま起こった。

　そう、発車して数分後ごにキキが車くるま酔よいをしたのだ。どうやら合宿地ちの観光ガイドを読み耽ふけっていたらしい。なんともアホっぽい。おかげでキタちゃん一いつ行こうは路ろ肩かたに車を停め、しばらく時間をやりすごすことになったのだ。

　もちろんそれだけじゃない。他にも、腹を空すかしたキキがスナック菓が子しを食べ散らかし、あんまりにも食べかすをまき散らかすものだから、ちょっとこれは掃そう除じしないといけませんねーと百もも乃のが提案し、夜のパーキングエリアで車しや内ない掃除をするハメになり時間を取られたこと。助手席せきに座っていたあーちゃんが、ガム食べるか、とちょうどキタちゃんが眠くなるタイミングに眠ねむ気け覚ざましのガムを勧めてきたこと。あるいはあーちゃんが後こう部ぶ座ざ席せきを眺ながめ、すやすやと寝ね息いきを立てるキキにそっと微笑ほほえみかけたこと。などなど、様々なことがあったようだ。

「そんなわけで、もうめちゃくちゃ大変だったんだかんなー」

「うん、あーちゃんめっちゃいいお母かあさんになりそう」

「そうなのか」

　あーちゃんは幼い声を出した。

「私はいいお母さんになりそうか」

　興きよう味みがあるのか、あーちゃんはつま先で立って顔を寄せてきた。豊かに花の色をたたえた顔に、木の葉の影が揺れ動いている。澄すみ渡るほどに綺き麗れいだった。セミの鳴き声が、はっと止まったような気がした。

「どうかしたか」

「べっ、別になんでもないんだからね！」

　逃げるようにあーちゃんから顔を背そむけると、ちょうど食堂から出てきたリデルが視し界かいに入った。

「な……っ！」

　急に百もも乃のは声を上げた。その声がわりと大きな声だったのでリデルは僕たちに気づき、すっと目を細めたかと思うと、玩具おもちやを見つけた子どものように笑った。無む垢くさと残ざん酷こくさが入り交じった笑えみ。血の気が引きぞわっと鳥とり肌はだが立った。

「わたしに会うなりひどい顔をするのね」

　足音ひとつ鳴らさずにリデルは僕の方へとやってくる。

　踵かかとを地に着け、あーちゃんは肩まで伸びた髪かみをふわりと浮かしリデルへ顔を向ける。その大きく丸みのある目は複雑な色に染そまっていた。警けい戒かいするような、懐なつかしむような、一いち概がいには言い表せない目だった。

「昨日きのうのことまだ怒っているのかしら？」

　リデルはそんなあーちゃんのことなどまるで視し界かいに入らないかのように、僕にだけ言葉を投げかけてくる。

「……別に」と僕は言った。「あんなこと、なんでもない」

「強がるのね。まるで子どもみたい」

　すっかり僕のそばにまできていたリデルは身長差さのせいで見上げるようにしていながらも挑ちよう発はつ的てきな眼まな差ざしを向けてきた。長い睫まつ毛げが印いん象しよう的だった。

「よせよ、俺おれに惚ほれると怪け我がするぜ？」

「ふふふ、そんなにピエロが気に入ってるの？」

「こういう生き方をずっとしてきたもんでな、急にやめられねえんだよ」

「そう……滑こつ稽けいなものね」

　真まっ白しろな指を唇くちびるに当て、リデルは艶つやっぽく微笑ほほえんだ。

「意味深しんな会話ですねー」と百乃は腕を組みながら言った。「あのーほら、壮そう大だいな計画を立てている野や心しん家かとその副ふく官かんのような会話ですねー」

「……そうね、あなたたちもいたのよね」

　リデルは興きようがそがれたように夢の組３人を眺ながめ、そして百乃と目が合うなり心しん底そこ嫌いやそうに顔を歪ゆがませた。

「でも、あなたはいらないわ。なぜここへきたの？　不ふ愉ゆ快かいよ」

「再会早そう々そうひどいですねー、鬼おにですねー」

「黙だまりなさい。あなたの品のない声を聞くだけで胃い酸さんが逆ぎやく流りゆうしそうだわ」

「あはーん、どいひー。相変わらずの女王様キャラにワタシ鼻はな血ぢ出そう──っ！」

　興こう奮ふんした百もも乃のがあーちゃんのとき同どう様ようリデルを激げき写しやしようとする。突きつけられるデジカメを、やめなさいとリデルは払った。そのはずみにリデルの長いツインテールが百乃の顔面にペシンとヒットする。だが百乃はくじけることなくまたもやデジカメを突き出すのだが、やめなさいとリデルに払われツインテールにペシン！　となる。

　奇き妙みようというか間の抜けた戦いだった。放っておけばいつまでも２人はそんな抗こう争そうを続けていそうだった。そんな折、キキがテンション高くうわああとか叫びながら、百乃を押しやってリデルの体へ飛び込んだ。

「久し振りなの！　会いたかったの、ありすちゃん！」

「や、やめなさい」

　リデルは振り払おうとするのだが、スッポンのように食らいつくキキを離すことはできなかった。いつもの余よ裕ゆうある表情を崩くずし、リデルはホントに困ったように眉まゆをひそめていた。

　ていうか、ありす？

　えっ、もしかしてホントにアリス・リデルが名前なの？　うわ、噓うそ、やだ……真ま名なってやつじゃん……正しよう真しん正しよう銘めいの中ちゆう二に病びようじゃん……そんな中二病にいいように弄もてあそばれる僕って最悪じゃん……もう終わりじゃん……なんか突とつ然ぜん核かく戦争が勃ぼつ発ぱつして世界滅ほろびたらいいじゃん…………

「ありすちゃ～ん、ずっとどうしてたの？　全ぜん然ぜん会いにきてくれなかったから寂しかったの」

「離れなさい」

　きゃっきゃっと笑えみをこぼし、キキはリデルにしがみついている。なんだかリデルも満まん更ざらではないように見えた。仲いいのか、この２人。ていうか────

「おいリデ公こう、お前こいつらと知り合いなのか」

「リデ公……」リデルはむっとした表情を浮かべる。「程てい度どが低いのも行きすぎると他人を不ふ快かいにするものよ。わからないの？　彼女たちは物語行為の子ナラシオンでしょう？」

　キキにしがみつかれながら、リデルはやれやれと溜ため息を吐いた。

「アタシたちに物語行為ナラテイブをくれたのはありすちゃんなの」

　えへへ～、と締まりのない笑みを浮かべるキキ。

「なるほどね」

　僕はあーちゃんに視線を向ける。するとあーちゃんは僕の視線に気づき、大おお粒つぶの瞳ひとみを開いてどうかしたのかと尋たずねてくるように首を傾けた。

　そうだ。

　あーちゃんに鋼こう鉄てつの物語なんていうクソみたいなものをつくらせたのはリデルだ。僕だって紗さ耶や香かの物語をつくる前にこいつと出会っている。だとするなら、他のキキや百乃と出会っていたって不ふ思し議ぎじゃない。

「まー、そういうわけなんですけど……」

　百もも乃のはキキの両脇わきを摑つかみ、リデルから引き離した。

「ところでどうしてあなたがここにいるんですかー？　いくら主しゆ宰さいが３歩あるいたら過去のこと全部忘わすれちゃうバカ頭だからって、まーた変なことさせる気ならワタシは黙だまっておけませんよー？」

「バ、バカ頭じゃないの！　チョーいい感じの頭なの！」

「主宰ー、ホントにバカみたいですから黙ってましょうねー？」

　朗ほがらかな微笑をたたえながらも、鋭い輝きが瞳ひとみの奥にあった。リデルもリデルで凍いてつくような微笑を浮かべる。

　なんか、怖こわい。事情はよくわからんが女の戦い怖い。

「真ま崎さきよー、さっきからなんなんだー？　先生、早く中に入ってダラダラしたいぞー。クーラーガンガンにつけて真まっ昼ぴる間まからキンキンに冷えたビールをガブガブ飲むんだー」

　キタちゃんは働き疲れたサラリーマンが思い描く理想の休日の過ごしかたを求めているようだ。

「ああ、そうだ……こいつ、俺おれのいとこってことになってるんだけど、実際は単なるバナナマンのおっかけ────」

「よろしく、喜き多た嶋じま先生」とリデ公こうは僕の言葉を遮さえぎって、キタちゃんに挨あい拶さつした。

「いとこ？」とあーちゃんは言った。「そうだったのか。知らなかった。びっくり仰ぎよう天てんだ。でもよく見ると、目め元もとの辺りが似ているな」

「よく言われるわ」

　満足そうにリデルは腕を組む。

「〝同どう化か〟ですねー」

　百乃はキキを守るように背後から腕を回して抱き寄せた。

「ひゃくちゃん、なっくんとありすちゃんいとこなんだって。すごいの、世せ間けんは狭いの！」

「そうですねー」

　棒ぼう読よみで百乃は言った。百乃には〝異い化か〟がある。だから〝同化〟の影えい響きようを受けないため、わざわざ僕のいとこという設せつ定ていをつくってこの場に溶け込もうとするリデルに不信感かんを強めたのだろう。

「そう怖がらなくてもいいのに、ねえ？」

　リデルは僕に微笑ほほえみかけ、悠ゆう然ぜんと背を向けた。

「それとキキ？」

「なにありすちゃん？」

　なんの感情も読み取れない光のない目をちらとキキに向ける。

「私はリデル。もうその名で呼ばないで」

　それだけを言い残し、リデルは立ち去っていく。キキは怒られたと思ったのか、しゅんとしていた。

「気にするな」

　あーちゃんがポンとキキの肩を叩たたいた。

「あの人は中ちゆう二に病びようなんだ」

　……ああ、あーちゃん。

　そのネタ、さんざん僕がやっちまったよ…………

「……なんだ、違ったか。最近インターネットで覚えて、いつか言おうと思ってたんだが……白はく状じようすると自信があったんだが…………」

　僕がげんなりした表情を浮かべていると、あーちゃんはおろおろし始めた。あーちゃんなりに渾こん身しんの一発だったようだ。

「よくわからんがー、まあ、適当になー」

　キタちゃんは僕の横を抜け、そそくさと中に入っていった。

「真ま崎さきさん」

「うん？　どうした百もも乃の？」

「おはようパンジィィィッッ！」

「あの人がどうしてここにいるか、ちゃんと説明してもらってもいいですか」

「俺おれもよくわかってないんだけど……」

　僕はうーんと腕を組む。途と中ちゆう２階からハギーさんの意味不ふ明めいな叫びが聞こえた気がするが、まあそれはどうでもいい。みんなスルーしているのだから、敢あえて僕がツッコむことはないだろう。

　百乃は真剣な面おも持もちで僕の二にの句くを待っていた。なにか過去にあったみたいだし、リデルのことが気になるのかもしれない。

　しかし、そろそろ言わせてもらってもいいだろうか。

「……メシ、食ってもいいか」

　僕の腹はぐうと鳴った。







　僕だけではなくキキたちも朝食を取っていないということだったので、現実会かいと夢の組はともに朝食にありつくことになった。

　会長が反発すると思っていたのだが、ライバル関係にあると少なくとも会長は信じて疑わない夢の組が僕らの合宿に参加することには好こう意い的てきで、意い外がいにも和なごやかに僕らは朝のひとときをすごした。ともに合宿で切せつ磋さ琢たく磨まし、互いにレベルアップすることこそが演えん劇げき界かいの発展に繫つながると会長は言っていた。なるほど、前回の件ですっかり会長は夢の組を認めているようだ。それが夢の組にとっていいことなのかには首をひねざるを得ないけれども。

「泣きそうよ」

　カリッと芝しば浜はまはたくあんを囓かじった。指定されているわけではないのにまたもや僕の隣となりでご飯はんを食べている。

「どうして？」

　そう訊きき返すよう促うながされているような気がして、形だけの質問をしてみた。

「昨日きのうの肝きも試だめしのことだけど」

　箸はしを置いて芝浜は遠くを見つめた。

　そういえば肝試しって昨さく晩ばんの出来事だったんだよな。なんか色々あって印いん象しようが薄れてきてたけど。

「私、迷まい子ごになってたのよ」

「ああ、それで俺おれが戻ってきたとき、お前いなかったのか」

「ええ、まあ。私は黙だまって深い夜の闇やみを歩いてて……あの森の中って不ぶ気き味みだったでしょ？　私、ああいう不気味な場所って嫌いやなのよ。でも頑がん張ばらなくちゃいけない。年下のリデルちゃんがいるんだから私が怖こわがってどうするのよ、頑張れ私！　と自分を励はげましたわ。そして私は振り返り際に手を差し伸ばして、安心していいわよ、幽ゆう霊れいとかお化ばけとかが出てきても私がなんとかするから、って言ったのよ。誰だれもいない空間に向かってね。つまり、私はリデルちゃんとはぐれていたのよ。ホントに頑張ってよ私……って感じね。結局、私は深い森の奥で１人きり。リデルちゃんの名を呼んでみてもなんの返事もない。怖くなったわ。恐きよう怖ふして、恐怖して、とうとう私はこう呟つぶやいたのよ……がちょーんって」

　なぜそこでがちょーんをチョイスする？

「きゃははっ」と僕たちの前に座るキキは笑った。「ねえねえひゃくちゃん、がちょーんだって。芝浜ちゃんがね、がちょーんなの。きゃははっ、赤がちょーん、青がちょーん、芝浜がちょーんなの！　がちょぉ──んなの！」

　なにが面白いのかさっぱりわからないが、キキは目め尻じりに涙を溜ためながら大おお笑わらいした。

「ねえもう１回なの！　もう１回がちょーんって言って欲しいの」

　キキは机に手をついて身を寄せてきた。

「あーもー主しゆ宰さいったらー、芝浜ちゃんが迷めい惑わくしてるでしょー」

　百もも乃のはなんとかキキを座らせようとする。けれどもキキは「やだやだ」と言って腕を振り回した。ホントに子どもそのものだった。

「……」

　困こん惑わくしたかのように芝浜は視線を漂わせていたが、やがて意を決したかのように口を開いてキキのリクエスト通りに言った。

「がちょーん」

「あ、２回目はたいして面白くないの」

「お前それはあんまりだからな！」と僕はキキに向かって叫んでいた。

　そんなふうにして雑ざつ談だんを交えつつ、僕らは和わ気き藹あい々あいと食事をした。キキが納なつ豆とうの糸に絡からまって混乱したり、百もも乃のとリデルが冷たい笑えみの応おう酬しゆうを繰り返したりしていたが、まあ、たわいもなく楽しい時間だったと思う。

　けれどもそこに真ま穂ほの姿すがたはなかった。

「で、ここにありと」

　沖おきの方でサーフィンをしている数名以い外がい、ほとんど人の気け配はいがない浜はま辺べを真穂は走っていた。

　砂すな浜はまという走りにくい足場でも、フォームは一切崩くずれない。体が伸びていくように前へ、前へと駆かけている。

　久し振りに走る真穂を見たせいか、僕はうかつにも言葉を失って見とれていた。

　どれぐらいそうしていたのだろう。

　時間を忘れて眺ながめているうちに真穂の速度は落ち、そして、ふいにばたんと倒れた。脚あしを捻ひねったのかと思い慌あわてて駆かけ寄ってみると、真穂は落ち着いた様よう子すで空を見上げていた。手を額ひたいに当て、光を遮さえぎるようにしていた。

「なにやってるんだよ、お前」

　脚をちらと見るが怪け我がをしているわけではなさそうだった。

「……見てたんすか」

　真穂は僕を見ずに訊きいてきた。

「ああ」

「そっすか、見られてたんすか」

「まずかったのか」

「まずいことはないすけど」

　一ひと拍びよう子し置いて、真穂は僕を見た。

「嫌いやっしょ、ナオト兄にいさんは？」

「なんでお前が走ってるのを俺おれが嫌がるんだよ。むしろ、じゃんじゃん走れ。お前は俺の弟で子しだからな。弟子の成長は師し匠しようとして感かん慨がい深いものがあるのだ」

「そんなことできるわけないっすよ」と真穂は言った。「ナオト兄さんが誰だれよりも頑がん張ばってたの、あたしは知ってるから」

「どういうことだ？」

「あたしは走れないってこと」

　真穂は立ち上がると砂を払い落とした。そして、話は終わりだと言わんばかり僕の脇わきを抜けようとしたそのとき、突とつ然ぜん真穂は、へっ!?　と素すっ頓とん狂きような声を上げ、誰かが駆け寄ってくる足音が聞こえて────

「ナーオトく──ん！」

　突とつ然ぜん僕は何者かに背中から抱きつかれた。背後へ顔を向けると、そこには紗さ耶や香かの満まん面めんの笑えみがあった。

　紗耶香は抱きつくというよりも、むしろ負ぶさってきて、えへへと笑っている。

　あれ？　なにこの展開？

「な、なにしてるんよサーカ！　ちょ、ええ？　いきなりナオトさんに抱きついちゃったりなんかしてさあ!?」

　真ま穂ほは困こん惑わくに満ちた声を上げた。

「スキンシップなんだよ！」

　単たん純じゆん明めい快かいな答えを紗耶香は言った。

「スキンシップ……？」

　あまり納なつ得とくのいっていない表情を真穂は浮かべた。それは僕だって同じだ。紗耶香には誰だれ彼かれ構わず体を密みつ着ちやくさせない設せつ定ていがある。その上『相手が男の場合、信頼しない限り体の接せつ触しよくを許さない』とまで記してある。にもかかわらず、こんなにべったりくっついてくるのはどういうことだ……？　うん？　ていうか、紗耶香に体の接触を避けられたことなんてあったっけ？　なんだかんだで無む防ぼう備びだったような……あ、でも、避けられていたときはかなり体の接触を拒こばまれていたような……それが今日きようになってべたべたくっついてきて……やばい、頭がこんがらがってきたぞ。

「さあナオトくん、心を通いあわせたあとは体なんだよ。体で語り合うんだよ」

　紗耶香さんは激しく誤ご解かいを生みそうなことを仰おつしやいました。

「か、体ッ!?　ナナナナナ──オトさん、サーカに一体なにをさせるつもりなんすかッ！」

「んなもん決まってるだろ？　嫌いやがる紗耶香ににじり寄り、俺おれはチャックを開き、おもむろにリトマス試験紙しをそこから取り出すんだ。そしてなあ、恐きよう怖ふに狼狽うろたえる紗耶香をにやにやと眺ながめながら、お前は酸さん性せい？　アルカリ性？　さあどっち、ってなんだそれ！　おもむろに取り出せる意味がわからない」

「でも、ナオトくんが望むなら……」と紗耶香はドギマギした様よう子すで目を伏せた。

「いやいやいや、望みませんから。無む理りやり雰ふん囲い気き出さないでね」

　そう言って僕は紗耶香を背中から降ろした。

「え？」と紗耶香は首を傾かしげる。

「いつまでもくっつかれてたら、その……恥はずかしいだろ」

「は、恥ずかしい？」

　なぜか紗耶香はショックを受けた顔をした。

「わ、私はナオトくんにとって恥ずかしい女だったんだよ！　将しよう来らいナオトくんが会社勤づとめするようになって同どう僚りようが家に訪ねてきても、私は奥の部屋に閉じ込められて決して出てくるなと言われるんだよ。同僚にこんな恥ずかしい私なんて見せたくないんだよ。人ひと呼よんで座ざ敷しき童わらし川かわ瀬せなんだよ！」

「え、ええ？　それだと紗さ耶や香か、お前さ、将来俺おれと……けっ…………」

「とう？」

「ううん、決けつ闘とうじゃない。将来俺と決闘とかそんな無む意味に熱いことを言いたいわけじゃない」

「よかったんだよ。ナオトくんと戦いたくなんてないんだよ」

　紗耶香はしっぽが生はえていれば振り回しそうなほど嬉うれしそうに頷うなずいた。

　ていうか、紗耶香はどうしちまったんだ？　なんでこんなにも……その、なんていうか、好こう意いを伝えてくるんだ？

「うわー、ここはあれっすねー、お二人にとってのアツアツ空間なんすねー？　やばいなあ、真ま穂ほさんは溶けてしまいそうっすよ！　って、藤ふじ村むら印じるしの素す敵てき可愛かわいいバターができあがっちゃうじゃんかよ」

　妙みようにおどけた調子で真穂は言う。

「バター？　あ、そうだ朝ご飯はん！　あったし和わ食しよく派はなんだけど、バターで思い出しちゃった。こうなったらあれっしょ、ご飯にバター塗りまくって食べまくって血けつ圧あつ上がりまくるしかないっしょ！　うわあ、盛り上がって参まいりましたよ。戦いの始まりっすよ～」

　わけのわからないことを言いながら真穂は旅館へ戻ろうとする。

「いや、おい」

　僕が呼びかけると真穂はゆっくりと振り返った。

「うん？」

　真穂は目を細め、そっと笑った。

　厚みのないガラス細ざい工くのような笑えみだった。いくら僕が赤あか点てんだらけで突とつ拍ぴよう子しもない言げん動どうを繰り返しているからって、真穂が無む理りをしていることぐらいはわかった。それはわかった。でも、わかっただけで真穂にかけるべき言葉は見当たらなかった。きっとそれは僕が国語の期き末まつ試験で96点を奇き跡せき的にとってしまって向こう１年ぐらい言げん語ご能力を喪そう失しつしているからなんだろう。

「ほんじゃお二人さん、またあとで」

　そう言って小こ走ばしりに真穂は去っていった。

　僕は無む言ごんのまま遠ざかっていく背中を見送った。







「あなたの現実を幸福な物語にしてみせます、その名も夢の黄おう金ごうテント組！」

　彼方かなたを指ゆび差さし力強く一歩を踏み込むキキ。両脇わきでは片かた膝ひざをついて正面に向かって両手を広げるあーちゃんと百もも乃の。もっとも金きん紙がみをばらまくのを忘れていない。

　燦さん爛らんと輝く太陽の下、真まっ白しろな砂すな浜はまでしかも水着姿すがたでどこかで見たことがあるような決めポーズを取る夢の組の３人。

「ねえパパ、あれなあに？」

「大人おとなになったらわかるよ、貴たか志し」

　親子は生なま暖あたたかい視線を向けながら一定の距離を保って３人の横を通り過ぎていった。なんとも形容しがたい切なさだけを残して。

「あいわかった！」と会長は言った。「つまり我ら現実会かいには決めポーズが足りないとそう言いたいのだな夢の組諸しよ君くんよッ！」

「いやあれは単なる自己満まん足ぞくだと思いますよ」と僕は言う。

　今日きようからは演えん技ぎ訓くん練れんを行うと聞いていたからてっきり山の上の寺じ院いんにでも連れていかれ無む茶ちやな特とつ訓くんを強きよう要ようさせられると踏んでいたのだが、昨日きのう同どう様よう浜はま辺べに全ぜん員いん集合させられている。一体なにをするつもりなのやら。

　でも。

　僕は周りをぐるっと見渡す。浜辺には総そう勢ぜい９名の女子がそれぞれの水着を着て並び立っている。壮そう観かんと言ってもいい。ちなみにパラソルの下ではキタちゃんが荷物番ばんをしつつ缶かんビールを飲んでいる。上着を羽は織おってはいるがそれでも水着姿すがただ。仕事に疲れ合コンに疲れた女おんな教師も数に含めるなら総勢10名。なんかすごいな。グラビア軍ぐん団だんみたいだ。

「ナオトっ」

　宮みや野のがへばりつくように寄ってきた。

「なんかもうすんごいなっ。ホント合宿に誘ってくれてマジ感謝だわ！」

「ド──ン」と紗さ耶や香かが宮野の背中を押した。

「ひぎょちょっふぁッ！」

　見た目め以上に強い力だったらしく宮野はぶっ飛び、顔面から砂すな浜はまに突っ込んだ。

「ナーオトくん」

　今度は紗耶香が僕にへばりついてくる。大きな目を愛らしく細め、欠点のない体をこれでもかと僕に絡からめてくる。

「えっ……な、なに……？」

　僕はドギマギして尋たずねるが、紗耶香はニコニコしたままなにも言わない。

「ってちょっとサーカちゃん、いきなりオレのナオトになにすんのッ！」

　宮野は砂の中から頭を引っこ抜いて叫んだ。

　いや、お前のものになった覚えはない。お前のものになるぐらいなら、コンセントにシャーペンの芯しんを差し込んで感かん電でん死しした方が百万倍ばいマシだ。

「えへへ」

「……だからどうしたんだよ」

　紗耶香は笑顔を咲かせてこう言った。

「ナオトくんて、かっこいいんだよ」

「ブッ！」

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきが僕を襲おそい思わず失しつ神しんしそうになった。現実会かいのみなさんはみなさんで絶ぜつ望ぼうに顔を歪ゆがめていた。夢の組の連れん中ちゆうは──

「ど、ど──なってるんですか真ま崎さきさ──ん！　ワタシたちのいない間に一体なにが!?」

「ねえひゃくちゃん、なっくんと川かわ瀬せちゃん恋人同どう士しだったの？」

「だめです主しゆ宰さい、あんな末まつ期き的てきバカップル見たら主宰のバカがもっと大変なことに……っ!!」

「うっかりしてたの！　早くひゃくちゃん、アタシの目を手で隠かくすの。そうしないとアタシのバカが右肩かた上がりで……って、アタシバカじゃないの！」

「あはーん、混乱するのはわかります。主宰は真崎さんに憧あこがれに似た淡あわい感情を抱いていたんですもんね。でもですね主宰、自分のバカがわからないほどバカになってしまったら……なってしまったら……ひっく、もう人として終わりじゃないですか───っ！」

「ひゃくちゃん本ほん気きで泣かないでなの！　そしてアタシはバカじゃないの！」

　キキと百もも乃のは突とつ然ぜんの紗さ耶や香かの攻こう撃げきによって錯さく乱らん状態に陥おちいってしまった。けれどもあーちゃんは涼すずしい顔をして僕たちを見ていた。

「野の田だちゃーん、なんでそんなに余よ裕ゆうたっぷりなんですかー？　真崎さんと川瀬ちゃんがバカップルなんですよー？　野田ちゃんこそ嫉しつ妬とで我を忘れるべきじゃないですかー」

　百乃は、いつでもキィーッと嚙かんでいいんですよー、とあーちゃんにハンカチを渡そうとする。けれどもあーちゃんは百乃を無む視しして僕たちにこんなことを訊きいてきた。

「２人は付き合っているのか」

　さすがあーちゃん、遠えん慮りよなく核かく心しんを訊いてくる。

「付き合う？」

　よくわからないとでも言いたそうに紗耶香は首を傾かしげた。

「……というわけだ」

　僕は肩をすくめる。

「なるほど」

「なるほどじゃないの、野田ちゃん。なっくんと川瀬ちゃんが急きゆう接せつ近きんで、ズッキューンなの！」

　キキは、キィーッしていいの、とハンカチを差し出すが、もちろんあーちゃんは受け取らない。どうして百乃とキキがあーちゃんにキィーッとハンカチを嚙ませようとするのか理由はさっぱりわからない。

「問題ない。私は余よ裕ゆうしゃきしゃきだ」とあーちゃんは自信に満ちた声を出した。「私とナオトくんの絆きずなは、絶対壊こわれない」

　周りは一いつ瞬しゆんにして静まり返った。

　はい、あーちゃんの爆ばく弾だん発言いただきましたあ。

「キィ──ッ！」と百もも乃のとキキはハンカチを嚙かんだ。「野の田だちゃんをたぶらかすとか信じられないの！」「野田ちゃんの寝ね顔がおをこのデジカメで撮とってくださいますよね！」「なっくんナンパさんなの！」「なんだったら三千円出だしてもいいです！」「なっくんの変へん態たいさん！」「できたら寝ね癖ぐせで髪かみがはねてるところを撮ってくださーい！」「バカなのハゲなの！」

　キキと百乃が好き勝かつ手てなことを捲まくしたててくる。うん、ホントに百乃は好き勝手なことを言っていた。

「おいナオふぎゅッハッ！」

　すまん宮みや野の、意味もなく蹴けり飛ばしてしまった。

「ナオトくんナオトくんナオトくん！　そしてあーちゃんあーちゃんあーちゃんなんだよ！」

「そんなお前は紗さ耶や香か紗耶香紗ー耶ー香ーッ、じゃなくて！　いい加か減げん離れろよ」

　気き恥はずかしくなったせいもあって僕はぎゅうぎゅう抱きついてくる紗耶香を引き離した。すると紗耶香はいまにも泣き出しそうな顔をして拳こぶしを握り締めた。

「離された……ナオトくんに引き離されたんだよ！　あううっ、重おも荷にだったんだよ。私の存在がナオトくんを苦しめていたんだよ！　重い女でごめんなんだよあわーん！」

　……また、なにを言い出すんすか。

「おーよしよし、ナオト兄にいさんはひどい男っすよね」

　真ま穂ほは困ったように笑いながら紗耶香の頭を撫なでた。

「サーカを泣かしちゃだめっすよ、ナオト兄さん？」

「ああ……」

　僕は曖あい昧まいに頷うなずき、いつもと変わらない真穂から視線を逸そらした。そうすると僕らをじっと見つめる芝しば浜はまの視線とかち合った。芝浜は顔を背そむけ、皮ひ肉にくたっぷりに呟つぶやいた。

「よくやるわよ」







　気を取り直して僕らは海で遊んだ。軽く泳いでみたり、スイカ割りをしてみたり、宮野をジャイアントスイングして海に放り飛ばしたり、ハギーさんがしつこく提てい案あんするので仕方がなく『ドキッ、男だらけの大おお相撲ずもう！　ポロリしかないよ！』を開かい催さいして汗あせだくになって海パン一いつ丁ちようのまま上半身裸はだかで宮野と体を絡からませあったりした。宮野は結けつ構こう手て強ごわかった。悔くやしくなって力を込めて投げ飛ばそうとしたら、僕は勢いあまって宮野の耳たぶを甘あま嚙がみしてしまった。すると宮野は、えっ、と艶つやっぽい声を上げ頰ほおを紅こう潮ちようさせ、僕もなんだか照れてしまって頭をかきながら、悪い、と呟いた。僕たちの間には波の騒さわぎ立つ音が響ひびいていた。夏が、始まっている。

「ってなんだよこれッ！」

　宮野は耳たぶを手で拭ぬぐいながら叫んだ。

「いや、巡りに巡って俺おれはお前と幸福な結けつ末まつを迎えるのだと……」

「おかしいだろ！　オレはいいけどサーカちゃんはどうするんだよ」

「えっ……お前は……いい？」

「あっ……それは…………」

　海うみ猫ねこが遠くの方で鳴いた。僕たちは示し合わせたかのように同時に歩みより、焼けるほど互いの瞳ひとみを見つめ合った。そしておもむろに宮みや野のは言った。

「このノリ、もう辛つらいです」

「確かにな」と僕は頷うなずいた。

「そうだよお二人さん、ははっ、男同どう士しじゃなくてせっかくいっぱい女性がいるんだから、ここは声をかけておくのが礼れい儀ぎというものだよ」

　ハギーさんの礼儀はどうやらイタリア仕込みらしい。

「へっ、ハギー先せん輩ぱいもわかってるじゃねえか。そうだよな、オレっちの溢あふれんばかりのダンディズムで浜はま辺べの女の子たちなんか────」

　ペチンッ！　とハギーさんはパンジーで宮野の頰ほおをぶった。

「いまタメロだったよね、君？」ハギーさんの瞳にどす黒い闇やみが蠢うごめく。「ちゃんとしないと、狂った赤い月夜に君の命は乱れ堕おち散さん華げ桜ざくら、ぼくは狂くる々くる廻まわるぅ──ッ！」

「ひ、ひいッ！　そんなヴィジュアル系けいの歌か詞しみたいな言葉で責めないでえッ！」

　ボケかたにバリエーションが出てきましたね、ハギーさん。素す敵てきです。

「そういや宮野って芝しば浜はま狙ねらいじゃなかったっけ？　その後進しん展てんはあったのか」

「……あるわけねえよ」と宮野は首を振る。

「パッ、パンジー!?」

「すみませんハギーさん。えっ、マジで!?　みたいに言わないでください。花の名前ですからね、パンジーって。便利な言葉じゃないですからね」

「いや、もしかすると理り花かねえと上う手まくいかなかったのも、あの子と出会うためだったのかもしれねえ」と宮野はもったいぶった調子で言った。

「どういうことだ？」

「へっへっへ、聞いて驚けナオト。オレっちはな────」

　宮野はビシッと自分で言って指を差した。

　そこにはビーチバレーに興きようじるあーちゃんの姿すがたがあった。一点の曇くもりもない白い肌はだに、一体何なん頭とう身しんなんだろうと思ってしまうほど長い脚あし、そして余よ分ぶんな肉が一いつ切さいないスタイルのよさ。あの人って芸能人じんなんですよと言われたらなんの疑問もなく信じてしまうだろう。

「オレはあーちゃんにぞっこんだ！」

　……へ？

「確かに彼女すごく可愛かわいいね。それにどこか川かわ瀬せさんに似ているし」

「さすがハギー先輩、わかってらっしゃるじゃん。ま、サーカちゃんにはナオトがいるし、妥だ協きようってわけじゃないけどあの子と付き合えたらすっげー鼻はな高たか々だかじゃん？　なあナオト、理り花かねえのときみたく今回も協────」

　気づけば僕は宮みや野のの後こう頭とう部ぶを思いっ切り殴なぐっていた。グーで殴っていた。ボンと鈍い音が聞こえた。

「痛ッ……なにすんだよ！　殴るならパーでって出会ったときに約束しただろ！」

「やかましいわバカ野や！　なにが鼻高々だバカバカバカ野。あーちゃんをな、そんなステータス扱いしてんじゃねえぞボケ！　お前なんかにはあの──」

　僕は宮野の指ゆび先さきを強ごう引いんに摑つかみ、キキへ向けさせた。

「ずんぐりむっくりのガキみたいな体たい型けいしたバカキキがお似に合あいなんだよ。ロリコンならロリコンらしい選択をしやがれってんだ」

「んだよナオト、なにそんなキレてんの？　ナオトにはサーカちゃんがいるじゃん」

「紗さ耶や香かはいま関係ないだろ、俺おれはあーちゃんの話をしてるんだ！」

「真ま崎さきくん、ムキになりすぎだよ」とハギーさんは言う。

「いくらハギーさんでもこればかりは口を挟まないでください。僕はね、あーちゃんの話をしているんですよ？　あーちゃんですよ!?　それを紗耶香がどうだとかわけのわからん茶ちや々ちや入れやがってこの宮野野や郎ろう……しかもなんだ、馴なれ馴なれしくあーちゃんって呼びやがって！　絶対に許さんぞ！」

「ナオトくん、あーちゃんがどうしたんだよ？」

「だーかーらあーちゃんって呼ぶな！　あーちゃんのことをあーちゃんって呼んでいいのは俺だけなんだよドアホッ！」

　口くち汚ぎたなく罵ののしったあとに気づく。あれ、いまのって…………

　はっとなって僕は背後を振り向く。

　ドアホと罵った相手は、紗耶香だった。

「あう……あううっ……」と紗耶香はポロポロ涙をこぼす。「ナオトくんがあーちゃんにご執しゆう心しんなんだよ！　あーちゃん大好き病が進行中ちゆうなんだよ！　うあ───んっ！」

　紗耶香はどこかに向かって走り出した。げっ、なんかまずいぞ。よくはわからんが、とにかくきっとこれはまずい。

「はいはい、ナオトくんは行ってらっしゃい」宮野はシッシッと手を払った。「オレっちは邪じや魔ま者ものがいない間にしっぽり楽しませてもらうぜ」

　そう言って宮野はビーチバレーに興きようじる夢の組の連れん中ちゆうのところもといあーちゃんに向かって駆かけ出していく。

　ちくしょう、このままだと宮野があーちゃんに迷めい惑わくをかける。だけど紗耶香も追いかけないと。ああでもなあ、あーちゃんに限って宮野に惚ほれるなんて気の狂ったことにはならないと思うが、ずけずけと宮野が余よ計けいなことを訊きいて、もしもあーちゃんが傷つくようなことがあったりしたら…………そうだな、ちょっとした痴ち話わ喧げん嘩かみたいなもんなんだし、紗さ耶や香かにはあとで謝ればいいさ。

「あ──ちゃ───ん」

　バカ声を出す宮みや野のを追って僕もあーちゃんたちがいる場所にまで走り着いた。

「なんだお前、眉まゆ毛げが気持ち悪いな」

　駆かけよってきた宮野を見てあーちゃんは開かい口こう一番にそう言った。

「そんなあーちゃん、冷たいこと言わないでよ。あ、ビーチバレーやってるの？　オレっちも交ぜてよ」

「そもそもお前は誰だれだ」とあーちゃんは真ま顔がおで言う。

「宮野だってみ・や・の。覚えておいてよ、あーちゃん？」

「あーちゃんと呼ぶな」とあーちゃんは言った。「私とお前は仲良しじゃないだろ。だから私のことは野の田ださんと呼べ。なんだったら野田さんの前に『じゃあちょっとやってみましょうか』と付け足してもらってもいい。うん、そういうわけだから最初からだ」

「じゃあちょっとやってみましょうか。野田さん」と宮野は言った。

「なんだお前、眉毛が気持ち悪いな」とあーちゃんはホントに最初からやり始めた。

「じゃあちょっとやってみましょうか。野田さん、冷たいこと言わないでよ。あ、ビーチバレーやってるの？　オレっちも交ぜてよ」

「なんだその漫まん才ざいのくだりみたいな台詞せりふは。ちょっとやってみなくてもお前の眉毛は十分気き持もち悪いぞ。そして、そもそもお前は誰だ」

「宮野だってみ・や・の。覚えておいてよ、じゃあちょっとやってみましょうか。野田さん？」

「な、なんだお前。なにをちょっとやってみる気なんだ？　さんざん披ひ露ろうしてきたネタのように振られても、私はお前の相あい方かたじゃないから対応に困るだろ。だいたい私たちは仲良しじゃない。普通に扱え、あるいは普通に野田さんと呼べ。物足りないようなら野田さんの前に『ま、まさかあんたは伝説の……』と付け足してもらってもいい。そういうわけだから最初からだ」

「ううん、もういいです」

　あーちゃんワールドについていけないのか宮野はがっくりと肩を落とした。なんとなく、僕はほっとした。

「ナオトくん、この変な眉毛はどうしたんだ？」

「……眉毛じゃなくてオレ、宮野ね」

「そうか。で、ナオトくん、この変な眉毛はどうしたんだ？」

「ちっともわかってないよね！」

「な、なにい……」とあーちゃんは眉を八はちの字じにし頼りない視線を宮野へ向けた。

「……そ、その困り顔……イイッ！　もう１回、ハァハァ、な、なにいって言って、ハァハァ、困った顔してオレを見てええ───ッ！」

　いまにもあーちゃんへ飛びかかろうとする宮みや野のを取り押さえようとしたが、勢いあまって海へ放り投げてしまい、宮野は海かい面めんを３度跳はねてドボンと沈んだ。

「うわあすごい、それなんて遊びなの？」

　キキは空気がめいっぱい入ったボールを頭上へ掲かかげながら、ひょこひょこ走り寄ってくる。

「ああ、宮野投なげっていうんだ。要するに宮野を全力で投げて何なん回かい海面を跳ねるか競いあう紳しん士し的てきなスポーツなんだぜ！　キキもやってみるか？」

「やるやる！」とキキはボールを放り投げ、万ばん歳ざいしながら喜んだ。

「ったく、話のわかるヤツだぜ！」

「わからすな」とあーちゃんは僕の頰ほおを捻ひねった。「友達を投げて遊んだらだめだろ」

　友達を投げて遊ぶ。

　友達を投げて遊ぶッ!?

　言葉にしてみると僕はとんでもないことをしているような気になってきた。いや、実際に僕はとんでもないことをしている。友達を投げて遊ぶだなんて、そんなの鬼おにじゃないか。ああ、一いつ体たい僕はなんてことをしてしまったんだ。面白そうだからって、どうして僕は友達を投げて遊んでしまったんだ！　後こう悔かいが胸を苦しめる。僕は涙なみだ混まじりに謝しや罪ざいの言葉を口にした。

「ごひぇんなふぁい」

「うん」

　鬼おに子ごの僕をあーちゃんは笑顔で許してくれる。なんて心の広い……さすが僕のヒーロー。

「あの変な眉まゆ毛げにも、あとで謝れ」

　あーちゃんは捻るのをやめてくれると、何度か僕の頰をさすり手を離した。どうしてかひどく懐なつかしい気持ちになった。

「ちょっといいですか──っ」と百もも乃のが手を挙げた。そして百乃は僕らから距離を取って、手て招まねきをした。

「なんだあいつ？」と僕は尋たずねる。

「きて欲しいんだろ」とあーちゃんは言った。

　百乃はなおも手招きする。そろそろ紗さ耶や香かを追いかけたいんだが、仕方ない。僕は百乃のそばまで歩いた。すると百乃はキョロキョロと辺りを確認し、身を屈かがめるようにして体を僕に寄せてきた。

「真ま崎さきさん、うやむやになってましたけど、あのリデルさんのこと教えてもらえませんか」

「ああ、そうだったな……」

　そういえばリデルのこと説明するって言ってたっけ。

　僕はひとまず今日きようまでのことを話した。脈みやく略りやくもなく旅館に現れたこと、実はそれが僕を陥おとしいれるためであったこと、色々と話した。けれどもあの女のことは伏せておいた。

「そうですか」

「……あいつとなにかあったのか」

「キキちゃんにひどいことさせたんですよ」と百もも乃のは視線を落とす。「人の心を操あやつるような物語行為ナラテイブを使わせて。なんとか阻そ止ししたんですけど、それ以来ワタシたちの前に現れなくなりましてね」

「リデ公こうがやりそうなことだ」

「リデ公っていいですね。ワタシもそう呼びます、陰で。面と向かって言うのは怖こわいのでやめておきますけど」

「それで？」と僕は続きを促うながす。

「リデ公さんと主しゆ宰さいは仲がよかったみたいなんです。主宰なんてリデ公さんが名前で呼んでも怒りませんからねー、あ、真ま崎さきさんもそうでしたよねー。ワタシなんていまだに怒られるのに……まあ、一いち番ばん最初に物語行為の子ナラシオンになったのは主宰ですし、さぞリデ公さんは可愛かわいかったんじゃないでしょうか。ワタシのことはクソミソに扱ったくせにひどい差さ別べつですねー」

「なんでお前のことをリデ公は嫌きらってるんだ？」

「ええっ、チョー仲いいですよー」

「茶ちや化かすな」

　百乃は舌したを出した。

「すみません、真剣な顔してる真崎さんに恋しそうだったのでつい……」

「話が終わったんなら俺おれは戻るぞ」

「わーわーっ、噓うそですってばー。あのー、つまりですね、ワタシの物語行為は〝異い化か〟です。使い道がありません。けれども主宰の物語行為は違います。空間まるごと物語に置き換えます。そこにたとえ人がいようとも」

「つまりあいつはキキを使ってなにかをしようとしてるってことか」

「いいえ、もう主宰は用よう済ずみなんだと思いますよ。主宰を利用したいなら一いち度ど阻止されたぐらいで諦あきらめたりしませんからねー。だから、他に利用できる子どもをリデ公さんは見つけたと考えるのが妥だ当とうでしょうねー」

「……ちなみにそれは誰だれだ」

「もうわかってるんでしょう？」

　冷え切ったような鋭い眼まな差ざしを百乃は向けてきた。

「真崎さん、あなたのことですよ」

　やはりそうか。

　だからリデルは、僕に現実を否定させようとしたのか。

「よくよく考えてみてください。真崎さんの物語行為はチートなんですよ。その気になれば他の人だって世界だって改かい編へんすることができるでしょう？」

「俺おれはそんなことはしない」

「それはよくわかってます」百もも乃のは静かに笑った。「リデ公こうさんがなにを考えているのか、それはわかりません。けれども主しゆ宰さいをいいようにそそのかした一件だけではなく、野の田だちゃんや前の芝しば浜はまちゃんの件から推すい察さつするに、この現実を変化させようとしているのは明らかです」

「だとするなら、確かに俺の物語行為ナラテイブは都つ合ごうがいいな」

「気をつけてください」と百乃は言った。「ワタシが言いたいことは、要するに真ま崎さきさんが心配なんです」

「バカな俺でもわかるように要よう約やくしてくれて助かる。でも、どうして俺の心配なんか……？」

　すると百乃は片かた目めをつむってみせた。

「だって仲間じゃないですかー、ワタシたち」

　仲間。

　まさか百乃からそんなことを言われる日がくるなんて。

「悪くはないな」

「そうでしょーそうでしょー」

「いやそうじゃなくて」僕は百乃の胸むな元もとに視線を落とす。「お前の乳ちちの話なんだけど」

「真崎さん、何回ぐらい死にたいですか」

　それから僕は百乃と別れ、またもやあーちゃんにちょっかいを出していた宮みや野のをとりあえず顔だけ出すように砂すな浜はまに埋めて、キキと一いつ緒しよに宮野の顔面付ふ近きんにカニを撒まき、ひぃーっという悲鳴を背中に感じながら紗さ耶や香かを捜しに出た。

　浜はま辺べを捜し回ってみても見つからず、途と方ほうに暮れたまま旅館に戻り、玄げん関かんの扉とびらを開くと体育座ずわりをした紗耶香が頰ほおを膨ふくらませていた。

「遅いよ」

「ごめんなさい」

　ちなみにではあるが、遊び疲れて戻ってきた会長が「そういえば演えん劇げきのことを忘れていた───っ！」と絶ぜつ叫きようしたのだが、あの会長が演劇を忘れて遊んでしまうほどこの合宿を楽しんでいるようなので、そういうことがあってもいいんじゃないですかと慰なぐさめておいた。僕たち十代にとって夏は、あまりにも短すぎるのだから。







　夕ゆう飯はんを食べ、僕たちは一いつ旦たん部屋に引き上げた。相変わらずの騒さわがしい食事だったが、ひどく楽しかった。にやにやが止まらなくて紗耶香に引かれるほど僕は愉ゆ快かいな気持ちになっていた。

「それじゃお風ふ呂ろに行く？」

　ハギーさんは部屋で一ひと息いき吐くとそう提案した。

「……ちょっときてくださいハギー先せん輩ぱい」と宮野は言った。「これ、なんだと思いますか」

　宮みや野のはテレビの横についてある装そう置ちのようなものを叩たたいた。40分５００円とマジックで書かれてあった。これはひょっとしてアレか。コインを入れると視し聴ちようできなかった桃もも色いろ幻げん想そうチャンネルがたちまち見られるようになるというあの伝でん統とうの…………!?

「昔ながらのコイン式なのがいいね。カード式だと風ふ情ぜいがないからね」

　ハギーさんは爽さわやかに笑いながら、玄人くろうとっぽいことを言った。

「へっ、へへっ……こいつは嵐あらしがきそうだぜ」

　宮野はネクタイをほどく仕し草ぐさをした。正直意い味みがわからない。

「見るのか」と僕は訊きいた。

「当たり前だろ！」と宮野は叫ぶ。

「えっ、真ま崎さきくんもしかして、ええ？　ちょ、見ないの？　ええっ!?」

「ハギーさんは驚きすぎですから。ていうか、男同どう士しでそんなの見たってさ…………まあ、虚むなしくなるだけだし、やめとけよ」

「男同士で見るのが嫌いやって……それってナオト、サーカちゃんと見るつもりなのか！　マジかよ、一いつ緒しよにピンク映えい像ぞうを見て、恥はずかしがるサーカちゃんを楽しむつもりだなんて、あんたホントに…………」

「神だね」とハギーさんはメガネを押し上げた。

「変な誤ご解かいをするな！　だいたいだな、一緒に見るっつったって俺おれぐらいになるとレンタル屋に手と手を繫つないで訪れ、２人して企き画かくモノを物ぶつ色しよくするところから始めないと満足できないんだよってどんだけコア寄りだ俺は！」

「ナ──オトくんっ」

　噂うわさをすればなんとやら、ふすまを開けて紗さ耶や香かが入ってきた。しかもキキを連れていた。めずらしいことに百もも乃のの姿すがたはない。

「いまから私たちお風ふ呂ろに入るんだよ」

　またもや紗耶香は僕の背中に負ぶさってきた。なんというか、機き嫌げんが直ってくれてよかった。

「一緒に入る？」

　背後から紗耶香が顔を覗のぞき込んできた。

「バ、バカ言うなよ」

　冗じよう談だんかもしれないが動どう揺ようを隠かくし切れない。

「玩具おもちや持ってきてもいいよ？　あひるさんとか」

「風呂に入りたがらない子ども扱いするのやめてね。そういうことじゃないから」

「えー、入ろうよ」

「おいおい、本ほん気きなのか？　そんなの無む理りに決まってるだろ」

「でもさ、でもさ……」

　紗耶香はいじけた声を出して僕の背中に文字を書いた。て、い、こ、くと書いた。帝てい国こく？　いや、錯さつ覚かくだと思いたい。理解が追いつかない。

「ナオトくんと入るんだって言うこと聞かないの。いくらそれはめーなのって言っても、全ぜん然ぜん聞く耳持もたぬなの。仕方がないからアタシが連れてきたの」

　やれやれとキキは肩をすくめた。

　ええー……紗さ耶や香かさん、連れられてたのはあなたの方だったんですね。こんなちっこいのに保ほ護ご者しや面づらされてるだなんて、僕、ちょっと信じられません。

「テレビ見てるの？」

　キキは部屋の中を見み渡わたし、テレビの前に立つ宮みや野のとハギーさんに訊きいた。

「いや、うん、まあ……」

　後ろめたいことがあるので宮野は言葉を濁にごすのだが、

「これからエロイの見ようと思ってね、ははっ」

　空気を読めないハギーさんが余よ計けいなことを言った。

「エ、エロ!?　信じられないの、なっくん調子に乗ってるからむかつくの！」

「俺おれはやめとけって言ったよ。あと、サラッと俺にケンカ売るな」

「やめとけっていうのはぼくらの業ぎよう界かいだと『心配ない、やっちまおうぜ』っていう意味なんだよ、ははっ」

「ハギーさんにこんなことを言うのは大変心こころ苦ぐるしいんですけど、あんたホント黙だまってろ」

「ナオトくん」紗さ耶や香かは真剣な表情をした。「私はその点については理解があるんだよ。ナオトくんも男の子だからね」

「あ、ああ……寛かん容ようで助かるよ」

「でも一人でこっそり見るのはだめなんだよ」

「オーケー、じゃあこのままレンタル屋に行って上級者向むけの一いつ品ぴんを一いつ緒しよに物ぶつ色しよくしようぜ、ってそんな趣しゆ味みないからね。うわー筋すじ金がね入りだー引くわーみたいな顔しないでね」

「どうせ見るならアニメがいいの」とキキは主張した。「なっくん、アニメが見たいの」

「アニメっていってもな……ホントにレンタル屋行いくか？　いや、そういうんじゃなくて、アニメ借りにさ。どこにレンタル屋があるのかわからんが」

「別に借りに行くまでもねえよ」

　何気なく宮野は言い、自分の旅行鞄かばんを開いてドサドサとアニメのＤＶＤを畳たたみの上にばらまいた。ひょっとしてこいつはＤＶＤしか持ってきてないのではないかと疑ってしまうほどの量だった。

「好きなの選べよ、ってやってもうた───っ！　うっかりアニメ好きなのを暴ばく露ろしちまった！」

　まあ僕は知ってたけど……相変わらずバカなヤツ。

「ま、まあ……人の趣味について……あうう……とやかく言わないんだよ」

「震えながら言わないでねサーカちゃん。オレっち結けつ構こう繊せん細さいだから」

　呆あつ気けに取られた顔をしながらキキはＤＶＤの山を眺ながめ、そしておもむろに宮みや野のへ尋たずねた。

「ねえアニ野の、全部で何枚あるの？」

「アニ野言うなよ！」

　僕もＤＶＤの山を見る。すごい数だ。

「……ていうかさ、旅たび先さきにまで持ってくるか、普通」

「はあ？　なに言ってんのナオト、これ全部旅たび用ようじゃん？」

　た、旅用？

「オレは観かん賞しよう用、保ほ管かん用、布ふ教きよう用、旅用って持ってるわけ。つーか、これぐらい普通じゃん？」

　いや、普通じゃない。

「どれも小さい女の子の絵だよ」と紗さ耶や香かは言った。

「まあなんだ、宮野は時代と戦っているんだ。詮せん索さくするのはやめておこう」

「あ、これアタシも好きなの！」

　大量のＤＶＤの中から、なにやらロボットが描かれたものをひょいとキキは摑つかんだ。ああ、それは僕も知っている。リアルな戦争を売りにしながらも、人間の相そう互ご理解を扱っているロボットモノだ。小さい頃ころ何度か見たことがある。

「アタシも好き、ねえ……ま、オレっちは台詞せりふ全部暗あん記きしてるけどな。ノートに書いて覚えたんだぜ？　声だって真ま似ねできるんだぜえ？」

　宮野は挑ちよう戦せん的な視線をキキに向ける。どうやらこいつなりに譲ゆずれないなにかがあるらしい。

「ふーん」

　キキはそうでもないらしい。

「じゃあキキちゃん、それを見るんだよ」と紗耶香は言った。

「でも見み飽あきちゃったの」

「へんっ、この作品に見飽きる要素なんて皆かい無むだと思うけど……つーかさ、なんだったらいいわけ？　だいたいのは揃そろえてあるから言えよ」

「『正しい犬わんっ娘ことの付き合い方』がいいの」

　ほう『正しい犬っ娘との付き合い方』か。これは僕でもよく知っている。というよりも、僕の人生のバイブルだ。百万回かいはゆうに読んだ。どのシーンも名シーンなのだが、最近僕ぼくを熱くさせるのは、主人公が犬っ娘のヒロインである『子犬ちゃん』を通じて母親を感じていたのだと意味不ふ明めいに悟さとるシーンだ。はっきり言ってこのシーンの前までにそんな伏ふく線せんも描びよう写しやもまるでなかったのに、突とつ然ぜん主人公こうが悟るもんだから、ええ──っ！　だ。『正しい犬っ娘との付き合い方』は僕にリアクションとはなんたるものかを教えてくれる。

「ってそうじゃなくて、ええ───っ！　アニメ化したのか、あれが!?　あんなものが!!　バカじゃねえのかッ!!」

「どうどう、落ち着くんだよ」

　紗さ耶や香かは僕の頭を撫なでた。ああ、気持ちいい……昇しよう天てんしそう…………

「じゃなくて、マジで？　あんな売り上げどん底で、脈みやく絡らくのないストーリーとカオスな文ぶん体たいに一周回まわってこれは文学じゃないのかと囁ささやかれるあれがアニメ化!?」

「一部では人気なんだぜ」と宮みや野のは言った。

「ありふれた作品に飽あきた玄人くろうとが支持してるの」とキキは言った。

「…………」

「ハギーさん、黙だまってろって確かに言いましたけど、喋しやべってもいいんですよ」

　宮野が『正しい犬わんっ娘ことの付き合い方』のＤＶＤを持っているとのことだったので、僕は狂きよう喜き乱らん舞ぶし早さつ速そく見ようと提案したのだが、ここは古い旅館、ＤＶＤレコーダーなど置いてなくて見ることができなかった。落ち込んでいると宮野がさっとＤＶＤを僕に差し出し、貸してやるよと言った。僕は嬉うれしさのあまり宮野のケツを叩たたきまくった。

「ひいっ、ひいっ！」と宮野は声を上げる。

「ふはは、ありがとうな宮野、本当にありがとう！　そらそらそら、もっと激しくいくぜ」

「なんでだよッ！」

「いつまで騒さわいでるんだ」部屋のふすまを開け、ひょいとあーちゃんが顔を出した。「お風ふ呂ろだぞ」

「ま、まさかあんた伝でん説せつの……野の田ださん」

　宮野は律りち儀ぎにも言いつけを守ってそう言った。

「……？」

　あーちゃんは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、そして、なにも言わずにぱたんとふすまを閉めた。

　忘れている。あの浜はま辺べでのくだりを完全にあーちゃんは忘れている。あるいは宮野の存在すら忘れているかもしれない。

「オレ、悲しくないよ？」

　宮野は涙がこぼれ落ちないように上を向いた。

　強い男だな、お前は。

「川かわ瀬せちゃん、お風呂なの」

　キキは紗耶香の腕を摑つかもうとして背せ伸のびをするのだが、結局届とどかなかったためかわりに僕の服を引っ張った。

「……仕方ないんだよ」

　紗耶香は僕から飛び降り、キキと手を繫つないで部屋から出て行く。

「行ってきますなんだよ」

「またねなの」

　小さく結んだ両サイドの髪かみをしなだれさせ、紗耶香はふすまを閉めた。足音が遠ざかっていった。

「これから女子は風ふ呂ろか」

　宮みや野のの瞳ひとみに輝きが宿った。

「……もしかして？」

「げへへっ、そりゃねハギー先せん輩ぱい、しきたりみたいなもんですからね」

　鼻の下を伸ばして宮野はゲスな笑いを浮かべた。

「だから、やめとけって」

　僕は溜ため息を吐いた。

「まあ、覗のぞきはいけないと思うよ」

　ハギーさんは苦にが笑わらいを浮かべた。

「そ、そんな！　健けん全ぜんな男子が風呂を覗かないなんて意味わかんねえよ！」

　意味がわからないことはないが、まあ合宿、風呂とくれば覗くのがこの国の伝でん統とうみたいなものだからな。しかも露ろ天てん風呂なんだから覗くにはうってつけである。

　でもなあ、当然のことながらそこには紗さ耶や香かもいるわけで……あーちゃんだっている。それを覗くというか他の男どもに覗かせるのは嫌いやな気分だ。

「なあ、そういうのはさ、やめないか」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。サーカちゃんは見ないようにするからよ」

「そういう問題じゃなくてだな……」

「んだよナオト、すっかり丸くなっちまってよ！　がっかりだぜ。けっ、行きましょうよハギー先輩、こんな腑ふ抜ぬけ野や郎ろうなんて放っておいて」

「はは、これも男の付き合いだね。うん、ぼくは宮野くんと行動をともにするよ」

「ちょっとハギーさん！」と僕は声を上げた。

「じゃあ行こうか」

　ハギーさんは宮野へ手を差し出す。

「はい！」

　がっちりと宮野はその手を握り締しめた。

「女風呂へ」

「はい！」

「正面から」

「は……い……？　えっ、ちょ、ハギー先輩!?」

　ハギーさんは強ごう引いんに宮野を引っ張って部屋から出ていこうとする。

「はは、心配はいらないよ。ちょっと覗かせてもらうけどいいよね？　って了りよう承しようを取りにいくだけだから。うん、そのあとで心行くまで覗きを楽しもう、宮野くん」

「いや、ハギー先輩、それ無む茶ちやです！　絶ぜつ対たい無茶ですってばハーギ──先──輩────っ！」

　ずるずると宮みや野のを引き摺ずってハギーさんは部屋から出ていった。

　なんというか、どうしたものか。







　結局名めい案あんは浮かばず、僕は湯ゆ船ぶねに浸つかっている。宮野とハギーさんが覗いてもいいかと提てい案あんしにきた様よう子すはない。

　諦あきらめたのか？　まさか。おおかた途と中ちゆうで宮野に説せつ得とくされて、女子の了りよう承しようを取らないで覗のぞくことにしたんだろう。

　僕は風ふ呂ろ場ばを見み渡わたす。２人の姿すがたはない。てっきり男おとこ湯ゆと女おんな湯ゆを分ける竹の間ま仕じ切きりの隙すき間まから覗くのだと思っていたが、どうやら違ったらしい。２人は外から覗くようだ。

　しかしながら、この露ろ天てん風呂は海を望む高たか台だいに位置しており、外から覗くにしても急な斜面をよじ登ってこなくてはならない。仮に宮野たちが斜面を登り切ったとしても、全力で覗きを阻そ止しするため僕はこうして湯船に浸かり控えている。

　そう、覗き対策は問題がない。

　だが。

「奈な々なちゃんすんごい大きいの！」

　キキのバカみたいな声が聞こえる。

「ぼいんぼいんなの！」

「揺すらないでくださーい！　ごめんなさーい！」

「はっはっは、実に豊ほう饒じようだ！」

　なにがですか、会長。

「本当に大きいわね。一体なにを食べたらそんなふうになるの？」

　この声は……芝しば浜はまか。

「ごめんなさいごめんない、中学時代にもうわたしには乳ちちしかない乳しかないんだと悟さとって牛乳飲のみまくったんです。そんな浅ましい胸なんですごめんなさーい！」

「浅ましいかはわからないけど、そんなに大きいと大変じゃない？」

「芝浜ちゃん、もしかしてあれですかー？　どうせいつかは垂れるから大変ですねーって皮ひ肉にくを言ってるんですかー？」

　挑ちよう戦せん的な百もも乃のの声が聞こえる。そうだ、こいつも胸が大きかったんだ。

「別にそういうわけじゃないわよ」

「理りー花かっ！」

「きゃっ」

「おおっ、理花が女の子っぽい声を出したんだよ」

「紗さ耶や香か、あんたどこ触るのよ」
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　どこ触ったんですか紗さ耶や香かさん！

「島しま崎ざき、暗い顔してどうした」

「あーちゃんさん、あたしは藤ふじ村むらっすから。とうそんじゃなくてふじむらっすから」

「自信はあった、ドッカーンと笑いが起こる」

　そりゃ無む茶ちやだよ、あーちゃん。

「もうちょっと風情ふぜいを楽しみながら浸つかれないのかしら」

　場に水を差すような発言、リデ公こうだな。

「ねえねえ」

「どうしたのかしら、キキ？」とリデ公が言う。

「うっふっふ」

「……なんなの？」

「ぺったんこなの」

「ああああなたに言われたくないわ、あなたにだけは！」

　そんなにムキになるなよ。

「こっちはぽいんぽいんなの！　ぽいーん、ぽいーん」

「ちょ、ちょっと主しゆ宰さい！　やーん、そういう役やく回まわりはワタシではないでしょー!?」

　悲鳴を上げる百もも乃の。そうか、ぽいーん、ぽいーんか。

　僕はブクブクとお湯の中に顔をつけていく。

　確かに覗のぞき対策は問題ない。だが、こっちはこっちで大だい問題です。辛しん抱ぼう堪たまりません！

　念のため女じよ子し全員が風ふ呂ろから上がるまで控えているつもりだったが、こりゃだめだ。こっちの身がもたない。さっさと体を洗って出てしまおう。

　湯ゆ船ぶねから音を立てぬようこっそり上がり、タオルに自宅から持ってきた旅行用ようのボディーソープをつけてそそくさと体を洗い始める。

　なんというか、僕がここにいるって知らせたくないな。うん、気まずい思いをしそうだ。

「ナオトくーん、石せつ鹼けん投げてーっ」

　間ま仕じ切きりの向こうから紗耶香の声がした。

「忘れたのかー？」と僕は声を張る。

「ナオトくんと同じ匂においがいいんだよ」

「こいつぅ～」

　ひょいと女おんな湯ゆ目がけてボディーソープを投げ入れる。パシンと受け取る音が響ひびいた。

「ありがとうなんだよ」

「あとで返してくれ」

「はーい」

　さてさて、紗耶香にボディーソープを渡したことだし、さっさと体を洗って女子に気づかれないうちに上がっちまおう。

　って。

「ええ─────っ!!」

　おそらく紗さ耶や香かを除く女子全員と僕は大声を出した。

「ま、真ま崎さきさん、そこにいるんですか！　さっきの会話全ぜん部ぶ聞いてたんですか!?」

「奈な々なさんですか？　いやあのその、まあ…………はい」

「色しき情じよう魔まなの！」

「ぽいんぽいんやってたお前が言うな！」と僕はキキに叫ぶ。

「ホントに全部聞きいてるじゃないですかー。いやーん、もうお嫁よめにいけなーい」

　面白がっているのか茶ちや化かすように百もも乃のは言った。

「えっ、どうして紗耶香、ナオトがいるってわかったのよ？」

　芝しば浜はまがもっともな質問をすると、紗耶香はこともなげに答えた。

「気け配はいでわかるんだよ」

「そっか、よくあるよね。って、全然ないわよ！　あんたなに、達たつ人じんなの？　目を閉じたまま戦えるタイプなの!?」

「そもそも戦わないんだよ」

「知ってるわよ！　知ってて言ってるのよ、お茶ちや目めなのよ！　ていうか、そろそろ誰だれか私のこの格かつ好こうにツッコンでよ!?　浮かれるにもほどがあるって言ってよ。ナオトでもいいから流すのだけはやめてよ」

「いや、お前どんな格好してるんだよ」

　急に爆ばく竹ちくが炸さく裂れつする音が響ひびいた。斜面の下の方からだ。ついでに聞き覚えのある「ひいっ」という悲鳴も耳に届いた。間違いなく宮みや野のだ。あと爽さわやかな笑い声も聞こえてくる。ハギーさんですね。

「はっはっは、同どう志しを守るのは私の務めだからな！　嬉うれしそうに宮野を引き摺ずって歩いている萩はぎ原わらから、いまから覗のぞきにいくからと廊下ですれ違いざまに言われた瞬しゆん間かん、私は身を翻ひるがえし、瞬またたく間に罠わなを設置してやったのだ！」

　あ、ホントに了りよう承しよう取ろうとしたんですね。さすがです、ハギーさん。

「は───っはっはっはっは！　不ふ埒らちな覗き魔まはこの私、岸きし田だ未み央おが成せい敗ばいしてやったぞ。な────はっはっはっはっは！」

　会長の豪ごう快かいな笑い声は、戦せん勝しよう宣せん言げんのように夜の空に響き渡った。

　しかしながら、覗き魔という単たん語ごに動どう揺ようしたのか他の女子たちはきゃあきゃあ騒さわぎ出す。僕はこの混こん乱らんがチャンスだとばかりに体と頭を洗い、風ふ呂ろ場ばから上がった。







　脱だつ衣い所じよから出ると、ベンチに腰を掛け瓶びんのコーヒー牛ぎゆう乳にゆうを飲んでいるキタちゃんの姿すがたがあった。

「上がってたんですか」

「まだ入ってないんだー」

「どうして？」

「お前なー、生徒たちと一いつ緒しよに風ふ呂ろ入るとかめんどくさいことこの上ないだろー。あいつらが上がったら入るつもりなんだよ」

「いまかなりめんどくさくなってますよ」

「お前、そんな顔してるよー」

　僕もコーヒー牛乳が飲みたくなって自動販はん売ばい機きの前に立つが、瓶のタイプのものはなかった。

「これなら旅館のおばちゃんに言わないと出てこないぞー」

「そんな裏うらメニュー扱いなんすか……」

　仕方がなくスポーツドリンクを買い、キタちゃんの隣となりに座ってプルタブを開けた。

「真ま崎さきー」

「はい？」

「夏休みが明けたら、すぐに体育祭さいだなー」

「そうですね」

「あんまりさー、先生っぽいこと言いたくないんだけどなー」

　キタちゃんはコーヒー牛乳を飲み干ほした。

「無む理りはするなよー」

「……体育祭ぐらいでどうにかなったりしませんよ」

「そっかー、ならいいんだけどなー」

　キタちゃんは僕の脚あしのことを知っている。日にち常じよう生活の上でさして問題はないのだが、万まんが一いちのためにと兄あに貴きが学校に伝えてあるのだ。そのため体育の時間などは、教師から変に気を遣つかわれることがある。悪わる気ぎはないんだろうけど、あんまりそういう扱いをされるのは好きじゃない。

「まー、お前のことは学年主しゆ任にんの斉さい藤とうからネチネチ言われてるんだよー、鬱うつ陶とうしいんだよあのハゲ頭ー」

「俺おれのこと？」

「そうだぞー、お前は問題ばっかり起こすしなー、それにほらー、なんだー？　この時期ってなんちゃってヤンキーが増えるだろー？　よその学校のヤツらとケンカしたりさー」

　そういえば駅前の商店街がいで他の学校の生徒を見かけたことがある。どいつもこいつも生なま意い気きに髪かみを染そめて、クソ生意気な目をしていた。

「真崎なら暴ぼう力りよく事件も起こしかねーんって、なんか知らないけど先生が怒られたんだぞー、どうしてくれんだよー」

「その絡からみかた、不ふ良りようそのものですね」

「まー、問題は起こさずに、適当にやってろー。ほらー、しゅ……しゅっ……」

「宿題」

「そうだよー、それがあるんだろー？　つーか先生もそういうわけのわかんないもの出してたなー、なんかお前らで適当に調べて、なんか適当にそれっぽいこと原げん稿こう用紙に書いて、それっぽく出せって、先生言いったよなー？　ちゃんとやってるのかー？」

「え、も、もちろん」

「ホントかー？　なに調べてるんだー？　ちゃんとそれっぽいの調べてるんだろーなー？」

　やばいぞ、そんなもん綺き麗れいさっぱり忘れていた。しかしいまさら噓うそだと白はく状じようするわけにもいかないし……えっと、それっぽいのって……あれか、専せん門もん用語っぽいことを適当に言えばこの場はなんとかなる感じなのか？　だとするなら…………

「物語行為ナラテイブについて少々」

　僕は自分が知っている中で、それっぽい言葉を口にした。そしてすぐに後こう悔かいした。そんな物語行為だなんて中ちゆう二に病びよう臭いこと言ってたら、僕までリデ公こうと一いつ緒しよになってしまう。それは嫌いやだ。なんとかして撤てつ回かいしよう。

　と思ったら。

「ナラティブ？　なんだ真ま崎さきー、詳しいんだなー」

　キタちゃんは感かん心しんしたように言った。

「詳しい？」

「ナラティブってあれだろー、ほらー、あれだー。先生、大学の授業でさー、なんだっけなー、言げん語ご学がくだったかなー？　まあ、そういう感じの授業で習ったぞー」

「えっ、この国の大学って妄もう想そうを現実化かする方法を教えてくれるんですか!?」

「はあー？」と心しん底そこ呆あきれた顔をするキタちゃん。「ナラティブって〝語り〟のことだろー？　なんだあのー、テクストとかエクリチュールとかその辺の講こう義ぎを受けたときに勉強したぞー、ちっとも妄想じゃなかったぞー」

「語り？」

「語りは語りだよー。語り手って言うだろー？　物語をつくる〝語り〟のことだー」

「じゃあ物語世界イストワールは？」

「うーん？　なんだっけなー」

「そこをなんとか思い出してキタちゃん」

「あー……確か〝語られたもの〟だー。そんな感じだー」

「語られたもの」と僕は繰り返す。

「〝語り〟で表されたものの総そう体たいだなー」

「物語行為でつくるもの、それが……」

「そうだなー、つまりイストワールのことだなー」

　僕はぎゅっとスポーツドリンクの缶かんを握った。

　なんだそりゃ。中ちゆう二に病びよう用語だと思ってたら、そんな意味があったのかよ。

「真ま崎さきは物語の構こう造ぞうに興きよう味みがあるのかー？　そういえばお前、国語の試験だけは点てん数すうよかったもんなー」

「キタちゃんはどうして知ってるんです？」

「あのなー、先生は国語の先生だぞー、文学部ぶ出てるんだぞー、教育学部卒そつじゃないんだぞー」

「よくはわからないですけど、譲ゆずれないなにかがあるんですね」

　宮みや野のみたく。

「とにかくだなー」とキタちゃんは言った。「先生は真崎が興味を持つものを見つけてくれて嬉うれしいぞー」

「あ、先生っぽい発言」

「うわ───最悪だーっ！　取り消してくれー、先生、教きよう職しよくなんて腰こし掛かけ気分でやってるんだからー、さっさと合コンで医者的てきな男つかまえてこんな地じ獄ごくおさらばしてやるんだからー」

「いや、ちゃんとしてくださいよ」

　他にも僕はキタちゃんから色々と教わった。この手の分ぶん野やがいわゆるポストモダンとして広く研究されていること、僕にとってはドキリとする内容だが〝作者の死し〟という概がい念ねんがずいぶん前に確立したことなどだ。

　キタちゃんが教えてくれたことを要約すると、物語は作者の支配から脱し、読者の自由な読みに委ゆだねられるということだった。

　確かに作者が散りばめたものを解かい読どくしていく楽しみはある。だが、それがすべてではない。物語とは読み方や見方を変えるだけで様々な変化を見せる。正解があるものでも答えがあるものでもない。それぞれの心の内に起こるもの、それが物語だ。

　だから人の数だけ物語は存在できる。僕の書いた芝しば浜はまの物語がすべてではなかったように、芝浜には芝浜の物語があり、それぞれにはそれぞれの物語があるんだ。

　だとするなら、紗さ耶や香か。

　君は僕から脱しないといけないのかい？







　眠れぬ夜を過ごし、なんとなく明け方の海にきた。菫すみれ色いろがかった空に朝の赤々とした光が染しみ渡っていく。この時間の海うみ辺べは夏の最さい中ちゆうであるのにもかかわらず冷え切っていた。

　浜はま辺べを真ま穂ほが走っていた。

　遠くを見つめ、なにかを振り切るように走っている。

「早いじゃん」

　後ろから声がした。宮野だった。寒いのか腕をさすっている。

「ひっさし振りに見たけど、やっぱいいフォームで走るね、真ま穂ほ」と宮みや野のは言った。

「ひっさし振り、か」

「おう」

　僕たちは無む言ごんのまま走り続ける真穂の姿すがたを眺ながめた。

「宮野」

「あん？」

「お前、陸上やってたんだろ」

「隠かくしてたんだけどなあ」

「どこが」

「まあね」

　僕はしゃがみ込み、浜はま辺べの砂をすくった。砂はさらさらと指の隙すき間まからこぼれ落ちていった。

「でも、まだ隠してることがあるんだよ」

「え？」と僕は訊きき返す。

　けれども宮野はなにも答えずに、どういうわけか僕の背中を押した。

「ちょっと走れよ」

「なんで？」

「いいからいいから、ちょっとだけ」

　宮野は手を合わせて僕を拝おがんだ。仕方ないな。僕は真穂の後を追うように軽く走り出す。

　ざく、ざくと砂を踏みしめる音。背後からもその音が聞こえてくる。

　やがて宮野は僕の隣となりに並んだ。はっはっと一定のリズムを刻みながら僕たちは並へい走そうしている。

　引き離してやろう。そう思った。

　宮野も同じことを思ったのか、僕の前に体を入れようとしてくる。

　させるかよ、と大きく脚あしを蹴けり上げた瞬しゆん間かん────傾いた世界が見えた。バタバタと僕の横を通り過ぎていく多くの脚が見えた。担たん架かをかついた救きゆう護ご班はんの人たちが見えた。ざわつく客席が見えた。あの美しいほどに輝いていた空が見えた。

　僕は胸むな元もとを押さえつけて立ち止まる。鼓こ動どうが高たか鳴なっていて脚が震えていた。寒い。ここはひどく寒い。奥おく歯ばがカチカチと鳴った。そのくせさっきから汗あせが止まらない。

「思い出さねえ？」

　宮野も立ち止まり、ゆっくりと振り返った。その向こうに真穂の姿が見える。真穂は僕らに気づいたようで走ることをやめ、手を大きく振りながら近づいてくる。

「思い……出す……？」

　僕は息いき絶たえ絶えに尋たずねた。頭の中では思い出したくもない光こう景けいがフラッシュバックを続けた。胃い酸さんが逆ぎやく流りゆうし、吐き気を覚えた。

「オレ、ナオトのこと結けつ構こう気に入ってるんだ。あ、変な意味じゃなくてね。お前といると楽しいし、毎日飽あきがこねえし……このままでいいかなって思ってたんだけど、そうもいかねえよなあ。待ってるだけじゃなにも始まんねえんだから」

「なにを……言って…………」

「結局オレは問題を先さき送おくりにして甘えてただけ。いまが変わっちまうことにビクついてたんだ。でもそんなの、全ぜん部ぶ間違いだよ」

「……え？」

「だからさ────」

　澄すんだ瞳ひとみを僕に向け、宮みや野のは溜ため息を吐くように笑った。







「お前の夢奪うばったの、オレなんだわ」
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　オレにはライバルがいる。

　つーか、ぶちのめしたいヤツがいる。

　昨日きのうなんてあいつのこと考えてたら全ぜん然ぜん眠ねむれなくなって、すっげえ落ち着かなくなってきて、結局近きん所じよをランニングするハメになっちまった。もっと言っちまうと、野や犬けんに追い回されたり、たまたま夜の三さん叉さ路ろで出くわしたＯＬお姉ねえさんに「いいいぎいや───ッ！」って全力で叫ばれちまった。そりゃオレっちのフェイスがアイドル並みだからって、反応よすぎるぜお姉さん。チョー傷ついたぜ。

　それもこれも全部あいつのせい。

　オレはフェンスの金かな網あみ越ごしによその中学のグランドを見てる。そこでは陸上部ぶのむっさい野や郎ろうどもが汗あせだくになって走り込んでいた。

　ピッと笛ふえの音。誰だれかが走り出した。すると後ろに控えていた冴さえないツラの野郎がスタートラインにつき、あいつが後ろに控えた。

　そう、あいつのせいでオレはこんなことをしてる。

　ピッと笛の音。冴さえない野郎が走り出した。あいつが大きく息を吸い込み、スタートラインにつく。

　あいつ。

　ピッと笛の音。

　真ま崎さき直なお人ひとが走り出す。

　力強く脚あしを上げ、空気を裂さくようにあいつは走った。長めの前まえ髪がみが風に煽あおられ、鋭い眼がん光こうが覗のぞく。離れていてもよくわかるほど強い力を持った目だった。背せ筋すじに寒さむ気けが走った。マジ怖こええ。

　いやいやいや、ビビッてちゃいけねえよ。

　完かん膚ぷ無なきまでにあいつをぶちのめす、それがオレっちの夢なんだからよ。

「……ん？」

　走っているあいつに熱い視線を送っている女の子がいた。髪を後ろで１つに結んだ手て脚あしの長い子だった。ただちょっと目つきが悪い。いや、ちょっとどころじゃない。なんつーかメンチ切ってるみてえだ。可愛かわいい顔してるのにもったいねえ。

「まーたきてるじゃんか」

　背後からだっせえ色の学校指し定ていジャージを着た藤ふじ村むらが声をかけてくる。

「またあんたかよ」

　オレはうんざりと言った。

「そんなこと言ってさ、ホントは素す敵てき可愛い真ま穂ほさんに声かけられて嬉うれしいくせに。やだね、男ってのは。見み栄えばっかりでさ」

「へいへい、藤村はチョー可愛いー」

「うわあ……可愛いって言われて初めて気持ちが悪くなった…………」

「あんたひどいよね！」

　この前藤ふじ村むらに捕まってからオレはここにくる度たびよく絡からまれるようになった。つーのも、藤村は前々からオレが遠くからあいつを見ていることに気づいていて、オレのことを男おとこ好ずきの変へん態たいストーカー野や郎ろうと勘かん違ちがいしたらしい。ひっでえ話。それでいつものようにやってきたオレを藤村は突然背はい後ごからロープでがんじがらめにして、ナオト兄にいさんをそっちの道に連れ込むな！　とか言い出して、なんかまあ色々あっていまに至ってるってわけ。ホント、ひっでえ。

「つーかさ、あれ」

「なんなん？」

「あれだよ、あれ」

　オレはあいつに熱い視線を送っている女の子を指さした。

「ファンってやつ、もしかして？　ケンカ売ってるようにも見えるけどさ」

「ああ、よっちゃんね」

「なに知り合い？」

「ああもう『けっ、この世なんてクソだぜ』が生まれて初めて喋しやべった言葉とか噂うわさされてるけど、よっちゃんめちゃ可愛かわいい！　乙女おとめの顔してるじゃんかよ～、くう～」

「話聞きいてよ」

「えっ、やだよ……嫌いやな思い出になりそう…………」

「なんでだよ！」

　オレはぼりぼりと頭をかいた。藤村と話をしていると調子が狂っちまう。

「……あの子、本ほん名みようなんつーの？」

「有あり吉よし日ひ向な子こ」

「全然よっちゃん関係ねえ……」

「バッカだねあんたは。ありよっちゃんからよっちゃんに進しん化かしたんじゃんか」

「……で、ファンなわけ？」

「ファンっていうか、なんていうかねえ……」

　藤村は曖あい昧まいに言葉を濁にごした。なーるほど、あいつにホレてんのね、あの子。

「じゃあ藤村大たい変へんじゃん？」

「なにでさ」

「だってよ、あいつと付き合ってるんじゃねえの？」

「そんなわけないっしょこのバカ！　なんであ────んなろくでなし人でなし甲か斐い性しようなしのナオト兄さんと付き合わなくちゃいけないのさ、バカ、バーカ！」

「痛ッ、ちょ、おまっ、痛ッ！」

　藤村は容よう赦しやなくオレを殴なぐってきたが、ふいにその力が弱くなった。

「それにナオト兄さんは、あたしのことそんなふうに見てないから」

「……ふーん」

　再びスタートラインにつくあいつの姿すがたが見えた。周りの連れん中ちゆうがバテ始めてるっちゅーのに、もちろんあいつだって疲れが見えているんだけど、それを上回る気き力りよくというか迫はく力りよくというかなにかそういうものがあった。

「よくやるよ」とオレは言う。

「……頑がん張ばりすぎなんよ」

　藤ふじ村むらは振り上げていた手を下ろした。

「でもあいつ、タイム伸びてきてるぜ？　もしかすっと次の大会、オレ負けちまうかも」

「こんなところで油あぶら売うってたら負けるっしょ？」

「油売ってるわけじゃねえよ。ただ…………」

「ただ？」

「オレをマジにさせるんだよ、あいつ」

　実際のところ、オレは大会であいつに負けたことはない。けれども勝った気がどうしてもしない。

　あいつは特に抜き出たところがない、ごく普通のランナーだった。練習なんてほとんどしないオレでも最初は余よ裕ゆうで勝てた。

　けれども次の試合では、あいつはタイムを縮めてきた。オレの背後にぺったりとくっついて、鋭い眼がん光こうを向けどこまでも追いかけてきた。その次では、タイムこそ平へい凡ぼんな試合だったが、抜いたり抜かれたりフォームを崩くずしながらもたった１歩の差を競い合う泥どろ臭くさい試合をやっちまった。

　それほど優ゆう秀しゆうなランナーじゃない。成績もタイムも平凡そのもの。だけどオレはあいつを恐れる。いつか抜かれるんじゃないかと思わせるなにかがあいつにはあった。そうとも、あいつには他のランナーを熱くさせるなにかがある。こればっかりはあいつと競い合ったヤツにしかわからねえものだ。

「……いいね、熱くなるわ」オレはフェンスを軽く叩たたいた。「藤村も油売ってねえでさっさと練習に戻れよ」

「あ、そうだ」

「うん？」

「あんたって誰だれだっけ？」

　オレは腹の底から声を出した。

「宮みや野のだよッ！」




　　　　§




　夜の闇やみに光の飛沫しぶきが巻き上がる。

　浜はま辺べに何個も並べた筒つつ状じようの噴ふん射しや花はな火びから、琥こ珀はく色いろにきらめいた光の柱が生まれていく。

　ハギーさんと奈な々なさん、それに芝しば浜はまはそれぞれの手持ち花火をぐるぐると回した。淡あわい緑みどりや薄い赤の輝きが闇やみの中に残り、宝ほう石せきのようにきらきらと光った。

　紗さ耶や香かとあーちゃんはなにもいまやらなくていいのに、２人して難しい顔をして線せん香こう花はな火びをやっていた。どちらのほうが長く保もつか競い合っているのかもしれない。

　真ま穂ほと百もも乃のとキキは砂すな浜はまにロケット花火を突き刺し、次から次へと発はつ射しやさせた。パン、パンと音を立ててオレンジ色の瞬またたきが夜空に灯ともった。宮みや野のは口に噴射花火を咥くわえたまま走っていた。散った火花が服を焦こがし、涙なみだ声ごえでなにかを叫びながら海へと飛び込んだ。夜や光こう虫ちゆうの漂うような光が水面に広がる。

　僕はじっと宮野を見ている。

　そして、なぜ宮野があんなことを打ち明けたのか考えている。

　考えて、考えて、結局こんがらがるだけでなにもわからなくて、水を張ってあるバケツの中へ燃え尽きた花火を突き刺した。ジュッと音がした。

「現実会かいも大おお所じよ帯たいになったものだな」

　会長が僕のそばにきて言った。

「現実会とは関係のないヤツらがたくさん交ざってますけどね」

「はっはっは、細かいことは言いっこなしだ」会長は腰に手を当てる。「あいつらがあんなにも楽しそうにしているのだから」

　最後の力を振り絞しぼるかのように、琥珀のシャワーは天高く噴ふき上がった。みんなは火ひの粉こから逃げるようにバタバタと走り回ったが、どの顔にも笑えみがあって楽しそうだった。

「……今日きようで最後ですね」と僕は言った。そう、合宿はこの夜で終わりだ。明日あしたの朝には、僕たちはバスに乗って帰らなくてはならない。

「結局遊あそび倒しただけだったな」

「いいじゃないですか。もともと俺おれたちはふざけてばっかりで、ろくに演えん劇げきの練習なんてしてないんですから。どう足あ搔がいたってこうなっちまうんですよ」

「まるで子どもだ」と会長は言った。「夏休みの宿題が山やま積づみになっているのに、８月31日の夜まで遊びほうけてしまうような」

「あれ、８月って32日までじゃないんですか」

「バカ者が」

　並べてある噴射花火が途と絶だえると、辺りはすっと暗くなった。

　今度は打ち上げ花火を上げようと、奈々さんが大きな筒つつを持ってみんなのところへ駆かけ寄っていった。

　花火の煙が鼻についた。波の音が繰り返し聞こえてくる。

「いまな、真ま崎さきと初めて会ったときのことを思い出していた」

「懐なつかしいですね、半年もたっていないのに」

「覚えているのか」

「忘れようがないですよ、いきなり弟で子し入いりを志し願がんされたんですから」

　この高校に入学して間もない頃、突とつ然ぜん会長は僕の前に現れた。ぼんやりと校舎からグランドで練習に打ち込んでいる陸上部ぶ員いんを見ていたとき、背後から豪ごう快かいな笑い声が聞こえてきて、なんだと振り返ってみれば階段の踊り場にブレザーをマントのようにはためかした会長が仁に王おう立だちをしていて、そして脈みやく絡らくとかそんなの関係なくこう言ったのだ。はっはっは、先生、この岸きし田だ未み央おを弟子にするがいい！　って。

「私はな、お前がいついかなるときでもその身を演えん劇げき空くう間かんに置いていることに感かん服ぷくしたのだ。人生を演じるとはとんだ怪かい物ぶつだ。これは是ぜ非ひとも指し南なんしてもらわなくてはならないと我ら現実会かいを導いてもらわなくてはならないと確信したのだ」

「勝かつ手てに確信されてもねえ」

　僕は肩をすくめてみせる。そんな立りつ派ぱなものじゃないさ。僕はただ道どう化けをやっているだけなんだから。

　みんなの喧けん噪そうが波の音に交ざって聞こえてくる。会長は腕を組んでわいわい騒さわぐみんなを見やった。

「なあ、真ま崎さき」

「はい？」

「それは楽しいのか」

「わかりません」

「そうか」

「はい」

「なに、別に責めているわけでも、自分を演じるなんてことはやめろと言っているわけでもない。やりたいようにやればいい。少なくとも私は、常じよう在ざい舞ぶ台たいを実じつ践せんするお前に畏い怖ふの念を抱いているのだ！　はっはっは」

「光こう栄えいなことで」

「……だが、これだけは教えておいてやろう」

　会長は切れ長の目を向けてきた。

「本当の自分なんてありはしない」

　はっきりと耳に響ひびいた。一いち言ごん一いつ句く間違いはない。聞き違いということはない。誰だれもが必ず持っていて、僕だけは演えん技ぎを続けているうちにいつの間にか見失ってしまったと思っていたものを、会長はそもそも存在しないと言ってのけた。

「お前は極きよく端たんだが、私にしろ九く條じようにしろ他の同どう志したちにしろ、みんな場ば面めん場面によって顔を使いわけている。本当の自分なんてものがあればきっと楽だろう。その通りに、本当の自分が指し示す通りに生きていけばいいのだから。でもな、我々にそんなものはない。そんな便利なものなどありはしないんだ。甘えるな。安易な答えにすがろうとするな。わけがわからなくなるぐらい混乱して、大切なものを失って、他人からなにかを奪うばって、苦しんで、憎にくんで、後こう悔かいして、そうやって生きていけ。自分にだけは甘えるな」

「……自分と向き合うなんて無む意味だってことですか」

「違うな」会長は優しく笑った。「なにもかもお前の心こころ次し第だい、ということだ」

「俺おれの心？」

「魔ま法ほうとは心のままに自分という意識を変えるもの」

　会長は僕の胸むな元もとを軽く小こ突づいた。

「そうだろ、魔法使つかい？」

　小突かれた場所から熱さが伝わってきた。僕を突き動かそうとする熱さだった。

　僕はそっと手を重ね、会長をまっすぐに見た。すると会長は豪ごう快かいに笑って僕の肩を叩たたいた。

「は──っはっは、悩め悩め！　それが若者の務めだ」

　満足そうな顔をして何度か頷うなずくと、会長は高たか笑わらいを続けながら僕のもとから去っていった。

　なにもかも僕の心次第。

　僕はみんなを眺ながめた。騒さわぎ立てるみんなの中、波打ち際に立つ宮みや野のをみつけた。宮野も僕を見ていた。

　僕たちはしばらく見つめ合っていた。

　まっすぐな宮野の視線は僕の体を抜け、どこかへと向かっていく。後ろを振り返ってみる。一いつ瞬しゆん、あの競技場じようが見えたような気がした。

　打ち上げ花はな火びが夜空の真まん中なかで大きく散った。

　火花は美しく輝き、そして夜の闇やみに溶け合っていく。

　視線を戻すと、宮野は僕に背を向けて夜空を見上げていた。その宮野の背中は、あのとき倒れた僕を追い抜いていった選手たちの背中を思い起こさせた。

　もしかしたら僕は、いまだにあのトラックの上で倒れたままなのかもしれない。

　僕はまだあのトラックの上で現実に叩たたきのめされ、こんな優しい夢に逃げ込んでしまったのかもしれない。

　浜のずっと向こうに大きな旅館が見えた。別の観光客が打ち上げる花火によって、ぼんやりとその姿すがたがわかった。

　確かあそこで働いているんだっけ。

　僕は胸元をトン、トンと叩いた。

　薄い壁を叩くような、空からっぽの音がした。きっと胸の奥の悪い夢に食われちまったんだ。

　すっと視し界かいから旅館は消えた。花火の明かりはなくなっていた。夜の闇が降りかかったようにあの旅館を飲み込んでしまったのだ。

　僕は何度も見えなくなった旅館へ振り返りながら、みんなの中へと戻っていった。

　そうして合宿は終わった。

　翌よく朝あさ、寝ぼけ眼まなこのままバスに詰め込まれ、延々と何時間も揺られ、昼が過ぎ、夕方も過ぎたところでようやく僕は懐なつかしの我が家に帰ってきた。玄げん関かん先さきで紗さ耶や香かと別れ、僕は郷きよう愁しゆうを嚙かみ締めながら自分の家を眺ながめる。

「兄あに貴き、俺おれは帰ってきたぜ……」

「なに雰ふん囲い気き出してるのよ」

　リデルは僕の横にちょこんと立ち、早くドアを開けろとでも言いたそうに顎あごをしゃくった。

「なんでお前いるの？」

「あら、わたしは中ちゆう二に病びようとやらの療りよう養ようのためによこされたんでしょう？　だったら完かん治ちするまで養やしなってもらわないとね」

　小こバカにするようにリデルは笑った。

「うわあ、皮ひ肉にくだ。性格悪わるう……」

「さっさと開けなさい」

　もうしばらく家に帰ってきた余よ韻いんに浸ひたっていたかったのだが、リデルにせっつかされたため仕方なくドアを開ける。

「相変わらず平へい凡ぼんな家ね」

　辺りを見み渡わたしてリデルは言った。

「嫌いやなら出てけ」

「平凡な返しね」

　キ───ッ！　この銀ぎん髪ぱつツインテールめ、いけしゃあしゃあとダメ出しまでしてきやがってからに。

　ふいにリビングから兄貴が出てきた。両手をポケットに突っ込み、ナイフのような目をギラギラ輝かせ、旅から帰ってきた弟に向かって兄貴は開かい口こう一番こう言った。

「消えろ」

「ああ……帰ってきたって感じがする」

　兄貴は胸ポケットからタバコを取り出し、階段の手すりにもたれかかりながら火をつけた。

「で、そこの薄うす汚ぎたねえクソガキはどうすんだ？　埋めて欲しいのか」

「……彼はなにを言っているのかしら？」とリデルは僕に顔を向けた。

「訳やくするとな、ああ、リデルちゃんもお帰り。今日きようは泊まっていくのかい？　って言ってる」

「真ま逆ぎやくじゃないの。本当にそれあっているの？」

「ごちゃごちゃ言ってっとバター塗りたくって野や犬けんの群れに放り込むぞオラッ！」

「お兄にいちゃんみんなと人生ゲームがやりたくてうずうずしてるんだよ、だってさ」

「……頭ず痛つうがするわ」

　リデルは本当に頭を抱えた。

　ちなみにではあるが、兄あに貴きの口の悪さは内うち弁べん慶けいに端たんを発しているものなので、親しん戚せき関係にあると設せつ定ていされているリデルは兄貴にとって身み内うちという括くくりに入り、無む条件で罵ば倒とうの嵐あらしを受けることができるのだ。なんて運のいいヤツだ。リデ公こうなんかにはもったいない。

「それとな」

　兄貴はポケットから僕がしたためた手紙を取り出し、おもむろに僕の口の中へとねじ込む。

「ずいぶんイキがったこと書いてくれやがってよ、ああ？　死ぬか？」

　訳やく・楽しい合宿だったんだろうね。お兄にいちゃん羨うらやましいよ。

「はひひふほほへ！」

　訳・お兄ちゃん大好き！

「歯はぁ全部折おってやんよ！」

　訳・家族っていいもんだな！

　そのときピンポーンとチャイムが鳴った。ドアを開けるとさっき別れたばかりの紗さ耶や香かがそこに立っていた。

「一いつ緒しよにご飯はん食べようよ」

「はひ？」

　訳・はい？

「紙なんか食べてる場合じゃないんだよ、ナオトくん。ほら、正まさ人とさんもリデルちゃんもおいでよ」

　紗耶香は兄貴とリデルの手を引こうとするのだが、兄貴はパンと紗耶香の手を払った。

「どうして俺おれがてめえと同じ空気吸すって同じメシ食わなきゃなんねえんだよ。想そう像ぞうしただけで虫むし酸ずが走る」

　なにやら紗耶香に冷たく当たっているように見えるが、実は違うのだ。そもそも紗耶香の手を払ったのは、兄貴が持っていたタバコが紗耶香に当たりそうだったから、とっさに手を払ってそれを阻そ止ししたまでのことなのだ。その証しよう拠こに兄貴は携けい帯たい灰はい皿ざらでタバコをもみ消している。うへえ、気き遣づかいのできる男ってチョーかっちょいい──。

「みんな一緒の方が楽しいんだよ」

　紗耶香は怯ひるむことなく潑はつ剌らつと言った。

「人間なんて一いつ生しよう一人だろ」

　兄貴は舌した打うちをした。

「リデ公はどうする？」

　と、僕が尋たずねると、リデルは器き用ようにも片方の眉まゆだけ上げながらギロッと僕を見た。リデ公と呼ばれるのが好きじゃないようだ。よし、死ぬまで言い続けてやろう。

「もったいぶってないでみんな早く行くんだよ。ご飯が冷めちゃうんだよ」

　紗さ耶や香かは強ごう引いんに兄あに貴きとリデルを連れ出した。僕はあとを追って紗耶香の家に入ると、リビングのテーブルいっぱいに料理が所ところ狭せましと並んでいた。七しち面めん鳥ちようやら鯛たいの姿すがた焼やきやらお赤せき飯はんやらとにかくおめでたいもので統とう一いつされていた。

「オー、ナオトッ！」

　紗耶香のパパさんは熱く僕をハグした。

「どうしたんだいデイブ、これは一体なんのパーティーだい？」

　僕はデイブにハグされながらも肩をすくめてみせる。

　そうなのだ。この夏休みの間、僕は紗耶香のパパさんと一いつ緒しよに川の主ぬしを釣つりに行ったり、ちまたで評ひよう判ばんの恋れん愛あい映画を観みに行ってクライマックスの場面で２人しておいおい泣いたり、袋ふくろ綴とじをどちらがより完かん璧ぺきに破くことができるか男の意い地じをかけて競い合ったりしているうちに、デイビットの愛あい称しようであるデイブと気き軽がるに呼べるほど仲がよくなっていたのだ。デイブもくん付けをやめ、気軽にナオトと呼んでくれる。はっきり言ってマブダチである。

「なんのパーティーでスかって？　そんなの決まってマース、ナオトと紗耶香の無ぶ事じをお祝いするのデース！」

「無事もなにもないだろ」と僕は苦にが笑わらいを浮かべる。

「それでも心配だったんデース！　オオー、マイナオト、もっと顔をよく見せておくれデス」

「あらあら、すっかり仲がよくなって」

　紗耶香のママさんである翔しよう子こさんは上品に笑った。

「それにナオトとはこの前、ディナーをトゥギャザーするとナイスにプロミスしまシタ。タイム・ハズ・カム！　トゥナイト、レッツ・パーティーナイト！」

「デイブ……」

　あなたがなにを言っているのかさっぱりわからない。

「それで、いつになったらわたしたちは料理を食べられるのかしら？」

　ごうつくばりのリデルはお呼ばれされた身でありながらそんなことを言った。

「そうでしたね」翔子さんはポンと手を叩たたいた。「さあ、お掛けになってください。冷めてしまわないうちに召し上がってください」

「ハニーのディナーは最高デスよ？」

　デイブは少し誇らしげに言った。食事をする前なのに、ごちそうさまと言うハメになった。

　そうして僕らは席に着き、歓かん談だんを交えながら食事をした。

　くる前までは不満を漏もらしていた兄貴ではあったが、外そと面づらのよさは一いつ級きゆう品ひんなので、ときおりジョークを交えつつ実に爽さわやかな好こう青年としてデイブと話したりしていた。リデルは相変わらず行ぎよう儀ぎ悪くたて肘ひじをついたり、フォークで食べ物をいじったりしていたが、翔子さんが穏おだやかにたしなめ、きちんとした食べかたをリデルに教えた。誰だれかになにかを教えられるというのが気に入らないのか、リデルはむっとした表情を浮かべていたが、なぜかそれがひどく幼い少女のように思えた。……そういえば、僕も昔はリデルのようにマナーが全然できてなくて、給食の時間、あーちゃんによく怒られたっけ。つまり僕のマナーは、あーちゃん仕込みというわけなのだ。他の人からは誰だれからも教わらなかった。あるいは教えてもらう機き会かいがなかった。ずっと１人で食べてきたのだから。

　昔のことを思い出したせいだろうか、僕の口くち元もとは緩み、気づけば笑っていた。合宿でみんなとご飯はんを食べるときもそうだった。僕はとても愉ゆ快かいな気持ちになっていた。そして今回のはそれ以上に、なにか温かいものが僕を包み込むような気さえした。デイブや翔しよう子こさんを見ていると懐なつかしいような、嬉うれしいような、そんな気持ちになってくる。

「ナオトくん？」

　紗さ耶や香かは目を丸くして僕を見てきた。

　僕はどうしてか泣いていた。笑いながら泣いていた。

　さっぱり理由はわからない。ただ、みんなと、こうして家族のように食事をしているだけなのに、際さい限げんなく涙が流れてきて、でもデイブの言うとおり翔子さんの料理はとても美お味いしくて、僕は子どものようにめそめそ泣きながら口くち一いつ杯ぱいに七しち面めん鳥ちようを頰ほお張ばった。

「うまいか」

「兄あに貴きは静かに尋たずねてきた」

「うん」と僕は答えた。

「いいことだ」と兄貴は言った。「それはきっといいことだ」







　電話が鳴っている。

　ゆっくり目を開くと、僕の部屋に太陽の明かりが差し込んできていた。そうだ、昨日きのう遅くまで紗耶香の家でバカ騒さわぎをして、そのあと家に帰ってベッドに倒れ込んで……そのまま寝ちまったのか。

　僕は枕まくら元もとに置いてある携けい帯たい電話を取った。

「おっはよーございまーす、ナオト兄にいさん！　さあ、お題です。高こう校こう入試の試験が始まったとき隣となりの席に座っていた優ゆう等とう生せいが突然頭あたまを抱えて溜ため息を吐いた。さて、一体どーして!?」

「持ってきたボールペンが、逆さにするとブロンドのお姉ねえちゃんが全ぜん裸らになるタイプのやつだったから」

「……いまいち」

「次の問いについてア～エの中から選ばなくてもいいのかな、いやこれ入試だからちゃんとしないと、でも上からな感じがするしなあ……というように、例れい文ぶんが優ゆう柔じゆう不ふ断だんだったから」

「……いまいち」

「試験官かんからほのかにヴィダルサスーンの匂においがしたから」

「……いまいち」

「……もうないです」

「ええー、どうしたんですかナオト兄にいさん。キレがないっすよ」

「うーん……なんか体が重いような」

「夏風か邪ぜでもひいた？」

「そうなのかな」

　なんとなくかけてあるタオルケットを眺ながめると、股またぐらの辺りが異常なほどに盛り上がっていた。あらもうやだ、ナオト様ったら。富ふ士じ山さんですわ、障しよう子じどころか雲をも突き破りますわ。

　ご開かい帳ちよう～と呟つぶやきながらタオルケットをめくり、そして、僕は頭の中が真まっ白しろになった。

　なぜならば、そこには紗さ耶や香かがいたのだ。僕に抱きつきながら眠る紗耶香の姿すがたがあったのだ。

　天てん使しのような顔をして、安らかな寝ね息いきを立てている。

　僕はとりあえずタオルケットをかけなおした。
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「どうしたんすか……？」

「たとえばなんだけどさ、目が覚めるとすんげえ可愛かわいい女の子が股ぐらで寝てた場合、健けん全ぜんな男の子が取る対応ってのはどういうものなんだろう？」

「えっ、ホントにどうしちゃったのナオト兄さん？　とうとう社会的ななにもかもを捨てる気になったの？」

「いや、うん、まあ、なんだ。あ、そう！　お前に話があるんだけど、今日きよう時間あるか」

「なんすか急に」

「どうせ暇ひまなんだろ、ちょっと付き合えよ」

「はあ……まあ……」

　僕は集しゆう合ごう場所と時間を告げ、一方的に電話を切った。

　そしてタオルケットをめくる。紗さ耶や香かがむにゃむにゃ言っている。ごほん、ううむ、と喉のどの調子を整え、めいっぱい空気を吸い込んで僕は叫んだ。

「なんじゃこりゃ───────ッ！」

　健けん全ぜんな男子として相応ふさわしい対応かどうかはわからないが、とにかく僕は自分の素直な気持ちを表現してみた。

　僕の魂たましいの叫びによって睡すい眠みんを妨ぼう害がいされた紗耶香は、瞼まぶたをこすりながら、ううん？　とまだ夢ゆめ見み心ごこ地ちのまま言った。

　それになんというか、紗耶香は僕のワイシャツを着ていて、当然のことながらダボダボで、さながらワンピースのようになっているのだが、中にＴシャツを着ているわけでもズボンをはいているわけでもなく、完全に下着の上からワイシャツを羽は織おっているだけだった。ボタンはきっちり止められておらず、下着がちらちらと見えた。

「な、な、な…………」と僕は言葉に詰まる。

「うみゃー……？」

「うみゃーって言う女の子可愛かわいい！　じゃなくて、なんちゅー素す敵てきな格かつ好こうを……ッ!?」

「えへへ……さすがナオトくん…………マグマの濁だく流りゆうを片手で堰せき止めちゃったよ。村むら人びとたちに笑顔が戻ったんだよ…………」

「夢の中の俺おれめちゃかっこいい！　でもなくて、うああああ紗耶香、見えるから───っ、うああああああああっ、うあああああああ、うああああああああああ、ってうああ言いたいだけじゃん！」

「……ん、おはようなんだよ」

　大きく欠伸あくびをしてむくりと紗耶香は起き上がった。

「おはようじゃないだろ！　なにやってんだよ紗耶香」

「ナオトくんと一いつ緒しよに寝てたんだよ」

　平へい然ぜんと紗耶香は言ってのける。

「それはまずいだろ、なにかと」

「まずくないんだよ。むしろ一緒にすやすや眠っているだけなんて健全なんだよ」

「いやだってお前、そんな格好で……」

「そんなもなにもワイシャツを着てるんだよ？　むしろフォーマルなんだよ」

　なるほど、確かにそうかもしれない。

　昨さつ今こんの高校生の性せい風ふう紀きは乱れに乱れまくっていると聞く。

　その点てん僕らは健けん全ぜんにも、一いつ線せんを越えることなく一いつ緒しよにすやすや眠っているだけ。しかも彼女はフォーマルな装いだ。これを健全と呼ばないで他になんと呼ぼうか。

「というわけで、もう一ひと眠ねむりなんだよ」

「わかった」

　僕たちはベッドに転がり、タオルケットをかぶって肌はだを寄せ合った。

「寝ね苦ぐるしくない？」と紗さ耶や香かは訊きく。

「紗耶香のいい匂においがする」と僕は言う。

「ホントに？」

「うん」

　僕は紗耶香の胸むな元もとに顔を埋うめた。女性特とく有ゆうの柔らかさが鼻はな先さきをくすぐる。ミルクのような香りがした。

「ナオトくん……」

「紗耶香…………ってこれだめだろッ!?　どう考えたって不ふ健全な行為に及ぶ流れじゃないか！　僕たちには早すぎます。春はまだ遠くの彼方かなたで雪が溶けるのを待っているのです」

　ガチャンと部屋のドアが開き、ナイトキャップをかぶったリデルが入ってきた。そして僕らがベッドでじゃれ合っているのを認めると、イスに腰をかけ、続きをどうぞと言った。

　できるか！







　とりあえず紗耶香を家に帰し、身み仕じ度たくを整え、約束の時間までリデルをおちょくって僕は家から出た。

　電車に乗ってしばらく揺られ、駅から降りるときつい日差しのようにギンギン鳴くセミの声を浴びながら動物園えんを抜け、背中に汗あせを感じはじめたところで目的地ちに着いた。もう真ま穂ほはそこにいた。

「おそいっすよー、焼け死にそう」

「悪い悪い」

　ここは総そう合ごう運動競技場じよう。ラグビーの試合で使われることもあるらしいが、中学のころは県けん大会のためにここへきていた。

　つまりここだ。ここで僕は、夢に躓つまずいたんだ。

「用ってなんなん？」

　真穂はＴシャツの袖そでを捲まくし上げた。体のラインがよくわかるピッチリとしたＴシャツだった。

「よし、お前スカートじゃないな」

「見りゃわかるっしょ」

　ホットパンツのようなものを真ま穂ほは穿はいていた。

「じゃあついてこい」

　僕は鉄てつ製せいの囲いをよじ登る。

「ちょ、ちょっとナオトさん、不ふ法ほう侵しん入にゆう！」

「すぐ終わる。いいから、早くお前も登れ」

　仕方なく真穂も囲いをよじ登り、僕らは競技場じようの中へと入った。

　スタンドも煉れん瓦が色いろのトラックもあのときのままだった。

「で、なんなんすか、ホントに」

　真穂は不満そうに声を出した。

「なあ」と僕は声を張る。「走ってみないか」

「走るって……だってナオト兄にいさんは脚あしが…………」

「ちょっとぐらいなら問題はないだろ」

「でも、よりにもよって……」

　競技場を見み渡わたして真穂は暗い顔をした。

　よりにもよってのあとには、こんなところでと続くんだろうな。

「どうした、走ろうぜ？」

「やだよ」

　真穂は顔を伏せたまま首を振った。はあと息を吐いて、僕は頰ほおをかいた。

「訊きいてもいいか」

「なに？」

「なんでお前、陸上やめちまったんだ？」

「……別に、理由なんてないっすよ」

「ホントか」

「ホントっすよ。なんとなく、部活に青春を費やされるのが嫌いやになったんす」

「じゃあなんで現実会かいに入ってる？」

「それは……その……」

　僕は久し振りに煉瓦色のトラックを触った。弾だん力りよくのある、走りやすそうなトラックだ。

「宮みや野のがあんときの試合の選手だったよ」

「……え？　ああ、うん」

「知ってたんだな」

「……うん」

「わからないものなんだな。あんときの景け色しきはよく思い出すんだけど、まあ他の選手の顔なんて確かに全ぜん然ぜん思い出せないからな」

「怒らないんすか」

「怒る？」

「どうして教えなかったんだって」

「……いま言ったところだろ、他の選手のことなんて全然覚おぼえてないんだ。教えられたからって、なにかが変わるわけじゃない」

「それは噓うそっすよ」と真ま穂ほははっきり言った。「あれっしょ、宮みや野のがあの試合で一いつ緒しよに走った選手だって知ったの、あの朝だったんしょ？　そのあと宮野と話した？　してないっしょ？　合宿の終わりらへん、いつもの２人じゃなかったっすもん」

「たまたまだろ」

「違うよ、絶対違ちがう。ナオト兄にいさんは割り切ったつもりでいるのかもしんないけど、実際未み練れんでいっぱいなんでしょ？　あんなに必ひつ死しで頑がん張ばってたんだから、それで当たり前じゃん。格かつ好こ悪くていいじゃん、逃げたっていいじゃん！」

「それじゃあ、だめな気がするんだ」

　僕はトン、トンと胸むな元もとを二度叩たたいた。

「俺おれはな、どうしようもなくなってわけのわからん妄もう想そうをいっぱいして、絶対に心ここ地ちのいい物語をつくっちまったんだよ。そこに俺はどうやら逃げてるみたいなんだ。いままでの物語を終わらせずに、そんなことをしちまったもんだから、収まりが悪いんだ。悪い夢の余よ韻いんがずっと続いているみたいでさ」

「なに言ってるの、ナオトさん？」

「要するにな────」

　僕の声には自然と力が入った。

「俺の夢、やるよ」

「……え？」

「お前が見させてくれよ、あんときの俺がたどり着けなかった場所をさ」

　真穂は拳こぶしを握り締しめながら呟つぶやいた。

「……勝かつ手てなこと、言わないでよ」

「そんなに勝手なこと言ってるつもりはないんだけどな」

「勝手じゃん！　ナオトさんが教えてくれたんだよ、走ること全部あたしナオトさんから教えてもらったんだよ。あたし、走るようになって変わったんだ。自分に自信が持てるようになったんだ。でも、ナオトさん勝手にあたしの前からいなくなっちゃうんだもん……あたし、なにに向かって走ればいいのか全ぜん然ぜんわからない…………」

「……お前が現実会かいに入ったのは、俺が会長に勧かん誘ゆうを受け始めた頃だったよな？　お前が陸上部ぶに入ったのだって、俺が先にそこにいたからだ」

「……なにが言いたいん？」

「だからな、真穂」と僕は言う。「俺を追いかけるのは、もうやめろ。俺はとっくの前に、もうお前に追い抜かれてたんだよ。お前は１人で走れる。１人で走れるだけの資し格かくを持ってるだろ」

　真ま穂ほは僕がなにを言っているのかわからないという顔をしていたが、時がたつにつれて意味を理解し、顔を青ざめさせていく。

「ナオトさんはあたしに、現実会かいをやめろって言ってるの？」

「そうだ」

「なんでそんなこと言うん？」

「お前に走って欲しいからだ」

「なに、それ。あたしが走ったら、ナオトさんどうかなるん？　脚あしよくなるん？　また走れるようになるん？　ならへんやんかッ！　そんなことさせて、どうするつもりなん？　あたし、ナオトさんの考えてること全然わからへん！」

　真穂は肩を震わせ、幾いく筋すじもの涙を流した。僕はその涙を少しでも拭ぬぐおうと手を差し伸ばすが、真穂に払いのけられる。そして真穂は僕に背を向けて駆かけ出していった。大きな入にゆう道どう雲ぐもが太陽を遮さえぎって競技場じようを覆おおうほどの大きな影を落とした。真穂が見えなくなった。そして僕自じ身しんも、一体どこに立っているのかわからなくなった。







　そうして、僕らの夏は終わった。

　残ざん暑しよの熱気には相変わらずうんざりさせられたが、９月に入り学校も始まり、また慌あわただしくもバカげた日々がやってきた。

　けれどもそれは、もう僕の知っている日々ではなかった。

　真穂は現実会にこなくなった。休み時間なんかはわざわざ隣となりのクラスに行って有あり吉よしと喋しやべっているようだった。あれ以来、僕と真穂は一ひと言ことも口をきいていない。

　宮みや野のは相変わらずにバカをやっていたが、目に見えない透とう明めいな膜まくが僕と宮野を隔へだてているようで、以前のように度を超した悪ふざけをすることはなくなったし、会話すらまともにしなくなった。

　僕は紗さ耶や香かと一いつ緒しよにすごしていた。２人だけの時間は長くなったが、それはまるで僕たちが周りからすっぽりと切り離されてしまったような、そんな感覚だった。

　ある日のホームルーム。キタちゃんがやる気なく体育祭さいを切り出した。

「来週は体育祭だー。それでなー、どの種しゆ目もくに誰だれが出場するのか決めなくちゃいけないんだってさー。わけわからんよなー」

　そうしてキタちゃんは種目を説明し始めた。１００ｍ走、騎き馬ば戦せん、男女混こん合ごうリレー等々、まあどこの学校でもやってそうなものばかりだった。

「はいだよ！」

　唐とう突とつに紗耶香が手を挙げた。

「だから手を挙げるなよー、テンション下がるだろー、あーもー今こん度ど全員分ぶんの早はや押おしボタン買ってくるしかないなー、あれだったらテンション上がるだろうなー」

「男女混こん合ごうリレーに出たいんだよ」と紗さ耶や香かは言った。

「んー、そうかー？　それじゃ男２人女２人のうち川かわ瀬せは決まりっと……」

「違うよ。私、ナオトくん、真ま穂ほ、宮みや野のくんで出たいんだよ」

　抜けるような紗耶香の声が教室中に響ひびいた。

　指し名めいされた僕たちはえっとなり、それぞれを顔を見やった。そして、３人ともほぼ同時に顔を逸そらした。

「サーカ、そんな勝かつ手てに……」と真穂は困った顔をする。

「このメンバーで出たいんだよ」紗耶香は力強く言った。「これはもう決まりなんだよ、絶対なんだよ。誰だれがなんと言おうと譲ゆずれないものなんだよ」

　紗耶香は駄だ々だをこねるように首を振った。

　どうして僕らをリレーにそこまでして出したいんだ？　はっきり言ってチームワークなんて望めそうにもないんだぞ。

「……ま、いいんじゃねえの真穂。サーカちゃんがそこまで言うんだし」

「ちょっと宮野まで……」

「ナオトはどうだ」宮野はイスを傾けた。「異い存ぞんはねえか」

「勝かつ手てにしろよ」

「じゃー決まりなー、めんどくさいからもう変へん更こうなしなー」

　キタちゃんはそう言って黒板に『男女混合リレー　真ま崎さき　宮野　川瀬　藤ふじ村むら』と書いた。

「だからちょっと待ってよっ」

　真穂は抗こう議ぎするのだが、面めん倒どう事をこの上なく嫌きらうキタちゃんは聞く耳を持たず、僕らは紗耶香の要よう望ぼう通どおり体育祭さいで男女混合リレーを行うことになった。

「というわけでさっそく練習なんだよ！」

　放課後ご、僕らリレーメンバーはグランドに集合させられた。グランドでは部活の練習を行っている生徒たちがほとんどで、わざわざ体育祭のために練習を行おうとする酔すい狂きような生徒は僕ら以外にはいなかった。

　体操着姿すがたの紗耶香はいつになくはり切った様よう子すで僕らの前に立ち、今日きようの練習メニューを説明した。

「今日は体を慣らすためにも、軽く走ってみるんだよ！」

　やる気に溢あふれる紗耶香だが、一いつ方ぽう他のメンバーは僕を含めて温度が低い。まるで教師の言うことを一いつ切さい聞かない不ふ良りよう学生のようにめいめいそっぽを向いている。

「どうしたんだよ、元気がないよ？」

「あのねサーカ」と真穂が切り出した。「あたしね、やっぱリレーは辞じ退たいしたい」

「えっ、どうして？」

　紗さ耶や香かは驚いたのか目を丸くした。

「いやまあ……はは」

　真ま穂ほは笑って誤ご魔ま化かそうとした。

「もう決まったことだ。いまさら無む茶ちや言うな」

　そう僕が言うと、真穂は少しむっとした表情を浮かべた。

「勝かつ手てに決められたことじゃん。あたし、走りたくなんてない」

「ホントは走りたいくせに」とそっぽを向きながら宮みや野のは言った。

「……ッ！　あんたねえ」

　真穂は宮野を睨にらみつける。

　それはいつものように悪ふざけでやる類たぐいのものではなかった。

「ケンカはだめなんだよ」

　両サイドの髪かみをバタバタさせながら、紗耶香は両者の間に入った。そして、髪と同じように手をバタバタさせる。

「始めようか」

　そんなやり取りを無む視しして僕は位置に着いた。

「嫌いやだって言ってるじゃん」と真穂は言う。

「いいじゃないか、ただ走るだけだぜ？　それに男女混こん合ごうリレーは体育祭さいのラスト種しゆ目もくだ。そこそこの人ひと前まえで走れるんだぜ」

「だから走りたくないんだって！」

「走れるんなら走ればいいだろッ！」

　僕はつい語ご気きを荒げてしまった。怒ど鳴なりつけるつもりなんて毛もう頭とうなかった。けれども、走れるのに走ることを拒こばもうとする真穂を見ていると、どうしても胸の奥にあるどろどろとしたものが溶よう岩がんのように熱をもって爆ばく発はつした。

「お前、俺おれと一いつ緒しよだから嫌なのか。ふざけんなよ、そんなつまんねえ理由でごちゃごちゃ言ってんじゃねえよ。おら走れよ、走れっつってんだろ！」

　僕は無む理りやり真穂の手を引っ張った。しかし真穂は僕の手を振り払い、涙を溜ためた大きな目でキッと睨にらみつけてきた。

「あーあ、いち抜っけたー」

　頭の後ろで手を組み、宮野は僕らに背を向けた。

「やってみるのも悪くねえかもって思ったけどよ、こりゃだめだわ。チョーつまんねえわ」

　そう言って宮野は僕らから離れていく。

「どこ行くんだよ」

「あんたらがいないところ」

「逃げるのか」

「はあ？」

　眉み間けんに皺しわを寄せて宮みや野のは振り返った。

「お前、俺おれから逃げるのか」

「意味わかんねえし。つーか……あんたから逃げるなら、あんなこと白はく状じようしたりしねえよ」

　宮野は大げさに両手を広げて肩をすくめた。

「それにしても、へっ、逃げるねえ……便利な言葉だよねえ。否定的なこと言うヤツにその台詞せりふ言えば、あら不ふ思し議ぎ、まるで自分が正しいことを言ってるみたい。どんだけ見けん当とう外はずれなこと抜かしてても言ったもん勝ちってやつだ。チョーかっけー」

「ケンカ売ってんのか」

「あんたに買う根こん性じようあんのかよ」

「だからだめなんだよ！　こんなことするために集まってもらったんじゃないんだよ」

　紗さ耶や香かは瞳ひとみを潤うるませながら叫んだ。

「私はただ、前みたいに戻れたらって思っただけなんだよ。前みたいにみんなで楽しく……」

「サーカちゃん、オレっちはサーカちゃんのそういうところいいと思うんだけど」

　宮野ははっきりと言った。

「もうオレたちはもとには戻れねえよ」

「……どうして、なんだよ」

「それが変わっていくってことだからね」

　自じ嘲ちようするかのように笑い、宮野は立ち去った。顔を伏せていた真ま穂ほも僕と紗耶香に背を向け、なにも言わずに去っていった。

　残ったのは僕たち２人だけだった。グランドに響ひびく喧けん噪そうが、ひどく遠いところから聞こえてくるように感じた。

「……よけいなお節せつ介かいだったのかな」

　力なく紗耶香は言う。

「４人でなにか１つのことをすれば、前みたいに戻ると思っただけなのに」

　紗耶香もやはり宮野や真穂のことを気にしていたのだろう。夏の終わりとともに変化してしまった僕らの関係を、彼女は彼女なりに修しゆう復ふくしようとしたんだ。僕はなにもせずに、むしろ諦あきらめかけていたってのに。

　僕はグランドの地面に指をつき、スタートの姿し勢せいを取った。

「始めるんだろ？」

「……でも、もう」

「始める前に終わらすなよ」僕は大きく息を吸い込んだ。「バカみたいにやればいい。そうすりゃ、バカがよりついてくるさ」

　そして僕は走り出す。

　スタートに失敗したせいか重心がぐらついた。体勢を整えようとするのだが、不ふ思し議ぎとぐらつきが止まらない。むしろ波は紋もんを打つように世界は揺らいだ。

　あの青すぎる空が脳のう裏りをよぎった。

　遙か頭ず上じようにあって決して手の届かない空。

　夢の空。

「ぐ……っ！」

　強きよう烈れつな痛みが膝ひざから伝わり、僕は速度を緩めることなくそのまま倒れた。地面が全身を殴おう打だする。僕は転がって転がって、ようやく止まった。砂すな煙けむりが立っていた。

「ナオトくん！」

　血けつ相そうを変えた紗さ耶や香かが僕に駆かけよってくる。

　落ちかかった太陽が放ほう射しやするように光を輝かせた。辺りが一いつ瞬しゆんにしてホワイトアウトする。白く澄すんだ光の中、僕の意識はそれと一体と化していった。







「これはひどいね。ボロボロだね」

　老ろう齢れいの医者は穏おだやかに言った。サンタクロースのようにヒゲを生はやした人だった。

「また悪くなったってことですか」と僕は尋たずねた。

「ううん、それは違うね。君の脚あしはずっと前から悪い。その前ぜん提ていで考えるなら、悪いまま変わっていない。つまり、悪あつ化かはしてない。わかるかい？」

「でもすごい痛みが……」

「心的なものじゃないのかな。専せん門もん外がいのことだから、詳しくはわからないけれどもね」

「そうですか」

　僕はサポーターのようなものがつけられた膝を眺ながめる。

「しばらくは安あん静せいにしておいた方がいいね」

「体育祭さいがあるんです、来週」

「無む理りだよ」と医者は首を振った。「君はね、もう少し理解した方がいい。日常生せい活かつが送れるからって、完かん治ちしたわけじゃないんだよ」

「知ってます」

「酷こくなことを言うようだけど、君は膝の命を延えん命めいさせながら暮らしているんだ。無む茶ちやをすると寿じゆ命みようは縮まる。寿命が尽きればどうなるか、わかるね？」

「はい」

「子どもが噓うそをつくのは感心しないね」

「もう子どもじゃありません」

「子どもはみんなそう言うんだよ。それにね、君はあのときとなにも変わっていない。覚えているかい、私のこと？」

「え……っ？」

　バンとドアが開けられた。兄あに貴きが怒りに満ちた顔をしてずかずかと診しん察さつ室しつに入ってくる。背後では紗さ耶や香かと看かん護ご師しがおろおろとしていた。

「テメエ」と兄あに貴きは医者の胸ぐらを摑つかんだ。「多少のことなら問題ないっつったよな。なのになんだこれはよ。誤ご診しんかましやがってんならただじゃおかねえぞ」

「やれやれ、またかい？」

「ああ？」

「彼が以前に運ばれてきたときも、同じように私の胸ぐらをつかんだよね？　君もまったく変わっていない。大きな子どものままだね」

「……おい直なお人ひと、帰るぞ。帰ってもっといい病院に連れていってやる」

　兄貴はそう言って僕の手を無む理りやり引いた。

「正まさ人とさん、ナオトくんは怪け我がしてるんだよっ」と紗耶香は声を上げた。

「うるせえッ！　テメエもな、そばにいたんなら、こいつが走ろうとするの止めろ！　テメエはこいつが歩けなくなっちまってもいいってのか」

「いや、違うんだよ兄貴……」

　と僕は声を出すが、

「……ごめんなさい」

　紗耶香はポロポロと涙をこぼした。

「知らなかったんだよ。ナオトくんの膝ひざが大変なことになってるって、私、知らなかったんだよ」

「知らなけりゃなんでも許されんのかよ」と兄貴は低い声を出した。「直人がよ、ようやく夢む中ちゆうになれるものを見つけられたってのによ、それをこんなつまんねえことで諦あきらめることになったのがどんな気持ちなのか知りもしねえでなに浮かれてやがんだ！　上うわっ面つらばっかりでホントテメエには中身がねえな。まさにそれだ。それがお前らの関係だ」

「いい加か減げんにしろよ！」

　僕は声を張り上げた。

「それはこっちの台詞せりふだ！」と兄貴は怒ど鳴なる。「直人、なにやってんだよお前。こんなことでまた膝悪わるくしたらよ、お前一いつ体たいなんのために陸上やめたんだ？　一時の気の迷いで、あんときのなにもかもを台だい無なしにしちまっていいのかよ。そんなもんじゃなかっただろ！　あれはさ、お前にとってようやく手に入れた人ひと並なみの幸せだったんじゃねえのかよ！」

「あんたに俺おれのなにがわかるんだッ！」

　叫んでから、僕はハッとなった。

　怒りをあらわにしていた兄貴の表情は、いつの間にかひどく悲しい色に染そまっていた。

「……俺おれは、なにもわかってやれなかったよ」

　小さな声で呟つぶやくと、兄あに貴きは診しん察さつ室しつから出ていった。

　僕は自分の愚おろかさに嫌いや気けが差した。心しん底そこ嫌になった。だから僕は自分の頰ほおを打つ。乾いた音が響ひびいた。また打つ。音が鳴る。また打つ。打つ。打つ。

　ふいに僕の手は紗さ耶や香かに摑つかまれた。彼女は涙を流しながら、僕の手を胸むな元もとへ抱き寄せた。僕はそれをぼんやりと眺ながめている。紗耶香はうつむいたままなにも言わない。ただ、小さく首を振っていた。

「……乱らん暴ぼうな言いかただけど、彼が憤いきどおるのもわかるね」と医者は言った。「そこの女の子は君のガールフレンドかい？」

　僕は返事のかわりに医者を見つめた。

「じゃあそこの彼女もよくお聞き。直なお人ひとくん、君の膝ひざはなにがあっても完かん治ちしない。君はその膝とこれから一いつ生しよう付つき合っていかなくちゃいけない。無む理りをすれば悪くなるけど、だからといって無理をしなければよくなるわけでもない。わかるかい？」

　僕は頷うなずいた。

「君のお兄にいさんが怒ったのも、それをよく理解しているからなんだよ。君が歩けなくなるかもしれないんだから、家族としては心配だろうからね。そして彼女も、きっとこれからは君の膝を心配するだろう。それにきっと他にも、言葉には出さないだけで多くの人が君を心配しているだろう。わかるかい、君の膝は君だけの問題じゃなくなっているんだよ。重なり合っているんだ。君の周りには多くの人たちがいる。関係性の濃こさはあるだろうけど、私たちは私たちを思い、支え合い、ときには傷つけ合い、一つの物語をつくっている」

　医者は優しい目をしてヒゲを撫なでた。

「君はもっと理解するべきだ」
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　あのときのことをあたしは忘れたことがない。

　ナオト兄さんが試合中ちゆうに倒れて、担たん架かで運ばれていったときのことを。

　あのときのあたしは、頭の中が空からっぽになってなにも考えられなくなって、せわしなく動き回っていく救きゆう護ご係の人たちがお芝しば居いでもしているかのように思えた。理り性せいではわかっていても、心が認められなかったんだ。この現実を。

　あたしはスタンドの席から立ち上がる。行かなくちゃと思った。いくら自分の試合が終わったとはいえ、大会を途と中ちゆうで抜け出すのはまずいんだけど、そのときのあたしは動どう転てんしていてナオト兄さんのそばに行くことだけしかもう考えられなくなっていた。

　駆かけ出して、薄うす暗ぐらい廊ろう下かを走る。早くナオトさんのところに。走る。あたしはナオトさんに。歩く。ナオトさんに。立ち止まる。

　行っていいのかな？

　ナオトさんの夢は、全ぜん国こく大会に出ることだった。うちの学校から全国大会に出た選手は１人もいなくて、そんな学校の陸上部ぶの中でもそれほど目立った選手ではないナオトさんが豪ごう語ごするもんだからみんなは笑った。でもあたしは笑わない。本当にナオトさんならやってのけてしまいそうな気がして、あたしももっと変われそうな気がして、ただナオトさんの後を追いかけた。

　追いかけて、追いかけて、気づけばあたしはナオトさんを追い抜いていた。

　あたしはナオトさんの試合が始まる前に自分の試合をすまし、優勝を勝ち取っていた。同時にそれは全国大会出しゆつ場じようを意味していた。ナオトさんはあたしのそばにきて、俺おれも負けてられないなと言って笑った。

　その直後、ナオトさんは倒れた。

　あたしは走っている。倒れたナオトさんからどんどん離れていく。

　ナオトさんはいまどんな顔をしているのだろう。そして、あたしと会ったときどんな顔をするのだろう。

　そんなふうなことを考えるとあたしの足あし取どりは重くなり、ふらふらと競技場じようの裏うらに出た。

「なんとか言えよ！」

　出入り口付ふ近きんではよっちゃんが宮みや野のの肩を摑つかんで壁に押しつけていた。

「お前が抜こうとしたからだろ。あそこでお前が抜こうとしたから、真ま崎さきは無む理りして倒れちまったんだろ！」

　ひどく取り乱した様よう子すでよっちゃんは怒ど鳴なりつけていた。宮野はなにも言わずに項うな垂だれている。あたしは駆かけより、よっちゃんを宮野から引き離した。

「よっちゃん落ち着いて」

「ふざけんな、真崎が倒れたんだぞ！」

「宮みや──その人は関係ないじゃん」

「あるさ。こいつがあのとき、真崎の横に並んでさえいなければ」

　よっちゃんはあたしを振り払おうとジタバタ動いた。

「……おー、怖こええ……不ふ良りように絡からまれたみたいだぜ」

　宮野は力なく言った。まるで彼自じ身しんも落ち込んでいるかのようだった。だけど、冗じよう談だんを言われたのだと受け取ったよっちゃんはさらに語ご気きを荒げた。

「調子ノってっとシメんぞ、ああ？　お前が一いつ着ちやく取とったのも、真崎が倒れたのに平へい然ぜんと走っていったからだろ！」

「……くると思ったんだけどね」

「ああ？」

「あいつなら追いかけてくるって……」

　それだけを言って宮みや野のは押し黙だまってしまった。どこか自分を責めるように唇くちびるを嚙かみ締める姿すがたを見て、よっちゃんはなにも言えなくなったのか暴あばれるのをやめた。

「行こう」

　よっちゃんの手を引いたが、すぐに払われた。

「あたしに構ってる場合じゃないだろ」とよっちゃんは言った。

「でも……」

「真ま崎さきのところに行ってやれ。真ま穂ほにしかできないことだろ」

「あたしなんかが行ったってさ……どうしようもないって」

「……そうでもないんじゃね？」と宮野は言った。「腑ふ抜ぬけてたら張り倒すことぐらいできるだろ？」

「いまのお前みたいにか」とよっちゃんは言った。

　へへっ、と宮野は笑った。

「張り倒す」

　あたしはなんとなく繰り返してみる。

　そうだ、こんなときこそあたしはいつものあたしではなくてはならない。試合で負ふ傷しよう退たい場じようになったからってそれで全部が台だい無なしになったわけじゃないんだ。まだまだやれる。ナオトさんならきっとやれる、って背中をおしてやらなくちゃ。

「うおおおおっ、やってやるぞ真崎直なお人ひと──っ！」

　あたしは天に向かって拳こぶしを突き上げる。

「急に元気になるのね」

　宮野は苦にが笑わらいをする。

「そうだな」

　よっちゃんも肩をすくめた。

「ところでよっちゃん！」とあたしは指さす。「いつも言ってるっしょ、その男の子みたいな言葉遣づかいやめなさいって。あったしは知ってんだから。男の子っぽく振る舞っていても、よっちゃんは心がピュアで純じゆん粋すい無む垢くな乙女おとめだってことをね！　さあ、遠えん慮りよはいらないから、いつもみたくあたしのことを真穂ちゃんって呼んでごらんなさい」

「……あー、はいはい」

　よっちゃんはシッシッと手を払った。

　そうしてあたしはナオトさんの病院に行き、ありったけの笑顔で病室に入ったら、ナオトさんがベッドの上で静かに目を閉じていて、サンタクロースのようにヒゲを生はやしたお医者さんがそばに立っていて、ナオトさんのお兄にいさんがそのお医者さんの胸ぐらを摑つかんでいるもんだから、あたしは気が動どう転てんしてナオトさんが生せい死しの間を彷徨さまよっているのだと勘かん違ちがいして泣き騒さわいでしまい、ナオトさんのお兄さんに頭を小こ突づかれた。

　それでも、そのときのあたしはまだなんとかなると思っていた。だから全ぜん国こく大会にも出場して、ナオトさんのぶんまで必ひつ死しに走り、６位入にゆう賞しようという成績を残した。

　けど現実は違った。ナオトさんはもう陸上ができない脚あしになっていた。

　いつかまたナオトさんは戻ってくると当たり前のように思っていたのに、もう二度とその夢は叶かなわない。そう、あたしなんかが残った。ナオトさんではなくあたしなんかが。

　現実は残ざん酷こくとよく聞いていたが、身をもってあたしは知った。
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　放課後ご、また僕はグランドにきて柔じゆう軟なん体操を始める。異常はないという診しん断だんだったが、念ねん入いりにやっておいた。

「どうしてもやるの？」

　心配そうな声を紗さ耶や香かは出した。

「やる」

　僕は短く答える。

「もういいよ。また怪け我がしたら大変なんだよ」

「……あいつらああ見えて寂しがり屋だからさ、俺おれたちがここでわいわい楽しくやってら、きっとひょっこり顔をだすぜ？」

「そうかもしれないけど、でも、ナオトくんの膝ひざが心配なんだよ。もう歩けなくなるかもしれないんだよね？」

「大げさなんだよ、大人おとなは」

　サポーターで覆おおわれた膝を見る。ずいぶんとまあポンコツになってくれちゃって。

「……なんでだよ。なんでそこまでするんだよ」

「お前が前みたいに戻りたいって言ったからだよ。それに────決けつ着ちやくをつけたいんだ」

「決着？」

「ちょっと昔の話をするけどな、俺は中学の頃ころ陸上やってたんだよ。４００ｍの選手だったんだ。すげえんだぜ、４００ｍって。マラソンとかとは違って、最初から最後まで全力で駆かけ抜けるんだ。試合が終わったあとなんて、みんな脚あし痙けい攣れんさせてるからな。そういや、吐いてたヤツもいたっけ。まあ、それぐらい限界まで体を酷こく使しする種しゆ目もくだったんだよ。他のが楽な種目だとは言わないけどさ」

「そうなんだ」

「その結果がこれだ」僕は膝に軽く触れる。「もともと才さい能のうなんてなかったからな。練習でカバーするしかなかったんだけど、どれだけ練習しても理想にはほど遠かったよ」

「うん」と紗耶香は頷うなずいた。

「で、俺おれは怪け我がのせいとはいえなし崩くずし的に陸上をやめちまったんだけど、どうも収まりが悪いんだ。夢の舞台から途と中ちゆう退たい場じようしちまったからさ、喉のどに骨が刺さった感じっていうか要はすっきりしないんだよ」

「はっきりさせたいんだね、ナオトくんは。終わったことを知りたいんだ」

「いいことを言うね」

「でもどうしていまになって？」

「体育祭さいっていうちょうどいい舞台が舞い込んできたってのもあるし、なにより、もう逃げるのはやめたんだ」

「だから、走る」

「そう、走る。走って、走って────」

　僕はふと手にしていた練習用ようのバトンを見る。

　バトン。

　──バトン？

「……そう、幸福の魔ま法ほう」

「魔法？」

「いんや」と首を振り、僕は走り出した。

　その日は部活の練習に精せいを出す生徒たちが引き上げるまでひたすらに走り込んだ。膝ひざがずきずきと痛んだが、それ以上に妙みような恐きよう怖ふ感かんが僕を襲おそった。走ることを心が拒きよ絶ぜつするような、そういう感覚だった。

「はあ……はあ……」

　脂あぶら汗あせのようなものが噴ふき出していた。心しん臓ぞうは鷲わし摑づかみされて無む理りやり上下に揺すぶられているかのように拍うっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ナオトくん？」

　不安そうな顔をして紗耶香が覗のぞき込んでくる。

「……お前、走るときな……足の裏うら全部使つかうな……はあ、はあ……１回つま先さき立だちで……走ってみたらいい…………」

「私のことはいいんだよ。ナオトくん、膝痛いの？　変な汗出てるよ」

「そうは言って、られんだろ……これはリレーだ。１人の失敗は、全員に……影えい響きようする」

「もうやめよう。見てられないよ」

「頼むよ」僕は紗さ耶や香かの腕を握った。「ここで立ち止まっちゃいけない……そんな気がするんだ」

「ナオトくん……」

　それ以上、紗耶香はなにも言ってこなかった。

　次の日の放課後ご、宮みや野のと真ま穂ほのかわりと言っちゃなんだが、現実会かいと夢の組のみんながきてくれた。

「は──っはっはっは、実に勇ましいことだ副ふく会長！」

「そんな過去が真ま崎さきさんにあっただなんて知りませんでした」

　僕の陸上部ぶ時代の話を聞いたあと、奈な々なさんは目め頭がしらを押さえた。

「真崎ッ、テメエの熱い気持ち……しかと受け取ったぜッッ！」

　ハギーさんは意味不ふ明めいに熱ねつ血けつだった。

「２人だけだと色々と困ることもあっただろう。だが安心しろ副会長、お前が心ゆくまで走れるよう我らが全ぜん力りよくで支し援えんする！　我ら同どう志しは仲間なのだ」

　会長は胸を張って豪ごう快かいに笑った。

「ふっふっふ、そうなの。なっくんがピンチなら、アタシたちは黙だまっていられないの」

　キキは肩にかかった髪かみを払う。

「敵はどこだ？」

　あーちゃんは真ま顔がおで訊きいてきた。

「やーん、野の田だちゃん真まに受けて可愛かわいい──っ」

　百もも乃のはデジカメのフラッシュを光らす。

「なんだ、敵はいないのか」

「いや、そうでもないよ、あーちゃん」僕は自分の膝ひざを軽く叩たたいた。「敵は俺おれ自じ身しんだ」

「驚きよう愕がくだな。ナオトくんがラスボスだったのか」

　これは困ったことになったぞとでも言いたそうな顔をあーちゃんはする。いや、うん、そういう意味じゃないからね。

「はっはっは、またもやなにをすればいいのかまったくわからんが、副会長真崎のためだ。いつものように皆で力を合わせ、サポートしてやろう」

　そう会長は呼びかけ、みんなはおーっと声を出した。

「みんな……」

　正直、僕は嬉うれしかった。自己満まん足ぞくのようなバカなことをしている僕に温かい言葉をかけてくれて、しかも背中を押してくれるみんな。心強い気持ちになった。走り出す度たびに湧わき出てくる恐きよう怖ふ心しんなんてくだらないものだと思えた。

　でも。

「悪いけどみんな、今回はなにもしないでくれ」

　僕がそう言うと、えっと一いち同どうは声を上げた。

「どうした副会長。遠えん慮りよすることはないんだぞ？」

「遠慮とかじゃなくてですね会長、自分だけでやってみたいんですよ」

「自分だけ？」とキキは首を傾かしげる。

「これはきっと誰だれの助けもなく俺が乗り越えなくちゃいけないことだと思うから」

「はー……さすが真ま崎さきさん、自分を追い込むの大好きですねー。逆ぎやつ境きように立てば本ほん来らい以上の力が発はつ揮きできるだなんてマンガだけの話ですよー」

　からかうような口くち振ぶりでありながらも、百もも乃のは穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「まあもっともリレーのお手伝いって具体的てきになにをすればいいのかさっぱりわからなかったんですけどねってごめんなさ──い！　ノリでついてきちゃった愚おろかなわたしを許してくださ──い！」

　奈な々なさんは相変わらず頭を下げ、

「あ、そろそろパンジータイムだ」

　ハギーさんも相変わらずマイペースに花か壇だんへ水をやりに行った。

「どうしても、１人でやらなくちゃいけないのか」

　背後からあーちゃんが声をかけてきた。

「本当はチームでやるもんなんだけど、走り出したらランナーはゴールを迎えるまで１人っ切りだからな」

「よくわからない」

「……俺おれはさ、真ま穂ほに言ったんだよ。お前は１人で走れるって。なのに言った本ほん人にんが、誰だれかによりかかってないとまともに走れないようじゃ格かつ好こ悪いだろ？　資し格かくがなくたって負け犬野や郎ろうだって、てめえの脚あしで走れることぐらい見せつけてやらないとな」

「通つう過か儀ぎ礼れいのようなものか」

「そんなたいそうなものじゃないさ」

「そうか」

　青みがかった空に漂う雲が流れ切り、一ひと際きわ眩まぶしい光が閃せん光こうのように瞬またたいた。あーちゃんの横よこ顔がおはきらきらとした黄こ金がね色いろに彩いろどられる。

　幼い頃のあーちゃんと重なって見えた。

　あの観かん覧らん車しやで魔ま法ほうを見せてくれたあーちゃん。僕を救い出してくれたヒーロー。

　僕は君に憧あこがれて自分自じ身しんを変えていった。君のように強くて、君のように誰かを笑顔にできるヒーローになろうとした。

　そうしてできあがったのがお前だ。真崎直なお人ひとではないナオトというキャラクターだ。一ひと文も字じ欠かけたお前にはいつもなにかが足りない。夢へ届くためのあと一歩が足りない。

　だから僕は大切なものを失ってきた。

　わかるか、それがお前の限界なんだよ。お前はそこからどこへも行けやしない。もうどん詰まりだ。また昔みたいによ、お前の大好きなあーちゃんに助けてもらうか？　そうするか？　あーちゃん、あーちゃん助けてよってさ。あはは。なんだそれ、あーちゃんはお前の便利な道具かよ。いや、そうじゃねえな。俺にはわかるぜ？　お前はあーちゃんに母親を感じてるんだろ？　だからあーちゃんを特別視ししてるんだろ？　まあ無む理りもねえ。最初に現実との接せつ点てんをつくってくれたのはあの女でも父親でも兄あに貴きでもねえ、あーちゃんだからな。なにもかもあーちゃんに教えてもらったものばかりだもんな！　紗さ耶や香かよりもママが恋しいんでちゅか、笑えまちゅね～。

　勝かつ手てに笑ってろよ。

　あん？

　今度はあーちゃんの手を借りずに僕だけでやってみせる。

　無む理りだな。

　やってやるさ。

「いつまでも子どもじゃいられないんだ」

　僕の呟つぶやきが聞こえたのか、あーちゃんは澄すんだ目を向けてきた。

　別に、あーちゃんに母親を感じているわけじゃない。僕に現実と向き合う機き会かいをつくってくれた大切な人だと思っている。

　でも、だからこそ、僕はあーちゃんの手を借りるわけにはいかない。

　この決けつ着ちやくは僕が１人でつけないといけないんだ。

　さもないと僕は、一生このままだ。傷つく度たびに甘えに逃げ込む、どうしようもない僕のままだ。

「勝ってみせるよ」と僕は言った。

「うん、勝て」とあーちゃんは言った。

「やるぞやるぞやるぞ──っ！　もうめちゃスパルタでいくからな、覚かく悟ごしろよな俺おれ！」

　するとあーちゃんは両手を背に回し、少し身を屈かがめるように「甘えは許さないからな」と綺き麗れいな笑顔を見せた。

「僕だって許さないよ」

　もう、逃げ込むのは。

「なにしてるんだよ、真ま崎さき」

　ふいに声をかけられた。

　ギターケースを肩からかけた有あり吉よしの姿すがたがあった。怒っているのか、その目には鋭さがあった。

「お、有吉か。久し振りだな」

「久し振りだな、じゃない。なにしてるんだ」

「え？　ああ、体育祭さいの練習。もしかしてお前も応おう援えんにきてくれたのか……って、そんな怖こわい顔するなよ。勘かん違ちがいのしようがねえよ」

　すると有吉は大おお股またでずかずと近づいてきて、突とつ然ぜん僕の頰ほおを張った。パンと乾かわいた音がグランド中に響ひびいた。
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「お前、またあんな思いをしたいのかよ」

　有吉の表情は真しん剣けんそのものだった。

　こいつ、知ってるのか……？

「お前たちもお前たちだ。軽い気分で煽あおるな。真ま崎さきの膝ひざは────」

　ずいとあーちゃんは進み出て、有あり吉よしの額ひたいにデコピンをした。ポコンと音がした。

「え……？　野の田だ、さん……？」と有吉は驚いた顔をした。

「痛いか」とあーちゃんは尋たずねる。

「……い、いや……あんまり」

「実は失敗して私の方が痛いんだ」

　あーちゃんは振り返り、僕の顔をまじまじと見たあと、

「ウケなかった」

　と言った。

　え……ギャグだったの？　わかりにくいし、なんでこのタイミングで？

「バカにしてるのか」

　有吉は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「場を和なごませたかった」とあーちゃんは白はく状じようした。「でもそれだけじゃない。お前は軽い気分で煽るなと言ったが、私たちは軽い気分じゃない。真剣だ。ナオトくんのことを考えているのはなにも世界でお前一人ひとりというわけではない」

「だったらなんで焚たきつけてるような真ま似ねをするんだ。野田さんは真崎の膝がこれ以上だめになってもいいってのか」

「いい」

　あーちゃんはきっぱりと断だん言げんした。みんなはえっと声を漏もらす。

「いいって……」

　想そう定ていしていない答えだったのか、有あり吉よしは面めん食くらっていた。

　バカだな、有吉。

　あーちゃんならそう答えるに決まってるだろ。

「ナオトくんがやりたいのなら、やらせてあげればいい」

「そんなの無む責任じゃないか」

「そうか？」とあーちゃんは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。「どうしてもやらないといけないことを奪うばう方が、私には無責任に思える。もし本当にナオトくんが歩けなくなったとき、その責任を負いたくないから、お前はナオトくんから走ることを奪おうとしているんじゃないのか」

「じゃあなに、野の田ださん責任取とれるの？」と有吉は食い下がった。

「取れる。なんだったら結婚して一生世せ話わしてもいい」

　この発言にはその場にいた全員度ど肝ぎもを抜かされたらしく、ええ──っと声を上げた。もちろん僕もその中の１人だ。

「おい紗さ耶や香か」あーちゃんは紗耶香の方を向いた。「突然のライバルの出現だぞ。暗い顔して黙だまり込んでる場合じゃないぞ」

　紗耶香は、あううと呻うめいたあと何なん度どか首を振った。

「……私はあーちゃんみたいに言えない。ナオトくんに、頑がん張ばれって、どうしても言えないんだよ。ううん、頑張って欲しくないんだ。夢だとか陸上だとかそんなのいいから無む茶ちやはして欲しくないんだよ」

　頼りない調子で紗耶香は言った。

「情なさけないんだよ、こんなこと言って。同じリレーのチームメイトなのに、私は、ナオトくんに走って欲しくないって思ってるんだよ」

「お前は変わったな」

　ポンとあーちゃんは紗耶香の頭に手を置いた。

「最初に会ったとき、ロボットのように変な言葉を繰り返す……そう、作り物のような印いん象しようを受けたが、いまは違う。すっかり女の子になった」

　肩を震わせる紗耶香に、あーちゃんは光の粒りゆう子しが溶け込むほどの優しい笑えみを向ける。

「でもな、少しはナオトくんを信用してやれ。なあ、ナオトくん？」

「なんだ」と僕は尋たずね返す。

「走り切れるか」

「ああ」

「無ぶ事じにけじめをつけられるか」

「ああ！」

「もう無む茶ちやはこれで最後だぞ」

「ああ！」

「それしか言えないのか」

「あはっ！」

　あーちゃんは紗さ耶や香かの手と僕の手を取り、そして僕たち２人の手を繫つながせた。

「心配はいらない。きっとうまくいく」とあーちゃんは言った。「……必ず、な」

　僕と紗耶香はお互いの顔を見合った。

　そして、僕が笑ってみせると、涙で曇っていた紗耶香の顔に光が灯ともった。

「はっはっは、音楽家か有あり吉よしよ。真ま崎さき副ふく会長もああ言っていることだし今回は大おお目めに見てやってくれんか。ちなみにいまの『ああ言っている』は副会長が繰り返していた『ああ』とかけたのだがな──っはっはっはっは！」

「……これじゃあたしが悪わる者ものみたいだ」と言って、有吉は僕に向き直った。黙だまったまましばらく僕らは見つめ合っていた。すると有吉は長い溜ため息いきを吐くように、小さく口を動かした。

「また走ってくれるのは、あたしだって嬉うれしいんだ」

「え？」

　うまく聞き取れてなくて、僕は訊きき返す。有吉は怒ったように目を吊つり上げて「なんでもない！」と言った。

「まあ、いいけど。あ、そうそう、お前のビンタ、結けつ構こうきいたぜ？　ありがとうな、心配してくれて」

　僕は親おや指ゆびを立ててみせる。すると有吉はプイとそっぽを向いて、

「こ、今回だけだからなっ」

　……え？

　もしかしてこいつ、モノホンのツンデレ？　ええーっ、どうしよう僕のポジションが脅おびやかされるぅ──っ！

「出で遅おくれたみたいね」

　大げさに溜息を吐いて、芝しば浜はまが僕らのもとへ歩いてきた。

「お前もきてくれたのか」

「あんたがどうなろうと知ったこっちゃないけど、紗耶香も頑がん張ばってるって聞いたから」

「そうか、それで応おう援えんに」

「応援ってほどのもんじゃないわよ」

「いやだってお前チアガール姿すがたじゃないか」

「しいまった──────っ！」とガッツリチアガール衣い装しようを着込んだ芝浜は、手にしていたボンボンを地面へ叩たたきつける。「誰だれよりも本ほん気きを出してしまったわーっ！」

　そんな芝しば浜はまを見て、僕らはドッと笑った。







　それから、僕たちの戦いが始まった。

　もしかすると大げさなのかもしれない。たかが体育祭さいのリレーだ。ここまで本ほん気きになるヤツなんて普通はいない。

　でも僕にとってこのリレーは特別な意味を持っていた。走ることができなくなった僕、走れるのに走らない真ま穂ほ、ここに宮みや野のを加えてやってもいい、とにかく僕たちが前に進むためにも変わっていくためにも避けることなどできはしない。だから僕はいつになく本気で練習に打ち込んでいた。

　紗さ耶や香かには改かい善ぜんすべき点を書き記しるしたノートを渡してある。それをもとに彼女は日々の練習を行っている。もとから運動神しん経けいがいいため飲み込みも早く、めきめきと陸上部ぶでも十分通つう用ようするほどの実力を紗耶香はつけていった。どうせ宮野も真穂もろくに練習なんてしてないんだろうから、これならもしかすると紗耶香がうちのチームのエースになるかもしれない。

　一いつ方ぽう僕は、過去の僕と戦っていた。

　まず、いまさらながらに僕は以前の僕と比べ、スタミナだけではなく俊しゆん敏びん性せいが鈍どん化かしていると痛つう感かんした。イメージの中にある動きよりも、二に拍びよう子しほど遅れて体が動いているような感覚だった。

　とにかくこれは、練習を繰り返して乗り越えるしかない。僕は才さい能のうや特とく筆ひつした能力がない分、人ひと並なみ以上の努力を積み重ねて現げん役えき時代は乗り切ってきた。あのときのことをもう一いち度ど行えばいい。たとえそのせいで脚あしがだめになっちまおうとも、僕は一いつ向こうに構わない。なによりも恐れるのは、ここから逃げ出してしまうことだった。

　また、恐きよう怖ふ心しんとも僕は戦っていた。

　走り出すと同時に、あの挫ざ折せつしたときの光こう景けいが蘇よみがえり、僕に強い恐怖を与える。

　どうしていまごろになって走り出す度たびにそんな感情になってしまうのか。自分なりに考えて出した結けつ論ろんは、僕が僕のために走っているから、だった。

　陸上部のとき、僕はまぎれもなく僕のために走っていた。

　だが、それ以い降こう僕は自分のために走ることはなくなっていた。誰だれかのために走ることはあっても、自分のために走るなどなくなっていたのだ。

　だからこうして、もう一いち度ど自分のために走り出そうとした矢や先さきに、フラッシュバックのようにあのときの景け色しきが僕を襲おそってくるようになったんだろう。

　今日きよう何なん度ど目めかわからないフラッシュバックに耐えかね、僕はグランドに転がり込んだ。奥おく歯ばをガタガタ震わせながら、駆かけ寄ってこようとする紗耶香を手で制しながら、僕は誰にも頼らず自分の足で立ち上がる。

　なにそんな意い地じになってんだよ。もういいじゃねえか。お前はよく頑がん張ばったよ。もう無む理りなんかしなくていいんだよ。

　そんなわけあるか。僕はまだスタートラインにすら立っていないんだ。こんなところで諦あきらめられない。こんなところで諦めちまうような夢を、僕は真ま穂ほに渡したいんじゃない。そうだとも、途と中ちゆうで諦めて、甘えに逃げ込むようなつまらない物語を語り継ついで欲しいわけじゃ絶対にないんだ。

　そう暗あん示じをかけるように言い聞かせ、僕は放課後ごになる度たび、グランドを走り回った。

　だが一度として満足に走り切ることができないまま、ずるずると体育祭さいの前日まできてしまった。僕は練習を終え、着き替がえてグランドでトンボをかけている。陸上部ぶの連れん中ちゆうと一いつ緒しよにだ。

　先に着替えてしまったのは失敗だったのかもしれないけれども、紗さ耶や香かの着替えはどうも時間がかかり、一人所しよ在ざいなく立ち尽くしているのも芸げいがないので掃そう除じに参加することにしたのだ。今日きようのグランドの整せい地ち当とう番ばんはたまたま陸上部だった。

　陸上部ぶ員いんのそばまで歩み寄り、僕たちもグランドを使っているので手伝うよと提てい案あんすると、別にいいと連中は言った。まあまあ照れなさんな、と言ってトンボを奪うばい取ると、練習してるところ見てたけどお前うちに入れよ、と主しゆ将しようらしき人が言ってきた。僕はにべもなく断った。どうしてだと主将らしき人は尋たずねてきた。僕は言う。俺おれにはちゃんと帰るところがあるんですよ、と。あそこ以上に面白い居い場所なんてこの世にないですよ、と。確かにな、と主将らしき人は笑った。なんなら入りますか、うちに、と言ってみると、そいつはご遠えん慮りよ願いたいね、と言って主将らしき人の笑えみは苦にが笑わらいに変わった。

　グランドの整地はほぼ終わりかけていた。だが、紗耶香は着替えからいまだに戻ってこない。女の着替えは長いと聞いていたが、まさかここまでとは思わなかった。このままだと僕は確実にトンボがけの底なしの魅み力りよくにハマってしまう。ちくしょう、足あし跡あとだらけの地面にトンボをかけて綺き麗れいにするのはどうしてこんなにもエロティックなんだ。それにほら、こういう感じでふあっさーってやるとめちゃ綺麗になる。侘わび寂さびすら感じる。そしてほら、陸上部の連中は僕の扱いに慣なれてないから微び妙みような顔をするだけでなにも言ってこない。やばい、やばいぞ。紗耶香よ早く戻ってきてくれ、そして僕を止めてくれ。このままでは僕はトンボという悪あく魔まに心を奪われ、トンボに異常性せい愛あいを向ける少年のひと夏の思い出を描いた妄もう想そう物語を間違いなく書いてしまう。それだけは嫌いやだ。

　ふいに足下に石ころが転がってきた。転がってきた先の方へ顔を向けると、宮みや野のの姿すがたがあった。

「ナイスコントロール、オレ」

「……宮野」

「他のみんなは？　どうせどっかにいるんだろ？」

「そうか、気づかないか…………このトンボ、どことなく会長に似ていると思わないか？　そしてあのトンボには奈な々なさんの面おも影かげが。へっへっへ、そうさ、実はみんなはな────」

「で、みんなは？」

「意い外がいかもしれないが、現実会かいも夢の組もみーんな今回の件にはノータッチだ。ここで練習をしているのは俺おれと紗さ耶や香かだけ」

「最初からちゃんとそう教えてよね」

　宮みや野のは溜ため息を吐いた。

「……ツラ、かせよ」

　そう言って宮野はどこかへ向かって歩き出した。

　僕は、悪いが会長を頼むと言ってトンボを陸上部ぶ員いんに渡し、宮野のあとを追った。ポケットから携けい帯たい電話を取り出し、先に帰っていてくれと紗耶香にメールを打っておく。

　鱗うろこのような雲が茜あかね色いろに染そまっていた。
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　僕たちはずいぶんと歩いて、商店街がいにたどり着いた。オレンジ色の光が、人ひと通どおりのすくない道に差し込んでくる。ツラかせと言ってきたわりに宮みや野のは行き先についてはノープランのようで、ぷらぷらと気ままに歩いていた。

「まだやってるんだって、練習？」

　宮野は何気なく訊きいてきた。

「体育祭さい、明日あしただからな」

「へえ」

「お前わかってるのか、明日だぞ明日。サボりまくってるお前を尻しり目めに、紗さ耶や香かはめきめきと頭とう角かくを現してるんだぜ？　ろくすっぽ練習していないお前なんかじゃ相手にならないだろうな、きっと。あいつ頑がん張ばり屋やだし、なんでもできるから」

「なんでも、ねえ」と宮野は呟つぶやいた。

「まあ、フォームを見てやる時間ぐらいはあるから、なんだったら学校に戻ろう。うん、そうしよう。ちょっとでもお前のヘボ具合を改かい善ぜんしてやらないと負けちまうからな」

「勝ちたいの？」

「当然だ。俺おれは一度も１着を取ったことがないんだから」

「うちの中学じゃ２番の真ま崎さきって言われて有名だったぜ？」

「はあ？」

「あんたと走るとリズムが崩くずされて堪たまらないって評ひよう判ばんだったんだよ、悪い意味でね」

「なんだと！」

「怒るなって」

　宮野はけらけら笑った。

「でもオレは、ナオトに勝った気がしてねえ」

「事実勝かったんだろ、お前は」

「勝ってねえよ！」

　突とつ然ぜん宮野は大声を出した。が、大きく息を吐き出し、気持ちを落ち着かせるかのように胸むな元もとを軽く叩たたいた。八や百お屋やのおっちゃんが何事かと僕らを見た。

「……オレはさ、こう見えてたいていのことはできるんだよ。知ってた？」

「試験、そういや俺よりよかったな」

　僕が低すぎるのかもしれないが。

「スポーツだってそうだった。特に練習しなくても、いい成績が取れた。ガキの頃無む理りやりピアノやらされたけど、それもそんなに難しくなかった。初しよ見けんでだいたいできちまった。だからさ、つまんねえんだよ。どうせできるって思ったら、なにをやるにしても本気になれねえんだよ」

「贅ぜい沢たくな悩みだな」

　僕は笑う。

「前にナオトが壊こわした救きゆう急きゆう車しやの玩具おもちや、覚えてるか？」

　ふいに宮みや野のはそんなことを尋たずねてきた。

　救急車の玩具？　ああ、そういえばあーちゃんによって童どう心しんに返されて、学校の廊ろう下かでピーポーピーポーやってたな、こいつ。そしてその救急車、僕が投げ飛ばして壊したんだったな。改めて思い返してみると鬼おにだな、僕は。

「あれさ、オレが運動会で１等になったとき、じいちゃんが買ってくれたやつなんだよ」

「まあ、俺おれによってぶっ潰つぶされたがな」

「あの玩具買ってくれた半年後ご、じいちゃん死んじまったけどね」

「本当に申もうし訳わけございませんでした」

「だから謝んなって、気き味み悪い」宮野は気にしている様よう子すもなく言った。「別にあの玩具が欲しかったわけじゃねえんだけど、なんつーの？　まあ、嬉うれしかったんだよ。周りはよっぽどのことがない限り、オレを褒ほめたりしなかったからね。じいちゃんに褒められて、初めて認められたような気がしたんだ」

「それで陸上部ぶに入ったのか」

「……うーん、そうなるんだろうね。あんときから走ることは好きになってたから」

「で、陸上部に入ってブイブイ言わせてたのか」

「いーんや、そこそこだよ。走ることは好きだったけど、きっつい練習とか無む理りだし、そもそも汗あせとかかきたくねえし、すぐに飽あきちまった。それにさ、どうせ本ほん気きを出せばオレが勝てるんだっていう慢まん心しん？　まあ、そういうのもあったしね」

「絵に描いたようなニート思し考こうだな」

「んでナオト、あんたに出会ったってわけ」

「俺？」と僕は訊きき返す。

「そう、あんた」と宮野は目を細めた。「あんたってさ、チョー必死だったじゃん？　スポ根こんばりに気き迫はくで走ってたじゃん？　いまどきいねえよ、そんなヤツ」

「悪かったな」

「別に嫌いや味みを言ってるんじゃなくてね」宮野は夕空を仰あおいだ。「羨うらやましいって言ってんだよ」

「羨ましい？」

「ああ、すげえ羨ましい。そんなふうによ、がむしゃらになって走れたら最高じゃん？　世の中のくだらねえ些さ細さいなこととかつまんねえ縛しばりとかかなぐり捨てて頭ん中空からっぽにして走り抜けたら────なあ、ナオト、そこから見る景け色しきはどんなだ？　こんなどうしようもねえ現実でもバカみたいにキラキラしてんのかな」

「走ってみればわかるだろ」

　僕は宮野に手を差し伸ばした。

「こいよ、最高に面白おかしいヤツらが待ってるぜ？」

「……ホント、あんたって人はさ…………」

　宮みや野のは頭をかいた。そして、次の瞬しゆん間かんには僕は吹っ飛んでいた。アスファルトの上を転がり、薬やつ局きよくの立て看かん板ばんにぶつかった。宮野に殴なぐられたんだとわかった。口の中に血の味が広がった。

「どこまでバカなんだよ！　オレだぞ？　あんたがあんなに必死になってたもん全部奪うばっちまったの、オレなんだぞ!?　そんなヤツと手と手を繫つないで仲よくリレー？　頭どうかしてんじゃねえのか」

　僕は起き上がり、口の中の血を吐き捨てた。人ひと通どおりのすくない通りだが、それでもまったくのゼロというわけではない。何人かの通行人にんは、僕たちを避けるようにして足あし早ばやに通り過ぎていった。学校や警察に連れん絡らくでもされかねない状況だった。でも、そんなくだらないことなんかよりも僕にとっては宮野の方が優ゆう先せんされることだった。

「それはお前だろ」

　口くち元もとを手で拭ぬぐう。じわりとした痛みが広がった。

「どういうことだよ」と宮野は眉まゆをつり上げた。

「急になに盛り上がってんのかわかんねえけど、俺おれはお前に奪われてたなんて思っちゃいねえよ。そりゃ打ち明けられた直後はどうしたもんかと困ったけど、でもよ────」

　僕は拳こぶしを宮野の顎あごめがけて打ち込む。

「お前は俺の仲間だろうがッ！」

　宮野は倒れ込みながらも、呆ぼう然ぜんとした顔をしていた。

「ホントお前が俺の仲間とか最低の気分だ。俺の人生終おわりだ。けどな、お前がいまだに俺から陸上を奪ったとかそんなくだらねえこと考えてんなら、俺は絶対許ゆるさねえからな！　死ぬまで殴ってやるぞッ！」

「やってみろよ」

「ああ？」

「やってみろっつてんだよッ！」

「上じよう等とうだ！」

　倒れ込む宮野の胸ぐらを摑つかもうと腕を伸ばす。が、反対に僕の手は宮野に摑まれ、思いっ切り引っ張られた。バランスを失った僕は宮野の上に覆おおい被かぶさるのだが、すぐさま蹴けり飛ばされ背中からアスファルトの上に激げき突とつした。すぐさま宮野は僕に馬うま乗のりになって、拳を大きく振りかぶった。

　だが、いつまでたっても拳が打ち込まれることはなかった。

　かわりにぽたぽたと雫しずくが僕の頰ほおを濡ぬらした。

「……なんで追いかけてこなかった？」

　宮野は顔をくしゃくしゃにしながら泣いていた。

「だったら、なんであんとき追いかけてこなかったんだよ…………？　あんとき立ち上がってさ……また必死に食らいついてきてさ……それで……それで……どうしてオレを抜かさなかったんだ……ッ！」

「無む茶ちやを言うな」

「それでもやれよ！　無茶だろうがなんだろうが、あんたならやれよ！　……オレはさ、ずっと待ってたんだぜ……？　ガキみたいにわくわくしながら……いつか、あんたがオレを追い抜いていって……今度はオレがあんたを追う番になってさ、すげえ必死な顔して、マジになって、あんたを追い抜かして完かん膚ぷ無きなきまでにぶちのめす……そんな未来を待ってた。なのに、なんでだよ……なんでオレは奪うばっちまったんだよ！　クソ、クソ！　奪いたくなんてなかった。そんなつもりなんてなかった。オレはただあんたと、ナオトと走っていられりゃそれでよかったんだよッ！」

「宮みや野の……」

「走りてえ……ナオトとまた走りてえよ…………」

　そうして宮野は声を出して泣いた。通行人にんが不ぶ躾しつけな視線を向けてこようが、興きよう味み本ほん位いで店から店員が見けん物ぶつに出てこようが、そんなのお構いなしに宮野は泣き続けた。

「……なら、また走ろうぜ」

「え？」

　僕は勢いよく上じよう体たいを起こし、宮野へ頭ず突つきを食らわす。鈍い音がした。宮野は大きく体を仰のけ反ぞらせて背後から倒れた。

「お前がなにも奪ってないって教えてやるよ」

　僕は起き上がり、宮野へ手を差し伸ばす。

「ペラペラ勝かつ手てに喋しやべりやがってよ、お前の声一いつ生しよう分ぶん聞いたわ。もう二度と喋んな。ごちゃごちゃ抜かすな。黙だまって俺おれについてこいボケ」

「なに……言って……？」

「だから──」

　僕はそっぽを向いた。

「お前には抜かせねえっつってんだよ」

　宮野はしばらく僕を見つめたのち涙混まじりに笑って、そして、固く僕の手を握った。

「……許してくれるのか」

「許すもなにもないだろハゲ」

「……オレ、速いよ？」

「上じよう等とうだ」

　ナオトは　みやのを　なかまにした。

　ピツ、ピツ、ピツ。

　→すてる

　デュンドンデュンドンデュンドンデューンドン！

　みやのは　のろわれている。

「……なーんか、変なこと考えてない？」

　いや、別に？

「オイィ」

　やけに甲かん高だかい声がした。振り向いてみると、よその学校の生徒が何人かそこに立っていて、挑ちよう発はつ的な視線を僕らに向けてきていた。

「なんだ」と僕は聞き返す。

「なんだはこっちの台詞せりふだろうが、ああ？　最近この辺はうちらの遊び場なわけ。それ勝かつ手てに荒らすとか頭どうかしてんの、ええ？」

　そういやキタちゃん言ってたな、この時期はなんちゃってヤンキーが増えるって。まさかこんなところで絡からまれることになろうとは思いもしなかったな。

「ど、どうする、ナオト？」

　周囲を窺うかがいながら宮みや野のは訊きいてきた。

　相手は５人。こちらは２人。あんまり好ましくない状況だ。

「おい、そこのてめえ」と長身の男は僕に睨にらみをきかせてきた。「さっきからなにクソ生なま意い気きな目ぇしてんだよ。やんのか？」

「へっへ、ねえねえ、ボクちゃんたちいくら持ってるの？　それで勘かん弁べんしてあげてもいいよ？」

　パーマをかけたたれ目の男がくだらないことを言ってきた。

「水差しやがって、反へ吐どが出る」と僕は言う。

「同どう感かん」と宮野も鋭い目を連れん中ちゆうへ向けた。

「……？　なにゴチャゴチャ抜かしてんだよ？　ボコられてえのか!?」

　僕は拳こぶしを握った。

「どっちが！」

　僕と宮野は連中に向かって飛びかかっていった。







　台所では兄あに貴きが米をといでいる。水の音と混じって米の粒つぶと粒が擦こすれ合う音が心ここ地ちよく響ひびいた。時間は８時を過ぎている。この調子なら夕食にありつけるのは９時過ぎになる。まあ、家か事じのほとんどを兄貴に任せているのだから文もん句くは言えない。

「その怪け我が、どうした」

　兄貴は僕に背を向けたまま言った。

　僕の顔は派は手でに腫はれていた。服を着ているからわからないが、顔だけじゃなく腹とか背中とかにだって青あざをつくっている。宮みや野のとの殴なぐり合いはともかくとして、あのバカどもめ……５人がかりで本ほん気きで殴ってきやがって……騒さわぎを聞きつけてパトカーがきたから、結局散ちり散ぢりに逃げることになったけど、あのままじゃやばかった。いや、ちっともやばくないか。うん、むしろ僕は勝っていた。圧あつ勝しようだった。あのなんちゃってヤンキーどものプライドを守るために、僕はやられている感を演えん出しゆつしていただけなのだ。それだけなのだ。

　一応、宮野には電話で無ぶ事じを確かく認にんしている。お縄なわについて結局体育祭さいに出られませんでしたなんてことになってはバカみたいだからな。とにかく、安心した。

「膝ひざ痛めたと思ったら今度はケンカか」

　兄あに貴きは抑よく揚ようなくそう言った。

　僕はテレビを消し、ソファーから立ち上がる。

「ケンカなんかしてないって」

「そのツラじゃ説せつ得とく力りよくはねえよ」

　ふんと兄貴は言った。ちょっと怒っているのかもしれない。

「それで、体育祭はいつなんだ」

「明日あした」

「そうか。まあ、お前に明日があればの話だけどな」

「確かにね」

「出るのか」

「出るよ」

　ゆっくりと兄貴は振り返り、僕の顔を見た。

「……汚きたねえツラだな、いつもより増して」

「ありがと」

「クソが」

　再び兄貴は米をとぎ始めた。

　僕も台所に行き、兄貴の横に立つ。

「手伝おうか」

「お前が触ったものなんて食えるかよ」

「レタス切ればいいの？」

「勝かつ手てにしろ」と兄貴は吐き捨てた。

　そうして僕たちはしばらく無む言ごんのまま作業を続ける。換かん気き扇せんのごおうという音だけが響ひびいていた。

「直なお人ひと」

「なに？」

「この前は悪かったな」

「こっちこそ」

「お前はいい、別に」

「じゃあ、紗さ耶や香か」

「……そうだな、あのバカ女にもひどいことを言った」と兄あに貴きは自じ嘲ちようした。「ちょうどいい、今度あのクソ家族を料りよう亭ていに誘ってやることにするか。あそこの家のメシも、まあまあだったしな」

「そんなに気に入ったんだ、紗耶香ん家ち」

「うるせえ、焼き殺すぞ」

「ていうか料亭って？」

「春ぐらいにぶくぶくと肥こえた豚ぶた野や郎ろうと懐かい石せき料理食くいに行ったことがあったろ？　またあの露ろ骨こつに媚こびてきやがる豚野郎が俺おれの足を舐なめたくて仕方ないみたいだから、一いつ席せき設けさせたんだよ。そこに呼んでやる」

「うわあー、かっこいい。けど絶ぜつ対たい紗耶香をそんな場所に行かせたくない」

「あの豚野郎、俺を抱き込もうと必ひつ死しなんだ。病気か事故かでずっと眠ったままの一人ひとり娘むすめがいるみたいなんだけどな、我が子が可愛かわいいばかりにこっち側にきちまうなんてよ……間ま抜ぬけな豚だぜ」

「俺は兄貴が一体なんの仕事してるのか気になるよ」

「なんだったっけな、その眠り姫ひめの名前。って、そうか、思い出した。眠り姫じゃなくて────」

　廊ろう下かでガタンと物もの音おとがした。

「ありすだ」と兄貴は言った。「あの豚野郎が事ある度たびに言ってたのに、記き憶おくってのは案あん外がい頼りないものだな」

「ああ、そうだね」

　僕は包ほう丁ちようを置いた。

　ありす。

　台所から離れ、リビングのドアを開けた。

　そこにはやはりリデルがいた。

　薄うす暗ぐらい闇やみの中、病びよう的てきなほどに白い肌はだがぼうっと光っていた。

「少し、話さねえか」

　僕は親おや指ゆびで２階を差した。リデルは無む表情のまま小さく頷うなずいた。







　リデルにあてがわれているのは、昔、この家に住んでいた女が使っていた部屋だった。最初は父とうさんが使っていた部屋を勧すすめたのだが、臭いとか言って一いつ蹴しゆうにされたのだ。

　ベッドも鏡きよう台だいも昔のまま置かれている。僕は基本的にこの部屋には入らない。けれども兄あに貴きがリデルがやってくるまでは定期的に掃そう除じや手入れをしていたので、部屋はあの女が暮らしていた頃よりもむしろ清せい潔けつだった。

「ここってあなたの母親の部屋だったのよね？」

　リデルはベッドに腰を下ろした。

「俺おれに母親はずっと前からいない。あるいは、最初からいなかったのかもしれない」

「ではあなたはどうやって生まれたの？　コウノトリに運んできてもらったの？」

「俺は女から生まれた」と僕は吐き捨てる。「それだけのことだ」

　するとリデルはくすくすと笑った。

「それがあなたの物語なのよね？」

「お前のはどうなんだ？」

「わたし？」

「そうだ、ありす」

「その名前で呼ばないでって言ってるでしょう」

　突き刺さるような視線を向けられた僕は、反射的に一歩後うしろへ下がった。

「でも……いいわ、教えてあげる」

「お前のことをか」

「違うわ」リデルは翡ひ翠すいの瞳ひとみを妖あやしく輝かせた。「あなたのことを」

「どういうことだ」

「わたしはあなたの物語行為ナラテイブがどんなものであるのか、実際のところすべてを把は握あくしているわけではないわ。でもね、わたしはあなたが何者であるのかはよくわかっているの。そう、あなたはわたしと同じよ。同じ物語世界イストワールの住人、つまりお友達なのよ。これからは仲よくしましょうね」

「言ってる意味がわからん。俺が物語世界の住人？　ふざけんな、俺はあんな変なところで生まれた覚えはねえぞ」

「あの物語世界は、わたしが数多くの物語を重ね合わせてつくったもの。あなたの物語世界ではないわ」

「え？」

「つまりあなたにもつくれるのよ、わたしのように物語世界が。もっともあなたはすでにつくっているようだけれども」

「俺がすでにつくっている…………もしかして」

「そう、川かわ瀬せ紗さ耶や香か。あの子よ」

　リデルはベッドから立ち上がり、僕の周りをぐるぐると歩いた。

「よくよく考えてもごらんなさい。他の物語行為の子ナラシオンと比べて、自分の物語行為ナラテイブに差があると思わなかった？　どうして自分だけ〝同どう化か〟の影えい響きようを受けないのか気にならなかった？　そしてどうして他の物語の中に入れるのか不ふ思し議ぎに思わなかった？」

「他の物語の中？　いつ俺おれがそんな────」

　はっとなって僕は言葉を飲み込んだ。

　そうだ、僕は確かに他の物語の中に入った。だから僕は彼女の悲しみや怒りを知ることができ、再び彼女に笑顔を取り戻すことができた。

　それは。

「あーちゃんの物語」

「そうね、それが一番わかりやすい例示だわ。あなたは自分の物語とあの子の鋼こう鉄てつな物語を重なり合わせ、一つの物語にしたのよ」

「重なり合わせて一つにしたからこそ、俺はあーちゃんの奥おく底そこにある閉じ込めた記き憶おくと会うことができた。でも、そんなことが実際に起こりえるのか」

「現にしてるじゃないの」

「そうはそうだが……」

「いいえ、そういうことをわたしは言っているんじゃないの。あなたが現に物語を重ね合わせているもの、それは川かわ瀬せ紗さ耶や香かに関わるキャラクターたちよ」

「……ッ！」

「もちろんそれだけではないわ。この現実に生きる人たちは、川瀬紗耶香に関わることで自動的に〝同化〟の影響を受けるわ。もしかすると関わらなくても〝同化〟の影響を受けているかもしれない。〝同化〟というのは、物語を引き寄せる力。この現テ実ク世ス界トを物語世界イストワールにする力よ」

「それがお前の狙ねらいか……ッ!?」

「そうよ。あなたが現れてくれてから、わたしはとても楽をさせてもらっているわ。なにせわたしがなにもしなくても、川瀬紗耶香が生きているだけでこの現実世界は現実から離れていくのだから」

「そんなことはさせない」

「させない？　じゃあどうするの？」

「百もも乃のが……そうだ、百乃がいる。あいつの〝異い化か〟で〝同化〟なんてすべて……」

「あははは、気の遠くなりそうな話ね。止めはしないけれども、徒と労ろうに終わるわよ。間違いなくね」

　落ち着け、よく考えるんだ真ま崎さき直なお人ひと。

　リデルは要するに現実世界を捨てちまおうとしている。そしてなにもかもをあの絵え本ほんの中のような物語世界に変えようとしている。

　その下した地じとして〝同どう化か〟が必要になる。ドラゴンが出てきても、魔ま女じよが現れても誰だれもなんの疑問に思わない状態。それはつまり、物語にシンクロしているってことだ。これがリデルの言う重ね合わせか。みんなの中にある物語を重ね合わせていき、１つの大きな物語をつくり、この現テ実ク世ス界トを飲み込み、理想的な世界をつくろうとする。

「あなたが開ける扉とびらは２つあるわ」

　リデルは蠱こ惑わく的に自分の唇くちびるを舐なめた。

「１つは、川かわ瀬せ紗さ耶や香かを生かし続け、理想的な物語世界イストワールを築いていく扉。そしてもう１つは、怖こわいことに虎とらが入っていて、開けると同時に虎が飛び出してきて川瀬紗耶香をむしゃむしゃ食べてしまう扉。さあ、あなたが選ぶのはどちら？　女か、虎か……うふふ」

「俺おれは……」

「そう焦あせることはないわ。ゆっくり考えなさい。ゆっくりと、たっぷりと苦しみながらね」

　僕は部屋から出て、勢いのままドアを閉めた。

　そして自室へ戻り、もうなにも考えられなくなっていてひどく混乱していたので、もう寝てしまおうとタオルケットをめくると──

「じゃじゃーんっ」

　紗耶香が両手を天てん井じように向けたまま満まん面めんの笑えみでびっくり箱のように飛び出してきた。

「驚いたかいナオトくん？　きっと明日あしたの体育祭さいのことで緊きん張ちようしてるだろうと思って、飛び出せ川瀬っ！　なんだよ」

　紗耶香は幼い顔をして笑っていたが、僕の顔を見るなりえっと声を上げた。

「ナオトくん、怪け我がしてる！」

「男おとこ前まえになっただろ？」

「そんなことしなくてもナオトくんは男前だよっ！」

「正面切きって言われると恥はずかしいよね」

　急に紗耶香はあたふたし始め、あうあう言いながら絆ばん創そう膏こうでも探そうとしているのか、部屋の中を歩き回った。

　ころころと表情を変える紗耶香。

　感情の変化が顕けん著ちよになってきた紗耶香。

　もう、誰だれにも作り物だと言わせない。紗耶香は生きている。ここでまぎれもなく生きている。

「えっ？」

　僕は背後から紗耶香を抱き締めた。

　紗耶香の温ぬくもりが伝わってくる。

　この温もりは、絶対に僕が守らなくてはならないものだ。

「虎なんて俺がぶちのめしてやる」

「ど、どうしたんだよ、ナオトくん」

　両側で結ゆわえた髪かみがパタパタと動くように僕の頰ほおをくすぐった。

「……悪い魔ま女じよにいじめられてきたのさ」

「そ、そうなんだ」

　なんとなく頼を染そめながら、僕の腕にそっと紗さ耶や香かは手を重ねた。

「なあ、紗耶香」

「……なに？」

「今日きよう、帰るなよ」

　ブッと紗耶香は噴ふいた。

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってよナオトくん。急にアグレッシブなんだよ」

「いや、少女漫まん画がだとさ、たいてい落ち込んだ男を慰なぐさめてると一いつ緒しよに夜を過ごすことになるだろ？」

「ナオトくんが少女漫画を愛あい読どくしていることに驚きなんだよ」

「いやもう、ええやろ？　なあ……ええやろ？」

「ナオトくんが酸すいも甘いも知った40代の関かん西さい人じん風ふうなんだよ！」

「だよだようるさいヤツだな。お前はあれか、だよだよ星せい人じんのだよだよちゃんか」

「それは違います」

「仰おつしやるとおりです」と僕は言う。「で、なんだよ紗耶香。一緒に風ふ呂ろ入ろうとか言ってくるくせに、なにそんな慌あわてちゃってるんだ？」

「だってさ、ナオトくんからスキンシップ取ってくれるのってなかったから」

「……そうだっけ？」

「そうだよ」

「だよだよっ」

「うえーん、ナオトくんが私をバカにするんだよー。きっと金曜日になったら居い酒ざか屋やで同どう僚りようたちにあたしの愚ぐ痴ちを言うんだよー。それを肴さかなに日本酒しゆなんだよーー」

　そんなふうにして、僕らは夜中まで騒さわいでしまった。

　楽しいからというのもあったが、それ以上に僕は不安だったんだと思う。

　体育祭さいのこと、リデルの言ったこと、それらが重くのしかかっていたんだと思う。

　きっと紗耶香は僕が不安になっているのを知っていたんだと思う。だからなにも文もん句くを言わずに、夜中まで付き合ってくれたんだろう。もちろん、明日あしたに備えなくちゃいけないということで睡すい眠みんは取ってある。

「よし」

　僕は両頰を叩たたいた。

　グランドには生徒たち以外にも大おお勢ぜいの人がつめかけ、喧けん噪そうやら放送部ぶのアナウンスやらがけたたましく響ひびいている。

　独どく特とくの、祭りのそれに近い高こう揚よう感かん。

　体育祭さいが始まる。







　競技は順じゆん当とうに進んでいった。

　夢の組の３人も自分たちの学校そっちのけで応おう援えんにきてくれた。嬉うれしいが、大だい丈じよう夫ぶなのかなと心配してしまう。

　マスゲームが終わり、しばらくのインターバルがあった。

　ふうと僕は息を吐き出す。胸が高たか鳴なっていた。

　とうとうきた。

　次の種しゆ目もくは────僕らの男女混こん合ごうリレーだ。

　トラックの周しゆう縁えんにはイスが並べられている。生徒たちのものだ。僕らはクラスごとに別れて座り、体育祭中ちゆうは基本的にその場所で競技を見ていなくてはならない。けれども体育祭なんて要ようは祭り。従じゆう順じゆんに守る生徒なんてほとんどいなかったし、それを取り締まる教師だっていなかった。

　僕は自分のクラスの連れん中ちゆうが集まる場所へ戻り、目当ての人物を捜す。次が男女混合リレーなんだから、いくらなんでもいるだろう。

　軽く見渡したところで、僕は真ま穂ほを見つけた。

「ちゃんときてたんだな」

　僕は真穂に歩みよる。

「……ずる休みはいけないっすから」

　真穂はか細い声で答えた。

「どうしたんすか、その顔」

「転んだんだよ」

「宮みや野のと一いつ緒しよに？」

「……知ってるのか」

「なんにも知らないっすよ」

「じゃあどうして」

　真穂はすっと指を差した。

　そこにはクラスメイトの佐さ藤とうくんや大おお鶴つるくんたちと笑い合っている宮野の姿すがたがあった。

「いまの宮野、すごく嬉うれしそうだから」

「空気読よめない連中が絡からんできたりもしたんだがな」

「帳ちよう消けしにするぐらい嬉しいんじゃないの？」

　と、芝しば浜はまが背後から声をかけてきた。

「ホント、あんたたちってバカなんだから」

　言葉とは裏うら腹はらに芝しば浜はまはどこか優しく微笑ほほえんだ。

「さあ、ナオトくん、宮みや野のくん、真ま穂ほ、集合なんだよ！」

　紗さ耶や香かが声を張り上げながら戻ってきた。そばにはキタちゃんもいた。

「いまキタちゃんから聞いた情報だと、敵チームのほとんどは運動部ぶ員いんなんだよ」

「でもま、オレらなら余よ裕ゆうっしょ？」

　脳のう天気にも宮野は言った。

「余裕とかそんなのはどうでもよくてなー、早くお前ら順じゆん番ばん決めろよなー、放送部ぶが困ってるんだぞー」

　キタちゃんは相変わらずめんどくさそうに言う。

　そういえばリレーの順番なんて決めてなかったな。

「はいはいはいっ、オレっち１ばーん！」

　元気よくいやバカよく手を挙げる宮野。はあ、と僕は溜ため息を吐いて首を振る。

「あのな、このリレーは順を追うごとに走る距離が長くなっているんだ。最初は50ｍ、次は１００ｍ、その次が１５０ｍで最後が２００ｍ。いくらエース級の実力とはいえ陸上の経験がない紗耶香は50を走った方がいい。50はほとんど直線、とにかく全力で走るだけだ」

「おおー」と紗耶香は感心したような声を出す。

「ナオトって実は陸上バカだからな」と宮野は肩をすくめる。

「それで二に番ばん手ては……宮野だな」

「っと、陸上にうるさいナオトがオレっちを１００に？　おいおい、どんな作戦が、いや、どんな秘ひ策さくがあるんだよ～～っ」

「いや、目に入ったから」

「適当すぎるよね、それ！」

「そんじゃ、俺おれは１５０だな」と僕は言う。

「それもなんとなく？」

　紗耶香はにやにやしながら訊きいてくる。

「まさか、そんなわけねえだろ」

　そうして僕は真穂に向き直った。

「２００ｍはお前の距離だ」

　真穂は力なく僕の視線から顔を逸そらす。

「……あたし、走らないかもしれないよ」

「走るか走らないかはお前の問題だ。お前が納なつ得とくする答えを選んだらいい。だけどな、進むか止まるかで悩んだときは、進んじまった方がたいていうまくいく。ま、保険として覚えておけよ」

「…………」

　黙だまり込んでしまう真ま穂ほ。

　なにかもう一言いおうと口を開けたそのとき────

「真ま崎さき」

　学年主しゆ任にんの斉さい藤とうがやってきた。

　険けん悪あくな雰ふん囲い気きなのはすぐにわかった。

「昨日きのう、商店街がいの方にいたな？」

　斉藤は額ひたいなのか頭なのかわからないところをハンカチで拭ぬぐった。

　わざわざ学年主任がやってきて、昨日僕ぼくと宮みや野のが殴なぐり合い、そのあとよその学校の連れん中ちゆうと派は手でにケンカした場所にいたかと訊きいてくる。となるとこりゃ、困ったことになったかもな。

「さあ、どうでしたかねえ……」

「なんだ、その態度はッ！」

　斉藤は癇かん癪しやくを起こしたかのように怒ど鳴なった。

　僕はちらと宮野の方を見る。

　斉藤が訊きいてきたのは僕だけだ。すると宮野のことはバレてないのかもしれない。だとするなら、さっさと逃げろ。おい、逃げろ。

　そう目で訴えかけるのだが、えっ？　えっ？　といまだ状況が摑つかめてないらしく、宮野はキョロキョロとしていた。バカ。

「宮野、その顔どうした！」

「ひっ」

　あっけなく斉藤に見つかってしまう宮野。

　これはホントにまずい。なんだってこのタイミングでやってくるんだ。せめて、このリレーが終わったあとにきてくれりゃよかったものの。

「どうしたんですかーハゲ主……学年主任ー？」

　じろっと絡からみつくような視線を向けながらも、ごほんと斉藤は咳せき払ばらいをした。

「連れん絡らくがあったんですよ、ご近所の方から。うちの学校の生徒が殴り合いのケンカをしていたって。それで風ふう体ていを訊いてみるとほとんど真崎と一いつ致ちしたんです」

「でも主任ー、真崎と同じ背せ格かつ好こうの生徒なんて他にもいっぱいいますよー」

「だったらこの顔はなんなんです」

　斉藤は僕の胸ぐらを摑んで引っ張った。

「真崎は以前から問題の絶えない生徒でした。今日きようという今日は、そんな甘いことを言っていては学校の風ふう紀きに関わります」

「つーか真崎ー」とキタちゃんは言った。「お前ー、商店街なんかには行ってなかっただろー」

　そしてキタちゃんは目め配くばせをするかのように何度か目を閉じた。

　え……それって…………

「……どういうことですか、喜き多た嶋じま先生？」

　斉さい藤とうは嫌いやそうに湿しつ気けをたくさん含んだ声でキタちゃんに訊きいた。

「だからー、真ま崎さきがあんまりにもバカだからー、あたしが補ほ習しゆうをさせてたんですよー」

「補習？　そんな話は聞いていませんよ」

「は───っはっはっは、その話、実じつ話わだぞ！」

　威い風ふう堂どう々どうと会長が奈な々なさんとハギーさんを引き連れ歩いてくる。

「斉藤学生主しゆ任にん、残念ながら喜多嶋教きよう諭ゆの言う話は本当だ。な、九く條じよう！」

「そ、そうなんですごめんなさーい、わたしが補習なんかくらってる情なさけねえ男を見にいこうぜってそそのかして、ドアの隙すき間まから泣きそうになって勉強している真崎さんをみんなで見てたんです。そして嘲あざ笑わらってたんですごめんなさーい！」

「ははっ、真崎ってバーカ！」

　まるでキタちゃんに加か勢せいするかのように現実会かいのみんなは斉藤たちの前に立ちはだかった。ていうかハギーさん、あんたは普通に僕をけなしただけですよね？

「ほらー、証しよう人にんもいっぱいいますよー」

　あくまでもめんどくさそうにキタちゃんは言った。

「そ、そんなのでたらめです。だいたい岸きし田だたちと真崎は同じ同どう好こう会かいのメンバーじゃないですか。かばい立てをしているだけなんじゃないですか」

　なにやら斉藤は顔をタコのように赤くして食いさがってきた。

「そういう主任こそ、なーんか証しよう拠こあるんすかー？　真崎がケンカしてたっていう」

「彼の顔を見なさい。この怪け我が、ケンカでしたものです」

「それは違うんだよ」

　紗さ耶や香かは顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「痴ち話わ喧げん嘩かのせいなんだよーっ！」

「……ええー」と小さく僕は呟つぶやいた。

「ち、ちわ……」

　斉藤は嫌いやらしい目で僕らを見てくる。このタコ頭、紗耶香を変な目で見るんじゃねえよ。

「ふっふっふ、バレてしまっては仕方がないの」

「な……なにやつ！」

　僕はついうっかりそんなリアクションを返してしまう。ああもうなにが、なにやつだ。

「夢の組見けん参ざんなの！」

　キキの言葉とともに、チアガール衣い装しようを着き込こんでいた夢の組一いち同どうは、わーっとボンボンを振った。なぜかそこに有あり吉よしも交ざっていた。すごく嫌そうな顔をしていた。

「な、なんなんだ君たちは……ッ!?」

　うん、斉さい藤とうのことは嫌きらいだけど、そのリアクションは正せい解かいだと思う。

　でも。

「あの衣い装しよう、どこかで……？」

　ふと芝しば浜はまと目が合った。

「くっ……」悔くやしそうな顔をして芝浜は言った。「そうよ、全ぜん員いん分ぶん私が作ったのよ。悪い？　なんかあんたに迷めい惑わくかけた!?」

「……いや、別に責めてないんだけど」

　おずおずとあーちゃんが進み出てくる。

「実は私と紗さ耶や香かでナオトくんを取り合ったんだ、昨日きのう」とあーちゃんは言う。「最初は２人で取り合っていたんだが……」

　あーちゃんは有あり吉よしを見る。

　深い溜ため息を吐いたあと、有吉はこう言った。

「……ま、あたしも取り合いに参加したんだ」

「そうなの、なっくんはひどい男なの！」

　キキは想そう像ぞう上の僕に怒りを浸しん透とうさせていた。

「ワタシなんて、弄もてあそぶだけ弄ばれ、あとは使い終わったタワシのように捨てられましたよ。おーいおいおい」

　百もも乃のは下へ手たくそな泣き真ま似ねをした。

　ていうか、話がどんどん変な方向にいってるからね。

「いい加か減げんにせんか！」

　斉藤は怒ど鳴なり散らした。

「大人おとなをバカにするのもたいがいにしろ！　喜き多た嶋じま先生、あなた一体子こどもにどんな教育をしてるんです！」

「あたしは基本、雑誌読よんでるかなー？」

「……ッ！　とにかく真ま崎さき、指し導どう室しつまできなさい！」

　ヒステリックに斉藤は叫んだ。

「だーかーらー、真崎がケンカしてた証しよう拠こがないだろー？」

「そんなものなくたってこいつがやったに決まってるんですよ！　こういうバカがうちの学校の評ひよう判ばんを悪くするんです、そうに決まってるんです！　さあ、さっさときなさい真崎ッ！」

　茹ゆでダコのように顔を真まっ赤かにして斉藤は無む理りやり僕の腕を摑つかみ、校舎の方へ引っ張ろうとする。

「…………あーもー、やだなあー、こんなこと言いたくないなー」

　キタちゃんは大きく溜め息を吐き、嫌いやそうに頭をかきむしった。

　けれどもふいにキッと斉藤を睨にらみつけ、

「あたしの生徒に手ぇ出してんじゃねえよハゲ頭！」

　キタちゃんは思いっ切り、斉さい藤とうを突き飛ばした。

「あんたなー、知ってんのか。毎まい日にち毎日真ま崎さきがグランドで練習してたの知ってんのか!?　あたしはずっと見てたよ。こいつ、真剣になって走り込んでた。一生懸けん命めいになってた。それを教師が邪じや魔ましてどうするんだバカ野や郎ろう！　大人おとなならな、ちゃんと全部見み守まもってやれよ！」

　いつもとまったく違う調子でキタちゃんは叫んだ。

「グランドで練習って、補ほ習しゆうをしていたんじゃ……」

「こまけえことはいいんだよー、だからハゲんだよーっ！」

「ひいっ」
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　斉藤はキタちゃんのあまりの気き迫はくにビビってしまい、ぶるぶると震えた。

　そんな斉藤を尻しり目めに、キタちゃんはグイと僕の背中を押した。

「ほらー、とっとと行けよなー。そんでさっさとすまして戻ってこい」

「キタちゃん……」

　男女混こん合ごうリレーを始めるアナウンスが響ひびいた。僕たちは集合場ば所しよへと向かう。

「真崎ー」

　斉藤を押さえつけながら、キタちゃんは親おや指ゆびを立てた。

「思いっ切り走ってこいよー」

「はい！」

　僕は集合場ば所しよへと駆かけ出した。







　紗さ耶や香かが位置につく。

　長い髪かみを後ろで一つに束ね、曇りのない目でまっすぐ前を見つめている。

　紗耶香が僕らのチームの第一走そう者しや。それは相応ふさわしいことのように思えた。彼女がこのリレーを言い出したこともあるが、なによりもすべては彼女から始まったんだ。

　妄もう想そうをノートに書き綴つづって現実化かしたというなんともふざけた話だが、それでも彼女がこの現実に現れたからいまの僕はあるのだ。

　パンッ！

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを切り裂さいてピストルが鳴った。紗耶香は全ぜん力りよくで駆かけ始める。他の走者たちも出し惜おしみすることなく最初から全力だった。50ｍはやはり女子が多かった。

「そろそろどうするか決めたか」

　僕は真ま穂ほに尋たずねる。

「…………」

　真穂の返事はない。

「お前とこうやって試合に出るの、久し振りだよな」

「……そっすね」

　紗耶香は大きく足を上げ、つま先を意識しながら走っていた。教えたとおりだ。よくやっている。

「みんな、走ってるぜ」

　紗耶香は集団から頭あたま一つ抜け出す。

「みんな、全力だ」

　そして紗耶香は、手にしていたバトンを宮みや野のへと渡した。

　宮野はすばやく反はん転てんし、いままで見たことがない速さで駆かけ出していく。鋭い走りかただった。頭一つ分のリードをみるみるうちに二つ分、三つ分と広げていく。

　あの野や郎ろう、ちゃっかり練習してやがったな。

「っと、そろそろ位置につかねえとな」

　僕は立ち上がり、尻しりについた砂を払った。

「じゃ、待ってろよ。１番でバトン、届けてやるから」

「……どうしてっすか」

「うん？」

「どうしてナオトさんは、あたしに走れって言うんすか」

「渡したいんだ」僕は空を見上げる。「夢に届かなかったあの物語の続きを、お前に」

「託たくすってことすか」

「まあ、そうだな。夢ゆめ物語ってのはやっぱ語り継ついで欲しいもんだろ？」

「そんなの託されたって困る！」真ま穂ほは勢いよく立ち上がる。「そんな重たいもの、あたしなんかに託さないでよ」

「重たくねえよ、お前にとっちゃ軽いぐらいだ」

「そんなことない。ナオトさんがどれだけ努力してたか、あたしは一番知しってる。ボロボロになっても、どれだけ頑がん張ばってたかあたしは全ぜん部ぶ知ってる！　なのに、あたしが残っちゃった。ナオトさんが走れなくなったのに、あたしなんかが残っちゃった」

「なんかが、なんて言うな」

「だってそうじゃん！　あんなに努力してたナオトさんじゃなくて、あたしなんかが……ッ！」

「お前は俺おれより相応ふさわしいよ。夢を手にする資し格かくを持ってる」

　僕は一いつ歩ぽ真穂に向かって踏み込む。

「だから俺はお前にバトンを渡す。それは俺の夢だったものだ。俺があがき続けた物語そのものだ。それを持って、２００ｍを走れ。走ってくれ。俺が夢を語った物語に、ちゃんとした結けつ末まつを与えてくれよ。できたら、ハッピーエンドでな」

「でも、あたし…………」

「俺はなにがなんでもバトンを渡す。でも、そこから先はもうお前の物語だ。どんなふうにするかは、お前が決めろ」

　僕は真穂から離れ、位置へと急いだ。

　集団を引き離しながら、宮みや野のが僕に向かって駆かけてくる。

　僕は胸をトン、トンと叩たたいた。分ぶ厚あつい壁を叩くような感覚だった。なにかが胸の奥に詰まっている。重みを感じる。その重みは押しつけるように腹部にのしかかり、僕をここへと立たせる。これは心だと理解した。虫に食い尽くされた古ふる株かぶのように空からっぽだった僕の芯しんへ心が詰まり、物語の筋すじが通る。

　この気持ちはなんだろう。

　バトンを持った宮野が、必ひつ死しな顔をしながら僕へ向かってくる。

　軽く、ステップを踏むように僕は足を進めた。

　この感覚はいつ振りだろう。

「ナオト！」

　バカでかい声を出しながら宮野はバトンを差し出してきた。あのとき、あの競技場じようで夢を競い合った宮野が、僕にバトンを差し伸ばしてくる。

　熱くなる。

「宮野！」

　差し出されたバトンをいま、僕は手にした。

　ふと宮みや野のと目が合う。

　なにかをやり遂とげたかのような穏おだやかな目だった。宮野は口くち元もとに微笑をたたえていた。そしてその口は、小さく動いた。

　行け。

　ああ、ちょつくら行ってくるわ。

　お前が僕に渡してくれたこのバトンを、１着で真ま穂ほに届けてくる。

　僕は宮野へ背を向け、そして駆かけ出す。

　風を裂さいていく音が聞こえる。

　他の連れん中ちゆうもバトンを渡し始め、第三走者が走り出してくる。

　足音が追ってくる。たくさんの足音が僕の背中へ向かって長い影のように伸びてきて、僕の体に次から次へと突き刺さってくる。

　きた。

　僕が練習のとき克こく服ふくできなかった恐きよう怖ふ感かんだ。

　振り払うようにして走る。足がもつれそうになりフォームなんてめちゃくちゃになりながら逃げるように走った。

　伸びてくる影がぱっくりと口を開ける。そこにあったのは青すぎるあの空、また伸びてくる別の影には煉れん瓦が色いろのトラック、さらに別の影には担たん架かをかついでくる人たち、競技場じよう、そんな僕が夢に敗れたときの光こう景けいが僕を追い回し、そして、膝ひざに向かって流れ込む。

　激げき痛つうが走った。

　膝が熱を帯び、関かん節せつがぎりぎりと鳴る。その度たびに熱された鉄を皮ひ膚ふにジワッと押しつけられるような痛みが走る。

　怖こわい。

　ひどく怖い。

　なにがそんなに怖いんだ？

　わからない。けど、どうしようもなく怖い。

　あんなに威い勢せいのいいこと言っておいて、そのザマかよ。

　僕の目の前には、松まつ葉ば杖づえをついた僕がいる。

　お前はホントになにも変わってねえよ。ビビリで臆おく病びようでどうしようもねえヤツだよ。

　そんなことはない。

　本当に？

　幼い頃の僕が遠くのほうに立っている。

　部屋に閉じこもって砂すな嵐あらしの画面をじっと眺ながめていた僕。空想に耽ふけり、自分を慰なぐさめるしか術すべを知らなかった頃の僕。

　あの頃から、僕は本当に変わったのか。

　なにか僕は変われたのか。

「真ま崎さき直なお人ひとッ！」

　客席から現実会かいと夢の組のみんなが僕の名を呼んだ。

「行っけええなのッ！　ほら、有あり吉よしちゃんもちゃんとボンボン振るの」

「ええ？　こ、こうか？」

　キキと有吉は両手のボンボンを激しく振った。

「は───っはっはっは、準備はいいか！」と会長は言った。

「はいですよー」

　百もも乃のは白っぽい布の端はしを摑つかみ、さーっと走り出す。布は広がっていく。横おう断だん幕まくだった。そこにはたった一言『走れ！』と書いてあった。

「ファイト───真崎直人ッッッ！　ぼくの命を持って行けえええええッッ！」

　命はちょっと重いです、ハギーさん。

「走れ、ナオトくん」

　あーちゃんは大おお太だい鼓こをボンと鳴らす。

　声せい援えんを横切り、僕は全力で駆かけ抜ける。

　なんだよ、変わったじゃねえか。

　なにが。

　お前は１人じゃない。１人だったお前じゃない。十分変かわったじゃねえか。

　でも僕は、僕自じ身しんをなにも変えていない。

　大きく足を振り上げたそのとき、激げき痛つうが膝ひざから全身を駆かけ抜け、僕はバランスを失って転てん倒とうした────。




　バトンが転がる。

　僕の夢が転がっている。

　背後につけていた走者が僕を抜かしていく。足音が遠ざかっていく。




　あのときと同じだな。

　松まつ葉ば杖づえが見えた。ゆっくり顔を上げていくと、松葉杖をついた僕が僕を見下ろしていた。

　お前はまた最後まで走れねえのか。

　ここぞというときに、また途と中ちゆうで終わっちまうのかよ。

　僕は転がるバトンへ手を伸ばす。だが、届かない。バトンに指が届かない。

　こんな繰り返しだ。

　僕は、いつだってそうだった。結局なにをやらしてもこうだったから、僕は妄もう想そうなんていうものに逃げ込んだんじゃないか。人はそんなに簡単に変われはしないんだ。どうあがいたって、どうしようもない僕はどうしようもないままなんだ。

「なんで諦あきらめるんやッ！」

　前方から耳をつんざくような声が聞こえる。

　真ま穂ほが顔を真まっ赤かにして叫んでいた。そしてみんなが掲かかげた横おう断だん幕まくが見えた。

『走れ！』

「なにがなんでもバトン渡すって言ったやんか！」

『走れ！』

「ちゃうの？　噓うそやったの？　こんなところで投げ出してしまうような夢やったの!?」

『走れ！』

「そんなんちゃうやろッ！　走ってや真ま崎さき直なお人ひとッ！」

『走れ！』

「あたしにその夢、渡してくれるんやろッ!!」

　転がっているバトン。

　松まつ葉ば杖づえをついた僕はバトンを取り、僕へと差し出す。

　ほら、言わんこっちゃねえ。お前だけじゃ無む理りなんだよ。そもそもお前はなんでも急ぎすぎなんだ。家族がめちゃくちゃになっちまったからって、それを自分のせいに感じてよ。それで、自分を変えようとした。

　あーちゃんと出会い、僕はあーちゃんをヒーローのように思った。明るくて、元気で、みんなを笑顔にする人。

　だから僕はあーちゃんのようになろうと思って、自分をつくった。

　無理してお笑い番組を見たり、『正しい犬わんっ娘ことの付き合い方』なんていうふざけた本を読んで参考にして、とにかくみんなを笑顔にするような、そんなふざけたピエロのようなキャラクターをつくった。

　それが、お前だ。

　そう、僕だ。

　あーちゃんが鋼こう鉄てつな物語をつくってその殻からの中に逃げ込んだように、僕は道どう化けの物語をつくってその中に逃げ込んだ。

　そして僕は、自分のつくった物語の中で、本当の自分というものを失っていき、いつしか偽いつわりの自分を演じ続けるのが当たり前になった。

　まるで芝しば浜はまのように、僕は真崎直人というキャラクターを演じ続けた。

　僕は、誰だれだ。

　僕の顔をした僕、お前は、誰なんだ。

「ナオトくん！」

　紗さ耶や香かが必ひつ死しな顔をして叫んだ。

　ナオト。

　直なお人ひとから一ひと文も字じ欠かけたピエロ。理想に足りない愚おろか者。

　本当に手にしたいものはなにも手に入れることができず、夢の途と中ちゆうで松まつ葉ば杖づえをついて滑こつ稽けいに振る舞っている。そうだ。それしかできなかったんだ。みんなを笑顔にするためだとか言っておきながら、結局のところピエロになることで自分を守っていたんだ。ふざけることで現実から目を逸そらしていたんだ。それじゃだめだ。絶対にだめだ。だめだ。だめだ。だめだ。

　別に構わないだろ、それぐらい。

　いいや、だめなんだ。僕は本当の自分になりたい。

　本当の自分？　なんだよそれ、そんなものになったところでどうにかなるのか。なにもかもがうまくいくとでも？　バカみてえ。どうにもならねえよ。そもそも本当の自分なんてものは存在しない。どのお前もすべてお前だよ。どれだけ否定しようとも、お前は過去から逃れることはできない。過去の延長線上じようにお前は立っている。長いトラックだ。何年、何十年と続いていく物語だ。そして物語はページをめくったそのときからずっと続いている。切り離され、点てん在ざいしているわけではない。お前は過去のお前そのものであり、これからのお前そのものだ。忘れるな、お前は過去から逃げるためここにいるんじゃない、未来へ向かうためここにいるんだ。

　だったらこのバトンを受け取れ。僕だけでやってみるだと？　ふざけんなよ。お前だけじゃ絶対に無む理りだ。でもな、俺おれたちならできるんじゃねえのか。お前が限界にぶつかってんなら、俺がぶち壊こわしてその先へ進んでやるよ。これはそのためのバトンだ。お前を走らせる魔ま法ほうだ。他人を笑わせるのも結けつ構こうだが、その前にまずお前が最高の笑顔ってやつをしてみせろよ。魔法ってのはそういうものなんだろ、真ま崎さき直人？

　ああ、そうだな。

　俺はゆっくりとバトンを受け取る。

　倒れていた僕は笑って消えていく。俺が手にしていた松葉杖もきらきらと輝きながら消えていく。

　僕の物語はお前に渡す。かわりにお前には言葉をつくってもらう。これまでにあった様々な時間、薄うす暗ぐらい部屋で砂すな嵐あらしのテレビを震えながら眺ながめていた時間、競技場じようのトラックの上で倒れていた時間、どうしようもない現実に悲しみを抱いていた時間、それらすべてを繫つなげる言葉がいる。

　そういう言葉を人は未来と呼び、前へ走るようお前の背中を押すだろう。

　きらきらとした光の踊りの中からうっすらとあの女の──母かあさんの面おも影かげが見える。

　さあ言葉だ。言葉をつくるんだ。お前はお前の言葉を語るんだ。

　母さんは瘦やせ細った手を広げ、俺へ静かに微笑ほほえみかける。その未来に向かって俺は呼びかけた。俺の名前は真崎直人！　あなたを憎にくみ、あなたを恨うらみ、そしてあなたを愛した、かつてのあなたの子どもだ。

　俺おれはあなたに向かって走り、あなたを越えていくことだろう。俺は俺としてここにいる。そうだとも、逃げるために俺はここにきたんじゃない。走るために俺はここにいるんだ。

　だったら走れ、真ま崎さき直なお人ひと。

　走れ。

　走れ。

「走れッ！」

　俺は自分の殻からを破るかのように立ち上がり、バトンを握り締め右足を一歩前へ出し、母かあさんの影を突き抜けた。焼けるような痛みが走った、だからどうした、フォームは崩くずれ重心が定まらない、だからどうした、歯を食いしばり、脚あしを放り投げるようにして走る。砂すな埃ぼこりが立つ、口の中に鉄の味が広がる。

　後ろから誰だれかが俺を追い抜いていく。それは僕だった。練習を重ね、体をぶっ壊こわしながらも速さだけを求めた僕だった。

　僕はちらっと俺を振り返る。着いてこられるか、そう俺を挑ちよう発はつしていた。

　上じよう等とうだ。

　グランドを蹴けり上げて走る。横よこ目めに俺を応おう援えんするみんなの姿すがたが見えた。これだ。あの頃のお前が持っていなくて、いまの俺が持っているもの。確かにお前は俺なんかより速い、だがそれだけじゃだめだ。これを持っていないお前に俺は絶対負けたりはしない。

　それは強さだ。

　未来を語る希望だ。

　流れていく景け色しきの中、僕の後ろ姿を越えて前を走っていた集団が見えくる。俺は言葉にならない声を張り上げながら、筋きん肉にくが千ち切ぎれるような痛みを耐え、集団の最さい後こう尾びを走っていた男を追い抜く。残り３人。

　二に番ばん手てを争っていた男おとこ２人の間に俺は強ごう引いんに割って入る。弾はずみに肘ひじ打うちをくらった。一いつ瞬しゆん呼吸ができなくなる。だが走ることをやめたりはしない。俺はまだ僕を追い抜いていない。２人は俺の進路をふさごうと体を寄せてきた。肘を入れてくるのも忘れていない。カーブが近づいてきた。２人はコースの内側へと入っていく。

　俺は外へと跳ねた。

　転びそうになりながらも、無ぶ様ざまに体をバタバタ動かして体勢を整え、大おお外そとから２人に並び、大地に脚あしを叩たたきつけるようにして走り、そして２人とも追い抜かした。あとは、１人。

　先せん頭とう走者の背中を睨にらみつける。カーブに入った。ふいに先頭走者と僕が重なって見えた。僕がそこで走っている。俺が追い抜くことを待っている。

　耳を塞ふさがれたように、世界から音が遠とお退のいた。

　呼吸と鼓こ動どうの音しか聞こえない。視し界かいも狭くなる。真まっ白しろな空間を走っている気がした。

　真っ白の空間を突き進むと、両脇わきにフィルムのようなものが現れた。道の先へとフィルムは続いている。そこに映し出されていたのは幼い頃の僕だった。ケーキのロウソクを吹き消そうとしている僕。兄あに貴きと一いつ緒しよに海に行った僕。あーちゃんに手を引かれる僕。学校の帰りに宮みや野のと笑い合う僕。現実会かいに振り回される僕。夢の組とバカ騒さわぎをする僕。有あり吉よしと一緒にいる僕。キタちゃんといる僕。他のクラスメイトや大おお勢ぜいの人たちと一緒にいる僕。あらゆる僕が、フィルムにコマ送りで焼きつけられていた。さらに速く走ると、パラパラマンガのように僕が動き出した。俺おれの両脇わきで僕と幼い僕が走っている。

　思えば、走ってばかりだった。あーちゃんのときも芝しば浜はまのときも、俺は走っていた。どんなときも、この脚あしで走り、魔ま法ほうを起こしてきた。そうだとも、この脚はポンコツなんかじゃない。

「これは俺の誇りだ！」

　ありとあらゆる僕が並ぶ。並んで俺たちは走っている。

　俺は誰だれかのためではなく、俺のために走っている。

　僕という物語を、このバトンに詰め込んで。

「だから受け取れッ！」

　バトンへあらゆる景け色しきが流れ込む。真まっ白しろの空間に暴ぼう風ふうが吹き荒れ併へい走そうする僕たちもろともバトンの中へと吸い込まれていく。空間さえも飲み込まれていく。その切れ目から光が見えた。長く続くトラックだ。俺はその一歩向むこう側へ飛び込んだ。

　声せい援えんが一いつ斉せいに耳へ流れ込んできた。

　俺は先せん頭とう走者と並んでいた。顔に見み覚おぼえがあった。陸上部ぶの主しゆ将しようだ。

　彼は体を俺へぶつけてきて、弾はじき飛ばそうとする。カーブを抜け切り外側を走っていた俺はどこか遠くへ体を持っていかれそうになる。

　ずいぶんと必ひつ死しじゃねえか、陸上部。だけどこんなところで俺は負けるわけにはいかねえんだよ。膝ひざがぶち壊こわれようが体がズタズタになろうが、このレースだけは誰も俺の前を走らせねえッ！

　最後の直線を、俺と陸上部の主将は体をぶつけ合いながら、お互い１歩も譲ゆずらずに疾しつ走そうする。真ま穂ほが見えてきた。走る俺へ体を向けているものの顔を伏せていた。

　前に入り込もうとする陸上部の主将に体を当て進しん路ろを確かく保ほする。

　はっきり言って限界はとっくに超えている。内ない臓ぞうが口から全部飛とび出しそうだった。脚の筋きん肉にくはぶるぶると痙けい攣れんし、動かす度たびに切りつけられるような痛みが膝から全身を駆かけた。

　それでもここで立ち止まるわけにはいかない。

　未来に向かってバトンを差し伸ばした。

　すっと真穂は顔を上げる。凛りんとした瞳ひとみが俺を射い抜ぬいた。

　いい顔するじゃねえか。

　それならもう大だい丈じよう夫ぶだ。１人で走れるさ。なにも怖こわがることはない。走るお前は確かに１人っ切りだが、夢はなにも１人で見なくちゃいけないわけじゃない。みんなで見ようぜ、その夢の続きを。

　さあ、受け取れ。このバトンを摑つかめ。

「俺おれたちが変われるように！」

　バシン！　と音がした。

　俺のバトンは、真ま穂ほの手へとしっかり渡った。

　タッチの差で陸上部ぶの主しゆ将しようよりも先に俺は最終走者へバトンを渡した。

　一いつ瞬しゆん真穂は優しく笑うと、その表情を硬く締め、身を翻ひるがえした。

　そうだ。それでいい。

　世界中のヤツらに、俺たちの夢を見せつけてやれ。

　最高にきらきら輝いた物語ってやつをさ。

「走れ、藤ふじ村むら真穂」

　視し界かいが霞かすんだ。俺の脚あしは鉛なまりの塊かたまりのようになっていた。動かそうにも言うことをきかず、俺はその場に倒れようとする。

　だが誰だれかが俺の胸むな元もとに腕を伸ばし、倒れるのを防いでくれた。

「ナイスラン」

　主将はそう笑いかけてくると、俺を担かつぎ上げてコースから出た。

「なんなんだよお前、ひょっとして陸上やってたのか」

「かじった程てい度どですよ」と俺は言った。「そんな俺に負けちまって主将としての面めん目ぼく丸つぶれになっちまいましたね」

「はあ？」

　主しゆ将しようは大きな声を上げたあと、なにか合がつ点てんがいったのか快かい活かつに笑った。

「違う違う、俺はお前と同じ１年だよ。そっか、なんで敬けい語ご使ってくるんだろうって思ってたけど、そういうことか」

　主将じゃなかったその人は俺を降ろし、こんな老ふけ顔だからよく間違われるんだよと言った。

　なんだよ、それ。

　まあ確かにうまくいきすぎだとは思ったんだ。いくら全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて走ったからって、易やす々やすと陸上部ぶの主将を追い抜かせるはずがない。

　だけど。

「はははっ！」

　俺はふらつきながらも腹を抱えて笑った。主将じゃなかったそいつはきょとんとした顔をしていた。

　だけど、いい夢ゆめ見みさせてもらったよ。

「ナオトくん！」

「ナオト！」

　紗さ耶や香かと宮みや野のがかけよってきて、両脇わきから俺おれを支えた。紗耶香はいまにも泣きそうな顔をしていた。

「そんな顔するなよ」

「だっでえ……だっでえ……あうう」

　泣きそうなっていうか、もう泣いてるじゃん。

「保健室しつ行くか」と宮野は訊きいてきた。

「ちゃんと見てたか」

「え？　……あ、ああ」

「お前なんかよりよっぽど速かっただろ？」俺は体重すべてを宮野に預けた。「これでわかったな？　お前はなにも奪うばっちゃいねえんだよ。思い知れクソ宮野野や郎ろう」

「……へへっ」宮野は俺の肩に腕を回した。「オレっちの方が、やっぱ速いよ」

　そうして俺と宮野は笑いあった。

　あのとき、あの試合でともに競った宮野とこうして笑い合えるいまを、そしてこの現実を、俺はなによりも大切にしたいと思った。

「あ……」と主しゆ将しよう疑ぎ惑わくのあったヤツが声を漏もらした。

　そいつの視線の先には、ぐんぐんと後こう方ほう集団を引き離していく真ま穂ほの姿すがたがあった。真穂以い外がいは、すべて男だった。それでも誰だれも追いつくことができず、むしろ離されている。

「あの二に番ばん手て、うちの主将なんだ」とそいつは言った。「ホント、なんなんだよお前ら」

　真穂は誰よりも遠くを見つめながら信じられない速さで走っている。それは力強く、美しく、きらきらと輝いていた。ずっと俺の脚あしを摑つかんで離さなかった夢が、真穂の手に渡るだけで新たな輝きを帯びたように見えた。

　これは通つう過か儀ぎ礼れいなんだと思った。俺が俺として甘えた夢から自立するための。

　あまりの速度に、ペースについていけず後こう続ぞくは次々に減げん速そくする。真穂はいつだってそうだった。２００ｍの最初から最後までトップスピードで駆かけ抜ける。

　それは俺にとって憧あこがれだった。

　ただ前を見つめ、駆け引きなど一切なく己おのれの速さだけで勝負をつける。夢を手にする資し格かくがある者だけができる走りかた。

　いいヤツの手に渡ったな。

　カーブを抜け真穂は最後の直線を疾しつ走そうする。ぴんと背せ筋すじを伸ばし、規則正ただしく息を吐き、凛りんと前を向き走っている。

　宮野も紗耶香も固かた唾ずを飲んで見守っていた。けれども俺は気楽な気持ちで真穂を眺ながめていた。

　だってそうだろ、俺たちが負けるわけないんだ。

　真穂は前ぜん傾けい姿し勢せいを取った。

　俺たちが目指すものは、もっと先にあるんだからさ。

　パンとピストルが鳴った。

　そうだろ、真ま穂ほ？

「１着、藤ふじ村むらさん」と放送が流れた。

　後こう続ぞくの走者たちに圧倒的な差をつけ、真穂は１着でゴールを切っていた。

　真穂は俺おれたちに太陽のような笑えみを見せると、Ｖサインをつくってみせた。

「勝った」と宮みや野のは呟つぶやいた。

「勝ったんだよ」と紗さ耶や香かも呟いた。

「は────っはっはっは、大だい勝利だ───ッ！」

　会長が叫ぶと一いつ斉せいに周りは歓かん声せいに包まれる。そして現実会かいや夢の組のみんなが俺たちのところへと駆かけよってきた。

「すごいの、なっくんが転んだときもう無む理りだと思ったの。でも勝っちゃったの！」

　キキは興こう奮ふん冷めやらぬ様よう子すで言う。

「青春が炸さく裂れつしていたな」

　あーちゃんは感かん慨がい深げに頷うなずいた。

　他の連れん中ちゆうもめいめい勝かつ手てに騒さわぎ出し、ちょっとしたパニック状態になった。俺はそんな喧けん噪そうから抜け出して、バトンを眺ながめる真穂の肩を叩たたいた。

「ちゃんと走れるじゃねえか」

「ナオト兄にいさんはやっぱり転んでたけどね」

「趣しゆ味みなんだよ」

「これ、ありがとう」と真穂はバトンを掲かかげた。

「別にお前のためだけに渡したわけじゃねえよ。ほとんど、俺自じ身しんのためにやったことだ」

「だから嬉うれしいんすよ。ナオト兄さんが自分のために走れるようになって」

「そうかい」

「ナーオートーくーん！」

　飛びかかってくるように紗耶香が俺に抱きついてきた。

「おいおい……」

「えっへっへ～、私に心配させた罰ばつなんだよ。ナオトくんを独どく占せんするんだよ～」

「見せびらかしてくれるっすね」

　そうして真穂は楽しそうに笑った。

　他のみんなも集まってきて、気づけば俺と紗耶香をぐるっと囲むように立ちながら笑っていた。

　やっぱり最後はこうなっちまうのか。１人でやり遂とげたいって豪ごう語ごしたけれども、結局はこうしてみんなに囲まれることになる。

　だけど最高の気分だ。

　俺はこの現実を捨てたりはしない。色んなものを乗り越えながら、こうして笑い合える現テ実ク世ス界トを守っていく。俺おれは物語を重ね合わせて物語世界イストワールなんてものをつくらない。現テ実ク世ス界トに散りばめられた尊とうとくも美しい物語を、この現実においてまとめて輝かせてやる。

　いまならわかる。リデルの物語世界が空想や願がん望ぼうを重ね合わせたものとするなら、俺の──俺と紗さ耶や香かの物語世界はこの現実世界の中にある。俺はこの現実を守る書き手だ。物語に現実を飲み込ませたりはしない。

　扉とびらを開けて、その虎とらをぶちのめせ。

　それが俺の答えだ。

「あーほらー、さっさと並べー」

　キタちゃんは百もも乃ののデジカメを手にしていた。

「さあさあ、みなさんで撮とりましょー？」と百乃は言った。

「はっはっは、なかなかいい提てい案あんだ」と会長は肯こう定ていする。

「もういいからよー、さっさとしてくれよー。お前らむだに人にん数すう多いからさー、グランドの真ん中にいたら校内反はん乱らんみたいなんだよー」

　初めて聞く言葉だ。ていうか、絶対ない。

「私はナオトくんの隣となりなんだよ」

　そう言って紗耶香は俺の左腕うでにしがみついてきた。

「となると、結婚宣せん言げんをした私は真まっ正しよう面めんになるのか」

「あーちゃんそれ単に被かぶってる」

「ごめんなさーい、ああこのノリついていけねえとか思っててごめんなさーい」

　奈な々なさんがぐいぐい俺に体をよせてくる。

「ああっ、巨きよ乳にゆうだよ、手て強ごわい巨乳がきたんだよ！」

　紗耶香はバタバタと両サイドの髪かみを動かした。

「はっはっは、仲良きことは美しきかな！」

　会長も俺に身をよせてくる。

「これはもしかして真ま崎さきくんと抱きつきハーレム……？　だったらぼくが指を咥くわえているなんておかしいね！」

　ちっともおかしくないのにハギーさんまで俺に抱きつこうとしてくる。

「なっくんモテモテなの」

　そう言ってキキは俺の服を引っ張った。

「主しゆ宰さいー、いまですよー、ほらキッス、キッス、キッスッ！」

「う、うん……しかたないのってええ！　どこでどう間違ったらそうなるの！」

「まったく、バッカみたい」

　つまらなさそうに言いながらも、芝しば浜はまは俺のそばに立った。

「うぐっ！」

　突然誰だれかが俺おれの背中に乗った。宮みや野のだった。

「また走ろうぜ、ナオト」

「黙だまれうるさい死ね降りろ」

「だーかーらーっ、お前らなー、さっさと写真撮とるぞーっ」

　キタちゃんは地じ団だん駄だを踏んだ。

「あーほらほら、キタちゃんも怒ってるし、早いとこ位い置ち決めちゃいましょう」

　困ったように笑いながら真ま穂ほは言った。

「真穂もこっちにくるんだよ」

　そう言って紗さ耶や香かは真穂の手を引いた。

「サーカは強ごう引いんっすね……ナオト兄にいさんの影えい響きようかな……？」

「な、なにを言ってるんだよ！」

　ふいにぐいと俺の右腕うでが引っ張られる。あーちゃんだった。いつの間にかあーちゃんは俺の右腕にしがみついていて、俺は紗耶香とあーちゃんに挟まれる格かつ好こうになっていた。

「な、なに、あーちゃん？」

「強引にナオトくんを私の方に近づけてみた」

「どうして？」

「ナオトくんの影響だな」

　あーちゃんは少し頰ほおを染そめた。

「ってナオトくん、またもやあーちゃんとムフフなひとときだよ！　てやんでい、どちくしょうだよ！　あうう、こうなったら私、あーちゃんに弟で子し入りするしかないんだよ！」

　なに言ってるんだか。

「あーもー待つのやめだー。じゃー撮るからなー、もう絶対撮るからな──っ」

　キタちゃんはデジカメのボタンを押そうとする。

　俺たちは慌あわててポーズを取ろうとして失敗して、なんだかよくわからん感じにごちゃごちゃになって写真におさまった。

　でも、それはそれで、俺たちっぽくていい。

　わけわかんなくて、ごちゃごちゃしてて、でもみんなが笑っているような、そういうのがさ。

　なんてね。







エピローグ




「……ああ、そうだな」

　俺おれはさっとカーテンを開ける。朝の日差しが部屋の中へ流れ込んできた。

「学校？　いや、いいんだよ。まあ、色々あってＶＩＰ扱あつかいなんだ。しばらく行かなくてよくなったんだ」

　窓を開けると、朝の冷気が流れ込んできた。

　秋の澄すんだ空気が、空に澄み渡っていた。

「……じゃあ、体には気をつけろよ。ああ、そうそう。携けい帯たい電話ぐらい買っておけ。いちいち旅館の人に取り次いでもらうの恥はずかしいんだよ。いいな？　買っておけよ」

　俺は別れを告げて電話を切った。

　そしてうーんと腕と伸ばす。背中の骨がポキッと鳴った。

　紗さ耶や香かの部屋に電気が灯ともる。それと同時にカーテンが開けられ、彼女の元気そうな顔が見えた。パジャマ姿すがただった。彼女はわたわたとしながら窓を開けた。

「おはようなんだよ！」

「ああ、おはよう」

　紗耶香はとてもご機き嫌げんな様よう子すで、両側に結んである髪かみがピコピコと揺れていた。もう原げん理りとかをツッコむ気にはならない。

「ねえねえ、ナオトくん」

「うん？」

「シャバに戻ってくるのはいつなんだよ？」

「別に俺、刑けい務む所しよにいるわけじゃないからね。ちょっと停てい学がくになっちまっただけだからね」

　俺は結局、商店街がいでの乱らん闘とう騒さわぎのツケを払うことになり１ケ月間の停学処しよ分ぶんとなっていた。宮みや野のも同じだった。毎まい日にち毎日、暇ひまだ暇だとメールをよこしてくる。俺も暇だから律りち儀ぎに、そうだね、まったくもってそうだね、と返信している。ついでに言えば、宮野から借りた『正しい犬わんっ娘ことの付き合い方』のＤＶＤを朝、昼、晩と見てしまうほど暇だ。けれどもこんなに見ておいてなんだが、以前ほど『正しい犬っ娘との付き合い方』から面おも白しろ味みを感じることができなくなっていた。それは意識してふざけることをやめてしまったからかもしれない。

「学校はどうだ？　変わりないか」

「ビッグニュースがあるんだよ！」

　紗耶香は窓から身を乗り出して俺にビッグニュースとやらを語って聞かせてくれた。

　一体それはなんなのかというと、要するに現実会かいの公こう演えんの話だった。

　どうやら現実会は夢の組と合同で芝しば居いをやることになったらしい。あーちゃんと奈な々なさんのダブル主しゆ演えんで、演えん出しゆつも会長とキキが分ぶん担たんして行うようだ。現実会かいには現実会の、そして夢の組には夢の組のいいところがあるから、その長ちよう所しよを打ち消し合わないようにとの判はん断だんからそうなったらしいが、果たしてうまくいくのだろうか。

「きっとうまくいくんだよ！　あーちゃんと奈な々なさんすごい気き合あい入ってるし、それにみんなすんごーい頑がん張ばってるんだよ」

「紗さ耶や香かは出ないのか」

「うーん」と紗耶香はしゅんとした表情を浮かべる。「会長いけずなんだよ。お前は我々の単独公こう演えんによって華はな々ばなしくデビューするのだ、ふおっふおっふおっ、とか言って出させてくれないんだよ」

「会長はそんな仙せん人にんみたいな笑いかたしないよ」

「裏うら方かたは百もも乃のちゃんと理り花かがやるんだって」

「なんだかんだで芝しば浜はまも馴な染じんじまったな」

「あ、そうそう。よっちゃんが舞台の音楽をつくってくれるんだよ。かっこいいんだよ」

「有あり吉よしが？　へえ、あいつそんなことまでできるのか。一度でいいから聞いてみたいもんだ」

「ハギーさんは学校を辞やめて戦せん闘とう機き乗のりになったんだよ。なんか、ノリで乗っちゃったって言ってたんだよ」

「えっ!?　ちょ、ハギーさんになにがあったの!?　っていうか、戦闘機ってノリで乗れるものなのッ!?」

「ふふふ」

　紗耶香はにんまり笑った。

「噓うそなんだよ。ハギーさんは相変わらずパンジーに夢む中ちゆうなんだよ。やーい、ナオトくん騙だまされてやんの～」

「そんなの騙されるに決まってるだろ。いまのあの人なら、ホントにやりかねないんだから」

　小鳥のさえずりが聞こえてくる。道路には制服を着た学生が学校へ向かって歩いていた。今日きようが始まろうとしている。

「真ま穂ほはどうだ？」

「陸上部ぶを頑張ってるんだよ。すっごいんだよ真穂、スパルタな練習に明け暮れているんだよ」

「そりゃちょうどいい」

「どうして？」

「サボってた罰ばつさ」

「あー、ナオトくんひどいんだ」

　ちょっと怒ったように紗耶香は俺おれを指さした。

　俺はそんな紗耶香がおかしくて、笑っていた。

「……ナオトくん、ちょっと落ち着いた？」

「そう？」

「そうだよ」

「そうかもな」

　時計を見ると、結けつ構こういい時間だった。

「おい、遅ち刻こくするぞ」

「ああ、そうだったんだよ！　あわわ、あわわっ」

　慌あわてた紗さ耶や香かは軽く混こん乱らんしているのか、俺おれが見ているのにもかかわらず服を脱ごうとする。

「おーい、俺見てるから」

「いま忙いそがしいんだよ、ナオトくんどころじゃないんだよっ」

「俺、そういう縞しま々しま柄がら相そう当とう好すきだから凝ぎよう視しするけどね」

「わかったよ、今度からはなにがあっても縞々柄しか買わないんだよ心に決めたんだよってなに見てるんだよ！　いま頃ごろ気づいたんだよ！　失って気づくバカな私なんだよ！」

「ほらほら、急げ。遅刻だぞ」

「あーもー、ナオトくんの意い地じ悪わる！」

　そう言って紗耶香はカーテンをぴしゃりと閉ざした。

　やれやれ、騒さわがしい。

「結局なにも変わらないのね」

　背後から声をかけられる。

「そうでもねえよ」

　俺はゆっくりと振り返り、リデルへそう言った。少女は不ふ敵てきに笑いながら、ぞんざいな動どう作さでベッドに腰を下ろした。

「お前にはこれだけ言っておく」と俺は言った。「俺はこの現実をどうにかしようとは思わない。大切な仲間と紗耶香がいるこの現実をお前が全部台だい無なしにしようってのなら、俺が絶対に阻そ止しする」

「そうして、あなたのことならなんでもわかってくれる川かわ瀬せ紗耶香と恋人同どう士しになったりして、楽しく過ごすつもりなのかしら」

　リデルは笑えみに含みを持たせた。

「きっと、そうはならない」

「あら、意い外がいね。あの子はあなたに熱があるようだけれども、それを拒きよ絶ぜつするつもりなの？」

「拒絶って言いかたはどうかと思うけどな」と俺は頰ほおをかいた。「このまま俺たちがくっついたりするのはさ、俺にとっても、紗耶香にとっても、ためにならない。逃げ込んだ空くう想そうを肯こう定ていすることになる。それに俺は、理想の恋人をつくりたかったわけじゃないんだ。ラブコメしたいっていうバカみたいな願がん望ぼうはあったけれども、俺が本当につくりたかったもの、それは俺を変える魔ま法ほうだ。どうしようもない状態を打ち破れる強さが欲しかったんだ」

「その強さは手に入ったのかしら」

「ああ、だから俺おれは言葉をつくる」

　俺は机つくえの上に置いてあった『物語』を手にし、ペラペラとめくった。

「これが、理想の川かわ瀬せ紗さ耶や香かのつくりかたなんだろうな」

「…………そう」とリデルはめずらしく神しん妙みような面おも持もちになった。「つまりあなたは、川瀬紗耶香とだけは一いつ緒しよにならないと言うのね。あなたがあの子の作者であるために、あの子を作者の支配から逃れさせるために」

「かっこよく言えば、そうだな」

「……バカな選択をしたものだわ」とリデルは言った。「わたしに協力すれば、そんな悲しい思いはしなくて済むのに。本当にバカよ、あなたは」

「だろうな」

　素そっ気けなく答え、俺は空を眺ながめた。

　青々と果てしなく広がり、手を伸ばしただけじゃ到とう底てい届きそうになかった。

　けれども以前よりもは、10センチぐらい近づいたかもしれない。そういうものだ。俺たちは少しずつ変わっていきながら、それぞれの言葉で物語をつくっていく。

　この現実と向き合いながら、明日あしたを語るのだ。

　俺はその物語に未来と名付ける。大おお勢ぜいの人々と生きること、倒れても立ち上がるということ、そういう無む上じようの幸福を教えてくれた過去という名の物語を語り継ついでいくためにも。

「じゃーん！」

　カーテンをさっと開き、すっかり制服姿すがたになった紗耶香は眩まばゆいほどの笑顔を俺に向けてくる。

「あ、リデルちゃんおはようなんだよ」

「ええ、おはよう」

「リデ公こうに挨あい拶さつなんかしてる場合かよ」と俺は言う。「さあ行った行った、遅ち刻こくだぞ」

「わ、わかったんだよ！」

　紗耶香はドタドタと部屋から出ていくが、すぐさまドタドタと戻ってきてひょっこり窓から顔を出した。

「いってきます、なんだよ」

　おどけた様よう子すで紗耶香は敬けい礼れいをした。

「行ってこい」

　俺は窓まど枠わくに体重をのせながら、軽く手を上げた。

「いってらっしゃい」

　リデルはぞんざいに手を振った。

　ふいに雲の切れ間から太陽の光が俺たちに差し込んだ。幾いく筋すじもの光の柱が世界を照らしていく。彼女は優しい日だまりに包まれ、水みず飛沫しぶきが上がったようにきらきらとした輝きを身に宿した。

　俺おれはそんな彼女を眺ながめながら『物語』に言葉を記しるした。

　《川かわ瀬せ紗さ耶や香かは現実の人間となる》

「うん？　なにを書いてるの？」

　さっと『物語』を背後に隠かくし、俺は笑いながら首を振った。

「噓うそだよ、ナオトくんなにか隠したんだよ。見せるんだよっ」

　そう言って紗耶香は、俺が背中に隠す『物語』を取ろうと窓から身を乗り出して、やいのやいのと騒さわぎ始める。リデルは大きく溜ため息を吐きながら、そんな俺たちを眺ながめていた。

　ねえ紗耶香、知っているか。

　物語には魔ま法ほうがあるんだ。

　それはなにかを大きく変えるようなものでも、炎ほのおを出したりドラゴンを呼び出したりするものでもない。あまりにも頼りなく、求めるのがバカらしくなるようなものだ。

　けれども忘れてはいけない。神かみ様さまでも作者でもなく、君の物語は君がつくっていくんだ。

　それは大切に両手で抱え、なにがあろうとも手放してはいけない。たとえば木々の並びに似た無む数すうの人々の中において孤こ独どくを知ろうとも、夜よ更ふけに冷え切った誰だれもいない家の中において孤独を知ろうとも、これまでにあった悲しい記き憶おくが君を惨みじめにし耐え難がたい孤独を知ろうとも、だ。

　あまりの孤独に君は寒くなり、その両手で肌はだをさすりたくなるだろう。そんなときでも手放してはいけない。そっと手に力を込めてごらん。そうすればあまりにも頼りなく、弱々しかった魔法が初めて輝きを宿し、暗くら闇やみを打ち消す光を君に与えてくれることだろう。




　希望という魔法がね────
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あとがき




　久し振りに地じ元もとである神こう戸べに帰り、ぼくは懐なつかしの競技場じように行きました。係の人に案内をお願いして中を見学させてもらったのですが、スタンドの座席はところどころ壊こわれていたり、サッカーやラグビーで使われている得点掲けい示じ板ばんは緑みどり色いろのペンキが剝はげていたりして、昔と比べどこかもの悲しい姿すがたになっていました。けれどもトラックの上に立ち、そっと目を閉じてみればあの頃に聞いた歓かん声せいや数多くの選手たちが現れることなんてまるでなく、そもそもぼくには陸上部ぶに所しよ属ぞくしていた過去も競技場で走った記き憶おくもありませんので、係の人に「どうやら勘かん違ちがいのようでした」と言って爽さわやかに立ち去ったというのも噓うそで、実際は地元に帰ってろくでもない仲間たちと連れん日じつ朝から晩まで酒を飲んでいただけというのは男の見み栄えで、本当のところは一晩だけそれもビール一いつ杯ぱいだけ飲んでべろんべろんに酔よっ払ぱらってしまったというのは可愛かわいらしさを変にアピールしようとするために適当なことを言っているだけなのです。

　要するに、皆さんお久し振りです、高たか村むらです。

　あ、そうそう、この間うちの冷れい蔵ぞう庫こが爆ばく発はつしましてねえ。こう、アーチを描くように。それは見事なもんでしたよ。ええ、もちろん噓です。冷蔵庫が爆発したと言えばまとまると思っている自分自じ身しんの愚おろかさに呆あきれてしまいます。前ぜん巻かんからなにも成長していません。

　話をぶった切りますが、ここで謝しや辞じを。

　担たん当とうの黒くろ崎さき様、のろまな執しつ筆ぴつペースにお付き合いいただきありがとうございました。前に番ばん外がい編へんの原げん稿こうを締め切り前にお渡ししたとき「どうしちゃったんですか！」とぼくが狂ってしまったのではないかとご心配していただいたことがありましたが、今後は「どうしちゃったんですか！　あなたもうすぐ死ぬんですか!?」と毎回聞きけるようにしたいです。本当に。

　イラストの秋あき野のすばる様、もしかするとぼくなんかよりもよっぽど本シリーズをご理解されてかつ素す敵てきなイラストを描いていただきありがとうございました。実はこの間、秋野さんが大たい変へん高村にお怒りであるという噂うわさを耳にし、これはいかんとラーメンを作って郵送するという、まあ意味のわからない夢を見たのですが、ひとまずこれまでのお礼を兼ねてラーメンは作って送らせていただきたく存ぞんじます。書かき留とめで。伸びないうちにお召し上がりください。

　さて、気づけば三巻目めです。こんなにも拙つたなくわけのわからないものでありながら、どうにかここまでやってこれたのも、すべてはお読みになられている皆様のおかげです。この先なにがあっても皆様への感謝の気持ちは忘れません。本当にありがとうございました。





高村　透とおる
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高たか村むら 透とおる

意を決して、ぼくの家族の写真を載せてみました。一番左がぼくです。ええ、ぼくクリーム色なんです。学生の頃はそりゃもう『クリームのあいつ』と恐れられたもんです。まあ、昔の話ですけどね。
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秋あき野のすばる

最近、町で噂の殺人鬼とラーメン大食い対決をしたり、公演でコケた某夢の国のネズミが魔女と契約して黒魔術で客の記憶を消したりする夢を見て、よく寝坊します。
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理り想そうの彼かの女じよのつくりかた3




第だい三さん稿こう　彼かの女じよと僕ぼくのアラウンド








高たか村むら 透とおる
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